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マイコン制御で、洗う、乾かす、暖める…と、すべてをコントロール。

しかもピデ洗浄付です。新しいウォシュレ y トは、マイコンによる自動

温度制御方式。洗浄、乾燥、暖房便座の温度は、すべてこのマイコン

がコントロールしてくれま丸だから室温、水温の変化に影響されず、

春夏秋冬、いつもおしりは快適。お子機、ご老人、身体の不自由な方

でも、ラクな姿勢で使え、痔や便秘にも効果的て寸。また、生理中、妊

娠中、出産後など、ふだんより一層清潔に気を配らなければならない

女性のために、ピデ洗浄も設けました。カラーも 3色揃っています。

特に注目していただきたい、 2 つのポイン卜。l パネル1枚にすべての

スイッチを集めた新設計。ボタンは軽〈押すだけのフェザータ y チで丸

2.洗浄ノズルは使用時に伸び、洗い終ると絡んで便座の裏に隠れ

る伸縮式。用便時など汚物が付着しません。しかもノズルは43度( ビデ

もっと 快 適 に、増 改・取 替 は53度)の角度っき。理由はおしり
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4 定時評議員会決議お知らせ

昭 和59年 3 月21日 開 催 の 定 時 評 議 只 会 に お い て 、 下 記 の と お り 役

貝 の 改 選 、 昭 和59年 度 卒 業 計 両 並 び に 収 支 予 算 が 決 ま り ま し た の で 、

こ こ に 会 告 い た し ま す。

( 1 ) 評議只会正副議長の選任

議 長 高 僑 保 夫 氏 (銭高車且) 副 議 長 荒 木 兵一 郎 氏 (関西大ザ: )

(2) 会 長 、 副 会 長 、 理 'I: i . の選任

1  . 昭和59年度会長・副会長・理事 (削略)

新 ( ill. l tI: 留 任

会 長 悩 凹 朝 生 ( 双 ht  4立 J十)

足立 字 (j !! t相 大

冨リ会長 佐 野 正 一 (安井怨築設計 '1>務所) 紙十t !l t二 ( 松 村 組 )

市 JI I '1i. ( J ! [ 畑主II 築 事 務 所)

理 事 今 )1ニil' ll 之 介 (住宅 . ｦ， ＱＱｾ￯ 幣備公開 Ｉ 今 jly 杵日11 (大阪府住宅供給公判 )

岡 本 行 普 (日目 和 設 ，:1") 大|珂 外 ( 大 年屯 車J O

金 多 i紫 (j j( 剖l 大 学 ) 小 林 Il '1 (新 f主 宅 社)

小 1::， ilt (JIli; ι; 主II ぷ} 多古H 進 ( 大 阪 市 並 大 '下)

( 技術) 長谷部朔J i ll ( B  主主 訟 ｾ ｴ＠ 佼 間 照 夫 ( 大 成 主I! ぷ)

予凶 定男 ‘l' 図建築桃i孟研究附} 備 本 正 常 ( 小 西 J9: t十)

4公 村 康三 (i ili iU  l l ¥築 '1> 務 所) 牧 ｬ 沼顕治 Ｇ ｾｉｦ .Jj 組 )

三 品 哲 夫 ( 大阪市主II 築技術協会 十 ｉ 仁子ｾＩ主 Ｈ 新日本製鉱 Ｉ

.) 1'上 j見 ( ｲＨｾ＠ 総 組) 八十 ｉＺｾ￬ 員Ｎｉｬ 二Ｈ 竹ＧｩＧ工務Ｏ， ｉｩ Ｉ

浅沼 }'f.犬 (必 i!l ' fl) 大 林 方 自11 (大 林 *1l )  

似 11ー デ介 ( 熊 ?千 *Il )  奥 村 俊 夫 (拠 十f *j l) 

今付税i三 自I1 ( 大阪l l ¥ぷ主協 会) 民 武 {呆J主 ( it' ，水 ll¥ ぷ)

(総合) 鴻 池 ぬー( 泌 池
*11 ｦＮ ｾ ，ｲＺ ￯＠ i洋雄 {銭 Z主 *Il )  

ｦ 止 ｾｴ Ｇｩ修 一 ＨＷ ジ タ工 Ｑ 竹1' 1" 錬 ー {竹 '1' 工 務 的 )

桜木 i銭三 ( 藤 本 工 務 的} liij' J l I ' 泌太郎 (あ め り か 民)

山 口 道 陣 ( f i 111 ill ｾＩ＠

('，丘公 )

小 林 IJqf! 11 ( 太 協 工 聡L . .' 1>) i長i I 宇正! l t (i .li i毎 1江主( )

' l " ; ' 谷色tt 児 ( 大 阪 . ，R 公 R{ }}j )  武 田 ぷー ( 近 鍛 1丘 公 工 事)

('i'i'工)

イミ内 t111 ニ M 研 ) 五li' 主 将 ｾ ｦ ￬ ( 日 比 谷 総 合 設 備)

fI '  - Ji ll 商 保 衛 生 1: 民 所) 北 ￬ｾ r r : 向 砂 熱 午 工 業}

m Ul  

川 i手 繁 夫 川 Ｉ［ ｾ＠ ;11 t  立野 一 日11 (ユ ニ オ ン)

iJ .立.ill 忠 ( J k汀 シペ， ? ー) 村 上 二日11 (サ ン エ ス イi 門)

2  . 昭和59年度事業計画

本 年j互いl下 年 に 徐 じ た 下 記 事 業 を 行 う が 、 本 年 は 、 関 丙 に

おける挫築諸団体の現況に 鑑 み、本会ｾｾ ＧｉＺｾ 業の見直しと、新

し い 発 泡 ! に よ る 新 規 事 業 の 企 耐 と 、 尖 施 に 取 組 む 第 l 年 と す

る 。 と く に 会Mの 明 強 に つ い て は 、 ff 年 府 の4獲 得 に 主 力 を 注

ぐ と と も に 、 ， 建 築 界 以 外 の 周 辺 業 務 に 悦 わ る 例 人 及 び 法 人 に

も会 ｗｩｾ を ｊ 仏大する 。

ま た 、 新 目F務 所 へ の 移 転 を 機 に 、 サ ロ ン の 設 置 、 民 主 サ ー

ビ ス 等 会 J HII 互 の 交 流 に 役 立 つ ' み 同 気 づ く り に 努 め る 。

① 会 誌 「 建 築 と 社 会」 の 発 行 ( A 4 "司j 変形 - 月干11 )

② 「建 築 技術 選 書」 の 企 画 と 第 2 シ リ ー ズ の ス タ ー ト

③ 講 習 会 な ど の 実 施

③ 往築工・ ｪ 手 ｾｈ 先品門会 ｀ ｾｊｦ 修会 の 処築技術選占Ｚ講座

④ 建 築 写 真 パ ネ ル の 展 示

⑤ 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル の 実 施

⑥ 工 高 建築 科 優 秀 卒業 生 へ の表 彰状 授 与

⑦ 若 い 会 員 の集 い

③ 各種見学会

⑨ その他

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一一 一 一

3  . 昭和59年度収支予算

収入の部 'I'fil 千円

大 4・十 日 中 干・} 自 予 算 額 ll' f  知: 内 訳

Ｇ ｉ ｾ＠ ｾ収入 57 ，040 

会 奄・叫金Az-
ヰE 入 46，000 普通号10回特別号 2 回

契 約 々 款 先 上 収 入 2，500 

建 築 技 術 選 占 収 入 2，800 企画科ほか

よｾ 会 収 入 1，500 各樋見学会ほか

議 ｩｾＨ 品 例 会 収 入 2，000 議ｾ会 ・ 研修会

広 報 ij j[ 入 1，000 建築写点展示

維 収 入 1. 240 

会 党 収 入 63 ，656 

側 人 正 会 只 30 ，780 本部 ・支部会只

11 2，040 I也万会只

団 体 正 会 μ 30 ，800 会社 ・間休

､ ぷｾ μ  
36 学生

寄 付 金 収 入 務 付 金 収 入 700 

4自立f i ' ( 金

取 iiii 収 入

fi( 立 町l 金 取 蹄1/収 入 3，000 借入金返済

維 収 入 雑 ij j[ 入 2，000 

収 入 ぷ口入
126 ，396 

支出の部

大 干'f 自 9' 
千-十 目 予 算 額 m n: 内 ;11{ 

岬"  
理! 65 ，540 

高台 料 手 当 42 ，200 本給 . rt 与 - J者下当

退 ヰ官 金 1，000 

退職給与，， 1当金繰入微 3，000 

制 手IJ 厚生 Ｇｪｾ 4，700 各位保険料

￡ヨ ｅ 当 ｾ
"誰

1Y 2，000 

旅 ー伐 交 通 質 1，900 

iIfi 1. 1 巡 綴 'jY 1. 200 屯話料ほか

.m 金 'IY  1，700 郵便振符手数料ほか

m 粍 Ir1， 11 'jY 360 

。主 M 'IY  100 

印 刷 製 本 'IY 360 

光 熱 水 科 'jY 420 '，JJ::，dt  

火 災 保 険 料 50 

.fJl 4見 公 3担 200 

会 館i f ' j ' M 'jY 250 

11f 入 子 宮 手IJ 口、 1. 500 

制佐 'IY 600 

神"  

里Il 'Ir 4，000 第 3 ピJレ1>E J羽料

:!I'.f 56 ，800 

会 11. 発 行 'IY 44 ，000 印刷IJ ' I r . 広告手数料

契 約 々 ｾＱ＠ 'Ir 1，500 印刷j行 委H会'Ir

建 築 技 術 選 II_}I ;古代 2，100 印税ほか

lI.¥ ι  五. 'IY 2，300 

説 話 ( :.:4 ｾｬＧｬ 会Ｇｻｙ 1，500 

広報・ ｊｾ !t 'IY 1，000 

教 ff 晶i 興 'IY 1，200 デザイ ンコ ンクールほか

助 成 会 玄 出 1，700 支部 '1'1

雑 'jY 1，500 

iif 入令返『荷主 tl1 Ht - 入全 i弘前文: : 1 ¥ 3，000 

Ｉ，ｾ金繰Ｚ入 J左 イ長 総 入 700 苦手附11:

j成 fl 困11' [ 去f I '1'1 ;'.11 f曲i m 去fI 'IY 
。

(. Ｑｾｩｪ＠ 'iY F  Mii 'Ii 356 

.k ノE A2  126 ，396 

往 来と 社会 1984削 /p; 1  
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日本建築協会サロン使用規程および、会議室使用 ご案内

大 l阪中之島の川沿い、大正建築の近畿建築会館から西日本一向

い大阪駅前第 3 ピルの21階へ、 lI i '年 12月末に引っ越しました 。

窓に拡がる景色も、中之山中央公会堂から生駒 ・北恨の山並み

に一変しました 。

この・J¥務所移転をきっかけに、日本住築協会ではサロンと会議

室を広くとり、会員のみなさまの交流と税陵にご利用いただき

たいと考えております。

この Ｔ 月から、使用 ｴ ［ＩｬＮ 平，ｾ｜ ( 下記参! !( ¥) も戦い、また- #量産や将t ' Jt

費生も備えました 。会談需は 25人- 3 5人ぐらいの大会議宅と 10人

一16人ぐらいの小会談宅とがあります。大会談ヰての机、桁子は、

移動して、数人ずつの小グループごとに組み今わせが谷弘にで

きます。

本会の会議のない折は、会議己主として伶りきる( 有料) こともで

きますし、また、サロンとして、気 '1発に使用できます。会議に、

打ち合わせに、微談に、ご利用下さい 。

詳 細lは ι J ' ; 務局までお問い合わせ F さい ( '，心話06- 348- 0635) 。

新幹線大阪~東京乗車券の販売お知らせ

日本建築協会では、会只サービス卒業の一環として上記

事

来 JI1券を古IJ 安価絡にて j仮完いたしますのでぜひご利用下

さい。

お申し込みは、社団法人日本建築協会総務諜まで。なお、

日H桜目、土 11出目、祝祭日は、本会の休日ですので、販売

はいたしません。

大阪市北区4毎回 1丁目 1番 3 - 2100 大阪駅前第3 ビル211渚

電 話06- 348ー 0635

4E会制価 |  駅売価格 l  

普 通 単 往 復 21 ，600円 I  24 ，400円

j  グ ー ン '1111 27. 000円 |  礼 200円 I  ｾ＠

)  * 協会で回数券を構入 L. 会以に京町でぐラ売) 。
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社団法人 日本建築協会サロン使用規程

1  本 会 の ロ ビ ー 並 び に 大 会 議 室 は 、 サ ロ ン と し て 会 員 の

親睦、交歓のために使用することができる。

但 し 、 大 会 議 室 に つ い て は 別 に 定 め る 規 程 に よ り 、 会

議に使用される場合を除く 。

2 . サロンの使用時聞は、 9 : 30 - 20 : 00 までとする。

但し、土、日、祝日を除く 。

3 . サ ロ ン の 使 用 者 は 、 本 会 会 員 、 並 び に 会 員 同 伴 者 と す

る。

4 . サ ロ ン の 使 用 者 は 、 備 付 の 帳 簿 に 記 名 す る も の と す る 。

5  湯 茶 等 の利用 は 、 原 則 と し て 使 用 者 の セ ル フ サ ー ビ ス

によるものとする 。

大阪市北区梅田 1丁 目 1番 3 - 21  00 

大阪駅前第 3 ピル21階 1- 2 - 2

戸

社団法人日本建築協会会議室使用ご案内

大 会 議 室 並 び に 小 会 議 室 は 、 本 会 の 諸 会 合 に 使 用 い た し ま

す が 、 未 使 用 H寺には、会員及び関係者の利便に供するため、

下 記 に よ り ご 使 用 願 え る こ と に な り ま し た 。是 非 ご 利 用 下

さ る よ う お 願 い 欽 し ま す。

*  

1  . 会 議 室 使 用 ご 希 望 の 方 は 、 ご 使 用 1 か 月 前 よ り 申 し 込

み を 受 付 け ま す の で 、 本 会 所 定 の 申 込 用 紙 に 必 要 事 項

ご記入の 7 え、お申し込み下さい

2  使 用 H寺聞の延長は、原則l と し て 認 め て お り ま せ ん。

3  会 議 室 の 使 用 権 の 転 貸 は 、 固 く お 断 り い た し ま す。

4  ご使用の中止の場合は 1 週 間 前 ま で に ご 述 絡 下 さ い 。

5  お 茶 等 に つ い て は 、 申 込 時 に ご 相 談 下 さ い 。

6  会 議 室 の 使 用 料 金 は 、 当 分 の 問 下 記 の と お り で す。

時、そ間帯ｾ長｜別 f 別、

大会議室60m' 小会議室30m'

( 30名) (16名)

会 只 その他 会 員 その他

6，000 円

円 円

4 .000 円9  :30- 12 :00 8. 000 3，000 

13:  00- 17:  00 8，000 10，000 4 ，000 5 ，000 

17 :  15 - 20 :  00 10 ，000 12 ，000 6，000 8 ，000 

9  :3 0 - 17:00 12 ，000 14 ，000 6，000 8 .000 

13:  0 0 - 20 :  00 15 ，000 17 ，000 9，000 11 ，000 



日本建築協会サロン・会組室

大阪駅前第 3 ピル 21階北東角が本会事務所 プロムナードを見下ろす 窓から北療の山並みをのぞむー左は阪急グランドピJレ

椅子を置きかえ、サロンとして利用

大会議室
会議中

雪の 日に見下ろす 碁と将棋盤

小会1担室 事務室 ロビー

3  



ｾ＠ r建築と社会J 誌パックナンバーのおしらせ 帥川

パ ッ ク ナ ン バー が そ ろ っ て お り ます 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話0 6 - 348一0635) お 申 し 込 み 下 さ い 。 パ ァ ク ナ ン パ ー は 特 価 以外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950) で す。 郵 送 料 は 実 費 い た だ き ま す 。 さ ら に 欠 号 が出 て き て お り ま すの で 、 購 入 時 に お 確か め 下 さ い 。

よ¥そ
l  2  3  4  5  6  

'‘ 

調ド .  p  c 板 を

調. .  

昭和50年 東 海 の 社 会 都 市 の 景 観

( 56集)

図 書 館

新 建 築

イ ン テ リ ア 使 用 し た

建 築 ・法 と 施 設

工 業 化 住 宅

証 言 '76
2・

*  • 
昭和51年

建 築 デ ザ イ

建 築 基 礎 構

医 療 施 設

床 工 法 建 築 防災と

市 街 地 整 備

( 57集) 造 の 問 題 点 と 材 料 法

ン の 動 向

.  
兵 庫 県 一 そ

- 日本建築協 コ ン クリ

昭和52年
デ ザ イ ン の

の 風 土 と 建

全60周年記念号 ト の 品 質 管
日影規制と

身 障 者 施 設

( 58集 )
動 向 一 部 分 - ニ ュ ー タ 理 と 行 政 指

法

と 全 体
築 ・建 築 界 ウ ン の 管 理 導 の 方 向

デ ザ イ ン 医 療 施 設 ー 組 合 方 式 に

昭和53年
の 動 向 一

水

病 院 建 築 外 壁 電 波 障 害 と

よ る 集 会

( 59集 )
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築

ントラス ト ン ス テ ム
住 宅 計 画

.  ホ ァ ル 建 築

昭和54年

転 換 期 の

大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

( 60集)

再 開 発

ー トタウ ン の ひ び わ れ

ン ス テ ム

80年 代 の 都
.  

昭和55年
市 と 建 築 ー - 今後の省エ - 最近の量行建聾

住 宅 の 建 築 行 政 と 最 近 の

( 61集 )
まちづくりの ネルギーの趨勢 - 安井建築設計

耐 久 性 法 規 防 水 工 法

歴史と 展 望 - 建築金物 事務所作品集

台戸斤まわり 災 害 と 法 一

昭和56年

職 能 論

中国 の 論 文
ポ ー ト ピ ア

の 計 画

シーリ ン グ

安 全 な 環 境

( 62集)
一 北 京 の '81 材 の 知 識

都 市 計 画
と 設 備 を め ざ し て

医 療 施 設ー 都 市 景 観 ー

昭和57年 新 た な 商 業 省 エ ネ ル ギ

地 域 医 療 と

近 畿 の

ま ち な み 美

大 阪 市 庁 舎

( 63集) 空 間 の 展 開 ー と 関 口 部 地 盤 と 地 質 ( 第 1 期 )

設 備 計 画 鋭 へ の 誘 い

昭和58年

関 西 の マ イ コ ン の

多様化する 建 築 と

計画における
大 阪 駅 と

建 築 へ の

コミュニケー

( 64集)

建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理
Y ヨノとプレ

ターミ ナ ル

を 考 え る 利 用
ゼンテーンヨノ

ピ J!-

21世 紀 へ の ビルのリ 7 レッ
建 設 産 業 ま ち σ〉

昭和59年 関 西 ー 魅 力 関 西 の 超 シュー内外装 住 環 境 と

( 65集)
あるまちづくり

高 層 ビ ル
補 修 技 術 の

と ロ ポ ッ ト

法 制 度

活 性 化 と

を問う 現状と発展ー 開 発 商 業 空 間

お 知 ら せ

第 4 回京大建築同人展を 5 月に開催

同 人 5 名 で 始 め た 京 大 建 築 同 人 展 は 、 今 年 の 出 品 者 は 23名 に の ぼ

り、 出 品 点 数 も 多 く な り ま し た 。 そ こ で 、 展 覧 会 場 は 、 大 阪 駅 前 第

2 ビ ル の ア ー トプ ラ ザ に 移 し ま し た 。 梅 田 へ 立 ち 寄 ら れ る 折 には、

会 場 に も お 立 ち 寄 り 下 さ い 。

詳 し く は 、世 話 人 の 白 石 博 三 さ ん ( 京 都 市 左 京 区 松 ケ 崎 壱 町 田 町 I

電 話075 ー 791- 3992) に お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。

記

会 期 昭 和59年 5 月 17 日( 木) - 5 月 22 日( 火) 11 :0 0 - 18 :00 

会 場 大 阪 市北 区 梅 田 1 丁目 2- 2- 200 大 阪 駅 前 第 2 ビ ル 2 階

ア ー ト プ ラ ザ ( 屯 話06- 344- 6097)

出 品 者

安図 的 (日目 4 平: 来日本建設業保証) : 堀江 ↑吾郎 (11召15-'i ι 関西大学教l::t)

三毛 利男(1Ii ' l 6，字) 木島 努 (11自17平 成 品 建 設 )

西山 知三 (IIB 8 卒京都大学名誉教妓) : 締本敬次郎( 昭17半)

福留 繁 (昭 10本 ) 平 固 定 男 ( 昭17平 平田建築構造研究所)

山桜正次郎 (昭11本福井工業大学教奴 ) : 扇図 信( 昭20干ー奈良女子大学教授)

白石 博三( 昭12卒京都工芸繊維大学名! 日家 宏泰 ＨＱＱ 召 ＲＰ 卒 ￭ｊ 家主主築 Ｇｊｾ 務所Ｉ

誉教授) : 向 井 正 也 (昭20卒神戸大学名嘗教l::t)

角田 栄 (1沼l 斜〈 トーヨーサ y シ) 小泉 ｾ＠ (11百21卒 浜 凹 往 築 'J>務所)

所 貧雄( 昭 l Vj ' : 協同機 ・共 立 建 設 ) 三 沢 陣市Ｈ昭 ＲＶｾ 手三沢建築設計 ＧｊＧ 務所

入 沢 二 郎 { 昭13卒) : 久 徳 敏 ifi (昭32卒竹中工務応)

香 取 礼 三 ( 昭14本大阪工業大学短期J . k : 三村 浩史( 昭32'f- 京都大学助教段)

学部教授) :  1是正義 通 j告( 日召33平 日本電信電ぷ公社)

近藤義雄 Ｈ昭 Ｑｾ 芋Ｉ

4  

- 印は欠号

7  8  9  10 11 12  

建 築 と プ レ 生 活 排 水

.  亀 .  

人 間 環 境
騒 音 対 策 と 第 22 回

ストレスト 処 理 縮 設

と し て の
防 音 材 料 青 年 技 術 者

集 合 住 宅 の

コンクリート の あ り 方
タ ー ミ ナ ル

設 備

当依

$ 集 住 体 の 結 露 防 止

.  

工 場 建 築 と 鉄 骨 構 造の

ハ ー ド と 対 策 と

第 23 回
設 備 か らみ

設 備 ジ ョイ ン ト 青 年 技 術 者
た 建 築 の

ソ フ ト 断 熱 材 料 問 題 点

埋立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建 築 に お け

照 明 設 備

る権造問題一

公 団 と か ら 計 画 的 る 省 エ ネ ル

第 24 固

大阪南港と 芦
青 年 技 術 者

屋浜を例 とし て
建 築 作 品 ミニ 開 発へ ギ ー 化

C  A  0  -
.  

住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル 環 境

耐 震 設 計 青 年 技 術 者

ンビ ュー タ

農 村 施 設 の 建 物の 終 局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

変 貌 強 度 の検 討 まち づく り イ ンテ リ ア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

- 軍21回青年枝荷
設 計の た め

都 市 景 観 と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後の 外 装
者

の 新 耐 震

ア メニティ 施 設 の 設備 まち つ' く り 吹 付 仕 上 材
- 転機にたつマン

ション 畢合住宅
設 計 法

都 市 住 宅 一 - 撞婁物t 凪ーデ
住宅 ・都市聾慣企

障 害者 の暮

住 ま い 手 ザイナーのために

団ー関西における
間 仕 切壁 の 第 28 回

ら し や す い

都市聾備を中心と
性 能 評 価 青 年 技 術 者

か らの 発 想 - 日建設計作品集
した新企図の役割

環境と 設備

- 絵本にみ るすま - 第29回青

音 と ホ ー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いと まちづ〈リ 年 技 術 者
風 土 ・空気

建 築 村豊 造 作 品 集
- 才一・エム ホ . J也方の庁

と 人 間

テル日航ビル 舎 建 築

維 持管 理 と

東 海の将 来 オフィ ス ・ プレスト レスト - 革初回青年技術

集 合 住 宅
者

設 備 更 新

と 文 化 を イ ン テ リ ア 鉄筋 コンタ リ

- 大阪域国際文化
と 音

考 え る の 変 革 ー ト 柵 造 スポーγ ホール

高 齢 化 社 会

み ど り と

消 防 火 設 備

人 々

に お け る ケ

ア シ ス テ ム

お 知 ら せ

建築積算学校関西校入学あんない

白 隠 修 課 程 ( カ リ キ ュ ラ ム ) 合 計 25. 0単位

主主築一般/ 主主物の概念、材料椛法

制1$' ) : 概説/ 柑m業務、専門職能

数 量H! 算 1/ 土工 ・I也業

数 ＭＺＩｊｊｾＨ 労 ｃ ｉｉ Ｏ コンクリート ・ 型枠 ・ 鉄筋

- 壁式機造

数量償t ) : 1I ! / 鉄骨

数 ［ｌ ｾ ｦￚ 針 ｃ ｎ Ｏ ｩＺ士上

干l ' t 算のまとめ/ 集計、内訳 S 式

口受講要領

仮設の積算/ 直接仮設、共通仮設

設備の般S l : / 冷暖房、空調、給排水術

生、電気

簡略積算法/ 概算法、統計の利用法

電算法/ コンビューターの理論と積算

への応用

建築経済/ 建築の経済性、施工契約、

仕線、規絡

1 .  Jtl J  間 昭 和59年 6 月 5 日(大) - 12月11 日( 必

2  受議日時 毎週 2 日( 火 ・金日記日) 午後 6 時 15分 - 9 時

3 . 教 室 玉 造 文 化 会 館 ( 環 状 線 玉 造 駅 前 )

大阪市天王寺区玉造元町 1

4  受 品 料 一 般 的 ， 000円 ・日本建築協会会只 90 ，000円( テキスト代を含む)

5  聴" 也制度 l 回 ( 0. 5単位) に 付き 3，000円。( テキスト代は 別 途 )

6 . 受講資絡 工業高校生II 築譲位卒業料l支以上の建築知泌をイIするもの。資絡内

容により入学試験を行う場合も有る。

7 .  ｾ主只 ＳＵ 名

8 . 申込万法 昭和59年 4 月16 日一 5 月26日まで受付。

所定の用紙でお申し込み下さし、。

9 . 受付場所 ( 社) 日本主主築材{ 抗争協会関西支部 T E L 06 (245)  6645 

干542 大阪市南区鰻谷中之町62 市川ピ J レ



通巻羽 ＵｾＴ

会 長 九i凹朝l生

副会長 足 立 不 ・市川; 正

佐野正一 - 松村雄二

絹集委員会( 昭和59年度)

編集委員長 占佐 ＮｉＮｾ＠

井上 1地 - 描工材料骨階

編集理事 110)川 村tニ

川上 ifl: 荒 木 弘 之

今I I ' I 悶之介 田 中 光 紀

ｾＨｴ 多 j都
酋 牧 必 /i 法 令 コ ー ナ ー 193

ｾｴ ｩ 事 11': 水 n

"" 

若 い 会 員 の 集 い レ ポ ー ト

小林 * 償チl' 1.正夫

竹 中 縦一 - 法令分科会
新 建 材 紹 介 コ ー ナ - 88

武田 ｊＮ，ｾＭ 11 : 江雅樹 読 者の 頁

長谷部朔日11 * 松).1'
l沼

松 村 俊 三 j朝 出 羽1;延

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス
iJ 立辺 .也 ぷhl

編集委員 {作品作創委員会)
東 海 だ よ り

( 特車小委員会) おliUJ f.f 

- 計凶l分科会 大} 止町fニ

込_v. 伴 。加 藤 俊 明

岡田 i. i  ［Ｑ ｾｪ＠ 北 村 恭一 日本建 築 総 合 試 験 所 だ より

イ知事 成i法 弘jitl! 段、

憎 敏. i E . ' . 1. ¥川省二

杉 本 市 f 川本 '(j 二

*日1中 1(( 人 ，と、 }j 敬tf

rl' 林 Ift 浜 崎 申告

藤本: 右太郎 場I出 向 一

lij 僑同! J J (設構砂l委員会)

本多 ｬ ｩＮ Ｇｩ［ｾＧ＠ Aリl' '， ;¥リl、

11.1側 勝 利 小林 正純

償JI' 坑印l 。 ＱＱ Ｑ，Ｑ 九 ｾ Ｎ ｈ 込

• f，Yt 造分科会 期知l 裕一

JJl立 W i (広齢画'1嘆員会)

日下古11 幣 。fl 同事敬村l

IJ Ylll Jl I[ 
r也iM ｦ ｾ リ ｊ

*  ｊｾＺｾ ま注 ｊＺＺ 木J点字? - l 1t
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. ，設備分科会 Olfl 小 時1
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漬野節朗( 京都工芸織維大学)

特集予告

.5月号/ 住環境と法制度

・6 月号/ まちの活性化と商損空間

.7月号/ 消防火殴備

.8月号/ みどりとそれをとりまく人々
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特集. 建設産業とロボット開発

SPECIAL FEATURES ON CONSTRUCTION  INDUSTRY AND ROBOTS 

5E 1時評 議 只 会 決 議 お知 らせ 日本建築協会サロン使用 規42および会議室使用ご案内 新

幹 線 大 阪 ~ 東 京 来 事 券 の l仮52お知らせ. [" 建 築 と 社 会J パ ックナンバーのお知らせ 第 4

回京大，建築同人展を 5 月に Im( 住 建築千六算学校関西校入学あんない ・ ーー .. .. .. … 0 ・0 ・ー・・ ー1

日 本 生 命京 都 三 条 ビ ル ・ ・ ・ ・ー ーーーー. . . ... . .. ... ....... ....... . ........... . ....... ... ・ . 6  

設 計1琉Jl l i : 日本生命不動産問11・大林組l /j 血工 。大 林 組

泉 南 市 立図1 !H官 ・ 文 化 ホ ー ル . . . . . . . . . . . …ー ー ーー・・・・・・ーー・ ー . 8

設計監理1 : i良i生設計すl 務 所 施 工 鴻 池 組

Ja v a  g r ou p 本 社 ビ ル ー ... . .... .. .. .. .. .....・ 0 ・. ........... .. .. . .. . ..... . .. . .. . . ・ .... .. .... . .. .. ...... .. 10

ｊ ，ｾ本 ｩｴｩ ｴ 訂 ・ 芯 ｉ ｉｔＺ設 計 ｪ 良型 山口 デザイン ・j ' ; ' 務所地工. 不二雄 設

f此近竣工した新雄主主 9 点( N0.1748- 1756) ーーーー. . . ... .. . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ... ・ ・ ・ ・・・・ ・14

3 階建木造住宅簡易構造設計 J，li i悼の解説( その2 ) / 西 山 TL.. ... ..... .. ... .... .. ... ..  ・0 ・0 ・・…・ 0 ・・ 15

帆家具を l祈る" ーデザイナ - . A 見 他三にIl f! < ー / A 凡 健三 ・締 本 美 鈴 ・山到 達 夫 ー… .. ...... 16

ｴＡ 白 紙防 止用 冷料「ザクロン ｊ Ｏ 松本兆五 ｾＮＮＮ ... .... .. .. . ・・ ・0 ・ •. ••• ••• . •. ••. •••• . •. ・17

イギリスて。の生活点f i ' ，i 1  テレビモーニング ・ショーを 兄てー / 西 村- !lJ 1 ふれあいの向子

展 よ り … … ……. . . ー一一一. . . . . . . . . . ... . . . . . … ー一一 ーーーー… ・・… … ・… … 一一ーー ー… " 18

13; 1立 文 楽劇場オ ープン n  ｜ ｾ ｟ 仁ｊ￯ｾ建築 ｍ Ｚ￭Ｕ ｲ ＩￍＢが竣工 ・・…. . ・・ 0 ・0 ・・ … … ー … 0 ・0 ・......・・ 0 ・・ ' 19

愛知県内層処築物設計指針が示された 4  J  11 日から愛知県安城 "1へ開発許可等の事務を移管 "19

美濃占 11召氏 ( 大 成 建 設 設 計S住民) を訪ねる / インタピ ュア ・430J 水 (1主主l' ・ 0 ・ a ・0 ・・・・ 0 ・ ー21

昔、 �Ａ｛ いあがり料〈 ー ザ ・ シンフォニーの 休験 一 Ｏ ｽ ｊｬｬｬ ｩｾｬｊ ・ ・・・ .. . . . . .・. . . . .... 22  

rl' J¥リl佐j↓j 耐火| 切火試験炉の設置・0 ・・. . . ..・ 0 ・0 ・・・ 0 ・・ 0 ・ ・・ ・ . •. ••• .. •• . ・ ......... ... 23 
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日本生命京都三条ビル

設計監理 日本生命不動産部

大林組

施 工 大 林 組

三条通りより温む( 南面)

撮影 s s 大 阪



三条通りは、大正末期まで京都のメイ ンストリ

ー トであり、通りには明治 ・大正の息吹きを今な

お感 じさせる洋風近代建築が点在している 。

辰野 ・片岡建築事務所の設計で、大正 3 年に竣

工した日本生命三条ビルの改築計画にあたり、

街並みづ くり の一つの核として、街角 の象徴的

なコ ーナータワーを含めて、通りに面した既存

建物の l スパ ン部分を残すこととした 。あわせ

て、貸事務所ビルとしての機能性と採算性の追

求のなかで、新旧建物デザインの調和を図りな

がら現代建築としての再生を試みた 。重厚な北

木石貼リ の保存棟と、白い磁器タイル貼り の新

築棟と の u つ なぎかの表現として、ア ルミ ニュ

ルでの奥ま った広がりを通りの坪庭 ( ポケ ッ ト

ノぞーク) としてテザインした 。天井の高い保存

様 の室内空間には 、街 を歩 〈人々にも親し まれ

る、コ ー ヒ一応や闘J!1Eを 考 えており、 三 条通リ

の来観育成 と活性 化に働 きかける こと を期待し

ている 。 !日し 、建物の保存再生がうたわれて い る

このごろですが、現実に 、その設計にたづさ わっ

て、建築テザインの価値 を問 う前に、保存棟の

l享い石壁 、そこに地されたきめ細かなデザイン

と創11工の一つ一つに 、多 くの職人の手 と仕事へ

の 心ｾｾ気 が 感 じられ 、現場 に立っ た び に、 その重

みに圧倒 される 思 いがした 。

( 三 谷幸司/ 大林組 )

:l CIl 

ト

三条通り

配置図 1 階平面図 1  :  500 撮影 島 修 一 ( 外観のディ テーノレ)

所 在 地 京 都 市 中 京 区 三 条 通 柳 馬 場 西 入 桝 屋 町75

敷 地 面 積 759 . 7m'  

建 築面 積 5日6. 0 m'  

延 床 面 積 2， 584. 8 m'  

構 造 規 模 R C 、 地 上 6 F 、 P 1

工 期 昭 和57年 11 月 ~ 昭 和58年 11 月

最 苦 手 駅 京 阪 三 条 駅

外観のディテール( 南面)

エントランスホール



泉南市立図書館・文化ホール

設 計 監 理 浪 速 設 計 事 務 所

施 工 鴻 池 組

全長

図曾館正面 文化ホ ール正面

撮影・ アリス・フ ォ 卜



21世紀の Illj ll 本の止、 1)1，111 てM ある新 大阪 11<11経常治に

扱する J止IHr] i は 、今後 の ｬ Ｆｫ ｾ ￭Ｈ｜ ｽｊ ｕＩＧＡｧ ｬＱＮＧｪＧ されてい

る大l Vil YoI方11のI也j j nJ l r] i である 。

jj l. /y.j r] i  Ji :J:;I 1  ，/: :fi i: 1 . 止び文化ホールは、r ] i の ほ ぼ '1' 火

に1立;i'l し、この地 B没を " ，心( こi:i: ;! との教ff と文化の

伐となるであろう 。

全 体 ，¥I'I llij として 、1:;1]， 1: 航 の 1m，の1 : 1:¥J j と文化ホ

ールの 11i ) j の官 IHJj とをいかにイf機 的 に f.，' i {} させ

るかということを巧! 台、し、機能のグルーピンク/ 止

びli !Jkgの lりJ (i '{r化を |元l った また、 l山] 施設の1?r. ' ，'f と

して、地設の /jIj I( !iに lムい外部令1 l ¥1 ):止び喫茶引を ，没

け、r ] i l ( のコミュニティーの坊として，ガワしている

外 li Jl. は、教Tf と文 化のゾーンの肢となる処物とい

うことを心伽けて 、外 ｴｬ ずの ｾ， Ｇｩ ι ｾ 山 町 ｊ 二 「側 、の ｊＧ ｉｾ

タイルにし、外光を H央し :1'， すノ、ーフミラーを i:J lみ

i_ 6 んだカーテンウオール等により l川学の変化をよ

リかむし ｮｾ すようにした 。

十( 1(lif ，Yl l，x としては、 1';(1 ， ｉＺ Ｚｦｩ￮ ｩｴｾ ｩ を止 と ＱＱＱＱＱ に 、 文化ホﾭ

ｬ レ ＱＧｾ ｩ を ｉｉ ｉＮｪ 1I !1]( こ門己 iFt し) . ; . きく 2 ブロ y クにより仇 1&

している 。

Ｑ Ｚ［ｉ Ｑ ， ＱＺ Ｚｦｩ ￮Ｚの特徴としては、 ＲＱ 祈 ｬ 民心主は、将米 ｉ ｉ ｾ Ｚ J， 1; 

として 利IJII できるように f，Y; ilU/(Hこ巧! & している

文化ホールは、約:1市数 512 Ii もをイlーする多 11(/' -)1トホ

ールて (i :"仇¥I' I llij については、引に、使い幼いホ

ールを心掛けて 、 ほぽ ，｜ＱＧＱ Ｑ 川 の ＱＱＱ ＺｾＨ が述せられたよ

うに 忠わi . Lる。

ｼ 人ｾ ｴｭ 色彩の ｊ ん品Ａとしては、 ￰ｾ ， 、紫を川い、作ｉｦＯ［の

大 )1 、1: 点、仙 fーについては、 1出淡で変化をつけて 、

ｻＨＧ［ｦ ー ｬ し、たツｾ ｉｬ ｈ を ｮＧ ， すよう巧 ｬ 也した

また、エントランスホールの内情 ( 一 日J)ぷ )1: ) は、

全 1Mにコンクリート小/ 11/(1・|ーげでまとめ、その 1M

ｦＡ Ｇｴは、ＧＩｾに延 ｊ ぷ ＯｍｻＭ ｴＧＡの ＳＰ Ｐ Ｏ Ｐ 以 上 に‘ ＱＱ たる約 ｊＮ ＷＰＰ

i 11にしる っている

W. U 

1 階平面図 ・配置図

Z ロビー

3111.!'リr

"  ｉ 耳ｾＮ

(  ｽｔｾ＠ ;1， r;*- ＮｾＮＺ、 ｩ｡ｩ ｩ｛ ，¥1，; 1・)

6' い、ーサル引 ＱＰ 児仇川ｉｬ ｗ ＺｲＧｾ

7  (r loj ，:  11幼児コーナ ー

自 ブ γ クモービル 12エノトラ ノスホール Ｑ Ｖ 山 ・ＯＧＭ ｾ晶

所 在 地 大 阪 府 泉 南市馬場 740 ー 1

敷地面積 8，880 . 00 m'  

建築面積 2，804 . 12m'  

延床面積 4，730 . 45m'  

構造規模 R C ( 一 部 5 ) 、 3 F  

工 期 昭 和57年 9 月~昭 和58年 12月

最 寄 駅 国鉄阪和線和泉砂川駅、南海電鉄本線樽井駅

一般開架室 ホール

4 え

n吉平面 図

17吟、j J" 231i， 卜 29i i 車十平

18ホワイエ 24拠 出 引 :J O資料l山弘司f

19吹 j )，< 25' IQ)5弔 31会 l占引

20リハ ーサル' { ( 26喫茶コ ーナ- 32悦聴党首

21hll: ド 27耽j J " 33M{  1'， 

2211;引 28M" ，ホ ー ル



酉函外観

撮影: 黒田青巌



l a v a  g p o u p 本社ビル

基 本 設 計 山 口 デ ザ イ ン 事 務 所

意匠設計監理

施 工 不 ニ 建 設

北西函外観
正面外観夜景

7 階玄関ロビー



J 8 v a  g r o u p 本社ビル

南西面外観

正面エントランス

神戸市が造成した人工品 未来都市ポートアイラ

ンド。シンボリックな建物が並ぶインターナショ

ナルスクウェア一。その中央に位置するところに

ジャヴT ファッションドミニアムカずある。ジャヴ

ァグループの基本理念である愛( ラブダイム) 、感

性( センソリアム) 、創造( プリメッジ) 3 つのコ

ンセプトを、 3 つの円形タワーの組み合わせで iA

JJL したものである 。

ＧＡｾｉｉ 線との ー欽 は低ｬｅ￭昔 Ａ ｉ で対処し、市民広場Ｆポー

トライナ一市民広場駅さらにアベニューよりの「比

えJ も巧 1¥¥l : した。市民広場mlJ 、アベニューf I I lJ に空

):JJ をとり商業スペースとして飲食ーカフェテラス

・ レストラン、物版ーブティ γ クＨ第二 ｊｾ ｪＩで椛

成している 。 又、反対 l ! j 道fWJ に は テ ニ ス コ ー ト -

rm、抗 '!i 場 ( 64f i ) を配し、航，l ; J i : 、ペイブにより

j it程11. を巧 lむしビルの圧迫感を取り| 徐いている 。 外

壁は、刑判l ' タイル打込 P . C .版、カーテンウオー

ル及笠 '[<111 回転はめ殺し連: ぞは、熱i虚断4 0 %の熱線

反射ガラス 1，I，i lmコーティングを i!E月j し、エアーコ

ンデションの幼率化と外部の: 写り込みによるミラ

ー効果をねら ったものである 。 ファサードは、セ

ンターに ｐ ｊ ｬｦｾ 民望川エレベーターを設け、米訪ＮＢー

は7 1 ' 符のロビー ・インフォメ- ; / ョンに I(I 1t 来リ

入れることができる。外観からのイメージとは jも

なるロビーはニューアールデコ係式とし 、 Y 守ン

デリア、小物は 1920年代の工芸家ルネ ・ラリ ック

の11'，，¥7，を l止川し ている。

ロビ ーのある 7 階を ' 1 ' 心に、ビルのもつ 3 つの機

能、すなわち、 l応用部ーデリパリー ・インベント

リー、 '! ' IM日11ーエキスビジョンホール、 I-.J村部ー

オフィス・ミーテイングルームへと導かれる 。13

1;析には社以前、会議: 長、 V 1  P ルームとし ての干11

宅 (201! "li ) Iム紋をとり、 3 府の機能分111 とともに、

マネージメントの ，! ，似機能をもたせている

(  111 1  1義明/ 山口デザイ ン '1'; 務所)

i な|品 } ) t /'i '(I' lil イ、 ["J )

む 品 川 々 _ ｉ ｊ 、ｻ実シャ ツ大 阪Ｉ｣似 ､ｩｾｴ｛ 正反仲附 Ｒ - 5 - - 3  

，，. "  .. タ ー 工 業 主庖 Tol 06- 353 - 7377 

サ ッ シ 郷 商 事 41J 75Fl Z49 

電 気 三 機 工 業2 2 4tJLiZ翌日 22

給 排水 衛 生第 一工業 ｅｅｇ 乍 ｬｩｾ お ｩ 叫 ＴＲＳ ト ＱＴ

空 綱 大 気 社2 5 4t f i z z la品2 3 2 1 a

塗 装 森 塗 装 庖

防 水 清 水 興 業

ボード・軽鉄 日 月 和 軽 鉄

カーテンウオール ユニチカ通商

大阪市川1>(I Jrar 2  16  21 

Td 06- 54 1  2R51 

太阪市 ｉｴｬ 刈ｬ｜ ｾＡｦｲｵｲ 1  2:1 

Td 06- 372 0251  

止阪. t i北 1>( ，比i AI品 1 6  1  

Tel 06 - 363 0551 

よ阪市Ａｦ ｗｊｾ 町 Ｒ 31  

Tel 06 203 536.1 



E  階展示室

1階平面図 ・配置図

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 港 島 中 町 6 丁 目 自 の 2

敷 地 面 積 6 ，680 . 00 m'  

建 築 面 積 2 ，507 . 0 0 m'  

延 床 面 積 15 ，364 . 00 m'  

構 造 規 模 S R C、S 、 13 F 、 P 1

工 期 昭 和57年 6 月~ 昭 和59年 2 月

最 寄 駅 ポ ー ト ラ イ ナ ー 市 民 広 場 前 駅

コミ ュニテ ィーホール

n皆平面図

1  :  900 

e  

J

 

-

一

-

コ

-

一

」
.
「

E

e

-

-

」
ー
ス

:

コ

‘

一
一

一-

-
一

一

-
一

一一+

一
一

居:;1

.  .  
荷畳尭量

トラ y クターミナル



- 写工t と概要をどしどしお送り下さい。

凡例 . a . 所在地 b  敷地面高I{ C  建築而付1 d  延床面積 e  構造規校 [  工Jljl g . 設苦手駅

1748  倉敷市立展示美術館・自 然史博物館・中央図書館

設 計 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 : 大 林 組 ・山 宝 建 設 J V

a . 倉敷市中央 2 丁目 6 - 1  

b .  14 ，819.0! )m'  

c ⑧12 ，324. 7201' ⑩ 941. 4001' ⑫1，399 .5401'  

d ⑧6，825. 8501' ⑨3，769. 0401' ⑧4，382. 9801'  

e . ⑧RC， 3F， 81， P2 ⑮RC， 3F， 81， Pl ⑫RC， 4F， 81 

[  . 昭和57年 10月~昭和58年 8 月

g . 国鉄倉敷駅

1751 宝 塚 市 立 病 院

設 計 宝 塚 市 立 病 院 建 設 室 、 昭 和 設 計

施 工 . 奥 村 組

a  玄坂市小 ｩｾＴ 丁目 ＲＸＷ

b  32.614.09111'  

C .  6，985.38111'  

d .  19，636 .72m'  

e .  S  R  C 、 8 F 、 P 2  

[  . 昭和57年 7 月~昭和59年 1 JJ 

g  阪急、主塚線玄塚駅

1754 パ レ 北 加 賀 屋

設 計 大 林 組

施 工 : 大 林 組

｡ Ｎ 大阪市 ＨＺＱ ，之江区北 ｊ ｊｉｉ ｚｾｨｬＲ 丁目 Ｓ Ｍ Ｔ ， ＳＵ

b .  1，993 .1901 

c .  498. 39m'  

d  _  4 .279. 69111'  

e .  S  R  C 、10 F 、 P 1  

[  . 昭和57年 2 J I - 昭和58年 3 月

ｧ Ｎ 大阪市地下鉄 ｊｉｾ ツ市町線北 ｽｊｉｉｚｾ 尿駅

14  也築と社会 198岬 4 JI 号

1749 北 六 甲 カ ン ト リ ー 倶楽 部

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 . 笠 谷 工 務 庖

a . 事11戸rli 北区大沢町上大沢1982

b.  32，619.0001'  

C .  2，241. 3001'  

d .  3，161 .90111'  

e .  R  C  (一昨日 S ) 、 2  F  

[  . 昭和58年 3 F 1 - 昭和58年 6 月

g . 同鉄福知l 山総三悶駅

1752 シ ン フ ォ ニー一 松三 館

設 計 . 佐 野 利 文 設 計 事 務 所

施 工 : 竹 中 工 務 庖

a  愛知県収川 rii 牛久保! J j ] ( 辿 5 丁日 14ー l

b .  1，816.80111'  

C .  959. 97m'  

d .  1，489. 9001 

e  _  S 、 R C 、 2 F  

[  昭和58年 1 月~昭和58年 9 月

ｧ Ｎ 医 Ｑ ｪＺｊ＼飯ｉｬｬｾ午久保釈

1755 鴨 川 保 養所 「黒潮荘」

設 計 梓 設 計

施 工 ー 竹 中 工 務 底

a .  千葉 ｾｬｲｾｉｉｾＨｾ 川 ｲｬ￮ｮ 佑ＧｪＭ［件｝八ｼ湖沼下 ＲＵＶＵ

b _  9 .424 .2601 

C  _  1. 714.42111 

d  _  3. 762. 48m 

e .  R  C 、 3 F  

[ .  II?HII57
i
F 10J J -II i'l .f1l 58年 10J I

1750 川 西 市 斎場

設 計 : 大 林 組

施 工 : 大 林 組

園出E 亙函r. i I l 副 ':1 温E

a . 川両市御谷! 悦尾山布li 木谷 10ー l

b  _  44. 155.  62m'  

c  932 .9301'  

d .  1，061 .2401'  

e .  R C 、 2 F  

[  . 昭和57年 5 月- 58年 5[ ]

g. 阪急、宝塚線川西能勢口駅

1753 蒲 生 第 2 施 設 併 存 分 譲住 宅

設 計: 大阪市住宅供給公社、 AAA総合設計

施 工 . 真 柄 建 設

a . 大阪市城東区中央 1 丁 1-125

b .  1. 449.34 01'  

C  970. 08111'  

d .  5，986. 0101・

e .  S  R  C  (一部 R C ) 、 13F

[ .  11tH日57年 i 月~昭和59年 i 月

g . 京l坂野江駅

』・ー四・・圃・副・
J ーーーーーー圃E ・置E

1756 ス タ ミ ナ 食 品 本 社 ・ 工 場

5宣 言十. 昭和設計

施 工 戸 田 建 設

a .  jJy-:;'; ｲｬ￮ｬｬＮＨＩｬｩｩｊｾ＠ 1  r  11 22ー l

b .  3.849. 4301 

C .  2，164. 72m 

d .  4，583. 4401 

e .  S 、 3 F  

[  1I!11'1I 58年 1 )] -1I (Hl 158年 9 J1

g . 阪神' 1
1 ｲｲｾｉ ｾｉｻ＠



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

3 階建木造住宅簡易構造設計基準の解説( その 2 )  

第 5 矯造耐力上主要な柱

1  性の位I径は、すぎ又はこれと問等以上のが「力

を有するものとしなければならない。

2  校の張り/ l 日方向及びけた行方向の小径は、 1

階にあっては、 13. 5cm以上、 211背又は 3 附にあっ

ては、 12cm以上としなければならない 。

3  -1'1は次のイからハに掲げるところにより配世

をしなければならない 。

イ. 耐力 l立線の交点には必ず設位すること 。

ロ Ｎ 耐力ｾｾ線の陥 ｩ 隔が、 Ｓ［ＶＴＰ mmの場合にあっ

ては、柱- 1 ' 11互 の 間 隔 が 2，730mm以下となるように

耐力竪級交点上の位の中間に往を設出すること 。

ハ ロに規定する純は、名1I皆l イ11; 1日Ir についての

み省時することができる 。

4  .  ｾ ｉｊｬ 村 ［はｩｉＱ￭し柱としなければならない 。 ただし

Ｑ 階から ＳＱ 滑に達する ｾｉｊｬ 柱で次のイからハまでの

すべてに迎合するものについては、この限りでな

v、。

イ l 階から 2 階までは通し柱とし、当該通し

名 称

柱附l隔 一 般 地 多' 守地 はり間隔

(mm)  (cm)  (cm)  (mm)  

1，820 

12 X  12  15 X  18  

又は末日 13.5 又は末口 21

小屋ばり 2，730 

12 X  15 16. 5X 21  3 ，640 

又は末日 16.5 又は末ロ 24 以下

3，640 

12 X 21  

21  X 2 7  

又1;1:末口 21

1，820 12 X  12  12 X  12  

へ

小屋げた 2，730 12 X  15  12 X  18 

3，640 1 2 X  18  12X22. 5 

3  床ばり及び床げたの断面寸法は下表に拘げる

数値以上としなければならない。

イ. 柱の位訟が上下| 階で一致している場合

相:/l iJII協
一 般 地

はり間隔

名手ｦｊｾ 1
I皆 多 勺

. .t也

(mm)  (cm)  (mm)  

1，820 12 X  12  

床 ば 1) 3、2 2，730 12X  18  

以下

を受けるものをいう。( 張り筒l方向、けた行方向

による区分ではない。)

2  小 ばりははりとして扱うものとする。

第 8 もや及びむな木

1  . も や及びむな木の樹種は、す ぎ又はこれと同

等以上の耐力を有するものとしなければならない。

2  断面寸法は下表に掲げる数値以上としなけれ

ばならない。

名 称

一般地 多雪地 も や 間 隔

(cm)  (cm)  (mm)  

一般地 1，820 以 下

も や 12 X  15  18 X  18  

多苛I也 1，350 以下

む な * 12X  15 18 X  18  

---------| 咽 もや、むな木、たる木等について|

1  .  'Iil ' の出は 900mm未満( 多雪地においては 600mm

未満) 設計した場合においても、もや、むな木、

たる木の断面寸法を減診させることはできない 。

第 9 たる木

l  たる木の樹級は、すぎ又はこれと同等以上の

耐力を宥するものとしなければならない 。

2  断而寸法は下表に掲げる数値以上としなけれ

ばならない 。

第 10 屋根

1  .  } ; i l 恨形状は切妻としなければならない。

q 氏 A( ¥ 1 つ、〆ワ1

伐と 31貯の包: 柱とは金物等により緊結すること 。 I I---l  町 一v I  Ｂｾ ハ 山 L  ---j 2  昼恨の勾配は、おおむね 4 寸勾配としなけれ

ロ 料開から娠り聞方向又はけた行方向に引o I  I  I 1  ，820 I  12  X  21  ヘ|  ばならない ー

mm離 れ た 聞 に 、 2 附 も 31ll' i までを通し悦とし、 j 未げた 1

3 、

2 I 2 ，730 I  12 X 2 2 . 5 1  ｾｉ＠ Ix  -dつ い て |

1  1何? 牲と金物等で緊結したれを設けること 。 I I  I  3， 640 I  12  X  27 I  "寸 1  切妻以外の屋線形状は認めていなし、。

ハ ， イの住及びロのねの外肢に IJ f. JI I部を設けな ロ 柱の位世がヒ下ｼ暗でｾｾなる場合又は下附に 2  昼般勾自己の「おおむね 4 ，).J とは、 3 ，)一- 5

いこと 。 柱を設けない場令 十位j支の範囲とする 。

| V  柱 に つ い て |

1.  -l'iI lに 2 又は 1 階建部分を布する場合、 2 又

は 11滑住者11分の H 停の構造耐力上主要な柱の小径

は 13. 5cm以司七としなければならない。

2  位向 k の緊結は、たんざく金物ボルト締め等

とする 。

第 6 耐力壁等

1  Ｎ耐力 ｩ 授は、令百 ｾＴＶ 条の規定にＩ，ｾづき、つりあ

いよく円己泣しなければならない 。

2. 火打土台及び火打ばりは、原J ! ! J として全ての

附角百11に設けなければならない。

l w  耐プ) r . ; モ等について 行時 |

第 7 はり及びけた

1  . はり及びけたの間的は、あかまっ又はこれと

|古l等以上の耐7J を有するものとしなければならな

名私、 1I皆

HI 日l隔 一 般 I也

(mm)  (cm)  

1，820 12X  21 

3  12 .730 12X24 

3 ，640 12X28. 5 

J"fミ1;1:'り

1，820 12X  25 .5  

2  12 .730 12 X 3 1 .5  

3 ，640 13 .5  X  33 

1，820 12 X 21 

3 1 2 ，730 12  X  25.  5  

3 ，640 12X30 

J; j ミげた

1. 820 12 X  28 .  5  

2 1 2 ，730 13. 5X33 

3. 640 

| 刊 はり及びけたについて|

多 勺 J也 はり間隔

(cm)  (mm)  

12X27 

12X33 

13 .5 X 3 6  1，820 

12 X 31. 5  以下

13 .5 X 3 6  

12 X 2 5 .5  

12X28 .5  

13 .5 X 3 3  

12X31. 5 

13. 5X36 

2 . 小 l五ば 1) 及び小屋げたの断l師寸法は下ょに悩 l  はりは、その咋" : ¥J によ長 l川 I丞を受けない償却J

げる数値以ょとしなければならない。 村をいい、けたはその '1' 問にはりによる集中荷主

氾 3 階建木造住毛簡易構造設計基準チェ y ク

リスト 省略

( おわり )

Ｈ ，，＼Ｑ 判Ａ，ｾＭｩｬｬ築ｼ会法品 ｌｾｊｉ L{  西山 箆 )

お知らせ

木ii!i ，建築上資絡の自i J 設 lこi下い、大阪府では

その tt f'f. 取得試験が下記のとおり行われま

す。 詳細は、大阪府建築許11建築仮興課 (06

- 9 41- 0351 ) へお問い合わせ下さい。

*  

試 験 日 学4ト7 月22 日(11)

製図 9 月16 日(11)

受 付 5  rJ I4 日( J ! ) - 18 日倒

( J刊紙同日布 5  )J 4 日から )

住 裂と ｉｴ ｾｾ 198. 1' 1' 4 JJ り 15 



昭 和58年度・第 5 回 若 い 会 員 の 集 い

ホ家具を斬る。

ー デザイナー・垂見健三に聞く ー

レ ポ ー ト

自分自身の

構文法

垂 見 健 三

技術や材料はとどまることなく進歩発達してゆ

く。基本的な技術も多角的に影響を受け、変わる

部分と変わらない部分とがでてくる。この辺の見

極めが大変むつかしい問題である。新しい技術や

材料のもつ力は、切る、削る、接合する、桜5告す

るなど必要最低限の目的は硲笑に実現してくれる

ようになり、その結来は合理性、経済性のみが先

行して、デザイナーが、自IJ らなければならないも

のの本質を誤ることすら起こるのである。

新しい技術や材料が可能にしてくれるデザイナ

ーにとっての造形言語は、同じ機能のものにいま

までとは異なる形態を可能にする 。 しかし言語の

みが先行し本質を誤った表現になっている場合が

多いことも否定できない耳1笑である 。

分型l の呉なる技術や材料の接触 ・交流によって、

また新しい 1日IJ 而が展開される。木村を基本とする

技術 ・材料の領域をこえたところで新しい動きが

起こり、一元的から多元的になり、デザイナーも

幅広い対応が要求される。

同じ形態であっても従来の椛成法とは全く呉な

る方法で形づくることも可能になり、 j杉として表

現する最終的な文章は同じではあるが椛文( 椛成)

法が多様化する 。 これまでの本質すら育定される

ことにもつながるかも知れないので" ある。

ものがもつべき本質のとらえかたもいろいろな

要素の変化の中てゆ変わることもあり、変わらない

こともあるであろうが、変化する 1J に流されるこ

となく冷般に見極めることが重要となる 。

デザイナーにとって、抜術や材料を完全にコン

トロールして、使うことの可能な造形言語をしっ

かり把握し、自分自身の桃文法でものに形を与え

ること 、これはきわめてむづかしいことでは

あるが努力はつづけてゆかねばならない。

(iffi 比 健三 デ ザ イ ン ' 1' ; 務所)

16 挫築と社会/ 1984年 4 月号

技のコントローノレと適素 材 へ 仕口の表現 の 再 認識

の切り替え

I 大阪でこの冬初めての銀世界到来の 1 月19 日、 日頃、われわれは何気なくイスに坐 ったり、テ

* 家具を斬ふ' ーデザイナー ・霊見健三に Il fJ <一 一ブ' ルて刷会物を説んだりi ! ぃ、たりしているが、ふ

の講演会が家具メーカーの設計、建築意匠設計の と「いいイスだな J とか、「デザインがいいな j と

方を集め、1 ft されました。 気づくときがある。しかし、デザインのみや機能

昔は木取りからのすべての工総を同じ場所で手 性のみの単一性では家具は構成されず、それは、

順を追いながら造っていましたので、接合部はほ 総合的な技術、デザインや社会的要求などにより

とんど図定され、材はすべて木製で組み立てるも 製作されている。そして、家具製作の椴底には木

の、と決まっていました。今は木工機械の普及で 工技術の変選、進歩が ｾｻＮｩｾＧ にデザインに拶響を及ぼ

正確な按令而の}J f I 工が可能になり、音11材化された

各組の大i誌のノ マーツを Nl i単に納l工て" きるため、以

前のように人と人が鉢合う、物と物がクロスする

こともなく、出来上がったパーツ nl を見ながら適

切な紫材に再現することも可能になりました 。ま

た ｾｾｵ Ｎ￭ｴの ｗｩ 力 Ｑ Ｑ と品質の安定のためとして般活材、

釘、ボルト、緊結金具等も用意されており、木製

lf;: であ っても活脱自 由な家具、明解な ノ y クダウ

ン( 分解) 家具も多〈巡られて います。 ですから

ライン上の良さは、材料、パーツ驚iの管理等すべ

てを含めて経済的て世効率よく H1米ることにあり、

垂見氏 l立、良いと思われるライン上の家具は無理

のない取り扱いのたやすい ｉｦｾ て官 ＱＱ 品化されたもの

である" と説明されました 。

またライン上の効率がよくなった理由の一つに、

ホゾ

長品接合の機械が西独から導入され、今まで納と

柄芙で官 ｩ めていた ｮｾ 按令書 ＱＱＱ こ、一番 ＱＱＱ ¥. 、と言わ

れる柄按令を、この機械が代用しているの‘ にあり

ます。 しかし‘ 長品には因果関係がないため、般

若貴IJ に似ることになる" とは愉快ですJ お友達に

なってしまいそうな言葉仰の衷に按泊責IJ の再巧ーを

ア ダ

桁摘されました。、、打ちやすいがゆえにりしになっ

ているタ ッカーどめH も同機、作の本質繊維やウ

エービングテープがギザギザに切られるまでホ丈

夫だろうかと必袈以上に打つてはだめですよと注

立されています。

それはさておき、政i. 6 : の家具に求められる悩iM:

観はファ ッション 性に 'li_ ; S み多目的で、木工校術の

知識は* ゆるしげのですが、適切な泉州への柔軟

な切り林え対応がなされていて、索1 I 1' i - らしい純々

の家具を生んでいます。 ですから今後の新しい技

法として、今ある技術 ｩ のコントロールと、通話ミ ＱＧｾ

への- Cl J り杯えをどうまとめてゆくかが重要なポイ

ントになろうと H百示されました。

またスライド ｾｊｾＧ ｦ，況で・はジオ ・ ［ｴＺンティの ｓｵｰ･ｲ

Leggera Chai l をはじめ、ヴィコ ・7 ジストレ ン

チのイス、ジョージ ・ナカシ? のイスと材i物、ア

アルトのスタ ンキングスツール、ノ、ンス ウェグ

ナ ー の イ ス etc "一 、i ! t 界中のスーパースタ

ーが並びました。なかでもジオ ポンティのイス

の実物材、 一辺が15司令の三角形の脚部f:l : 口、 i 'fも

たれl ' t 6  ｾ品 ｬ 平を前にし、解説 ＱＱ 年にＺＡｉｔ ｊ ，ｉＮ氏がつけ ｽｊｉｉ

えられた - tnj を思い山しました 。情 西 洋 人 は ポ ジ

ティプな巧ーえ万をしている 。必要な長さに対し必

要な納穴を i取るというキ ッチリとした仕事をやり

I Ul す' と・ ー。明 日本人のあいまいな仕目J'; とは j♀

っ て・ Ｐ は、ｽｾｽぃ、Ｚｊｾしたくなか っ たカ ιＧＢ

レポータ ・樽本美鈴/ K ・K モー リショ ップ

している。

講 i鼠会においては、この木工技術にスポットを

当てながら、* 近の家具製作は笑は木工技術以外

の製作技術によって多様に製作されていると示唆

されている 。霊見健三氏は、木工技術により製作

された家具と泣的に充足された機械生産による家

具は必然的にデザイン的に呉なり、機械生産にお

いては索材の微妙な性質の相迭には対応できない。

しかも、最近の家具は合板の多使用により家具生

産されるが、真に合板でよいのかソ 1I " ドでよい

のかの適性な判断に疑問があると指摘されている 。

また、木工技術により生産される家具は量的には

主流であるが、他の技術、たとえばプラスチ y ク、

金属等の素材を使用した場合でも満足され、木工

技術により製作される家具は競合性においては徐

々に羽くなっており、最近の傾向は木製品でなけ

ればならない範聞の製品が認識され始めていると

述べられた 。

講演ののち、スライドが上映された。スライド

の中では、氏は、ほとんどの家具のジョイント音I1

は切断する以前に予想されるが、イタリアのジオ

・ポンティをはじめ、ジョージ ・ナカシ? のイス

、アルヴ7 ・アアルトのスツールなど、多種の

有名なデザイナーのデザインした家具を似介され

ていたが、この家具fの全体のデザインもさること

ながら、イ上口の表現はデザイナーの重要な表現ポ

イントとなると再雌認させられる 。そして、デザ

イナーにとっては技術の伝頼度、 J安定i材の信頼j交

が多燥なデザインを 可能にし ている。

スライドでは放 i. 6: の桜令官11で使用される金具、

また機械技術が可能にした V カット工法による接

合の制介と、家共の新しい ifit れとして、木工技術

とは無紋のカバーリング家具について紹介があっ

た。 カノ〈ーリングとはノマイフ・フ レームとク ッショ

ン村て十jYi 成され、従来の家具とは娯 'l'1の1M飾的要

議が11mわ ったもので、素材も l隔広〈使用でき、ハ

イブリ ッ ドになっている 。氏はデザイナーの立場

として伝統的な木工校術も大切にしなければなら

ないが、新しい素材 ・技術でも って意欲的に製作

していきたいと述べ、車内力的な議 ｩｾ￭ を結ばれた 。

レポ - 7 ・山野達夫/ 渓沼紐

日 時 昭和59年 1 月19臥 材 開 会 18 :30ー 閉 会 21: 10

会 場 大阪府立文化情報セ ンター・ セミナー室

t書 師 重 見 健 三 氏 ( デザイナー・ 垂見健三デザイン事務所 々長)

参 加 者 日 名

スケ ジュ ール

18 :30 開 会 あい さつ

18:40→ 19 刊 儲演

19 :50- 21 日0 スライド上 映

21 : 0ト .21 : 10 質疑応答、閉会

梅本主査

重見t尊師



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新，建材紹介 J，G. I09)

関西ペイント株式会社

貼紙防止用塗料「ザクロン」
本社事務所/ 大阪市東区伏見町 5 丁目 27帯地 T E L 0 6ー203- 5531

. はじめに

街に氾 ｩｾｩ する 不 法ビラを防＼ Ｍ 決め手、 「 ザクロン」

が登場したのは昭和50年 1 月だ った。者I1市美を守

る画期的な主主料として 7 スコミに報道され 、社会

的反響を u手んだ。その後、全国各地で積み重ねた

笑紛が高い評価を得、最近では梅田地下街の柱新

聞の一掃に一役員 って話題にな った。ザクロンは

凹凸面をも った塗装仕上げで、耐久力の優れたポ

リウレタン間Jj 旨を悲斉Ijに、ガラスビーズ ( it

い衝懲では球状のまま脱落して通行人の安

東京事務所/ 来京都品川区東大井 5 丁目 24番15号 T E L  03- 472- 3111 

できない案内板 - 広告板などへの侵略である 。こ

れらの用途に適するようにクリヤー仕上げにした

のが透明ザクロンである 。

(2) 光反射型ザクロン

従来から、電柱を自動車接触事故から防設するた

めに、保安用反射 y ートおよびテープが使われて

いる 。 しかし、その面に貼紙をされると光を反射

しなくな って危険であるばかりか、シ ー トもテー

表 ザ ク ロ ン の 種 類 と 用 途

仕上 色 樹肪名

われ出した 。そこでは、塗装H寺に、よ り低臭気で

ヲ|火性のないタイプが要望され、ザクロン W (水

溶性エポキシ樹脂系) を開発した。このタイプは

塗装中の通行人によるタバコ火災防止の点から 、

人通りの多い駅周辺によく採用される 。

(4)磁器タイル用ザクロン

以上(l X2)( 3) の商品て、対応しきれない地上と 地下 を

結ぶ出入 口の磁総タイル面に貼紙が増加した 。 そ

こでタイルに直接塗装して付着がよく 、耐

アルカリ性 ・耐水性に優れたザク ロンE ( エ

全性が考慮、されている ) と貼紙防止斉Ij を混

入したもので、スリ ック性 ( なめらかさ )

日乎枯:

用 通 お よ び 仕 上 げ

( 主な植撞物) (希釈剤)

ポキシ樹脂系) が商品化された 。

を有する 。通常入手できる 「のり j 、「粘着テ

ープ」、「ホ ッチギス」では貼紙ができず、

「のり 」が乾くと自然にはがれたり、簡単に

取り除くことができる 。

・特長

. P . 占紙に対する心理的 jip性効果が優れてい

る。

- スリ y ク性があり、 H占紙されても簡単に

除去できる 。

・種々様々な形状 ・素材に施行できる 。

・部分的な施工が可能で、補修も経済的に

できる 。

・付属品にも、同時に施工でき、 塗装不要

個所は塗 1) 残すこともできる 。

・繁材の小さな凹凸は目立ちにくくなる 。

・各色仕上げができ、美粧保設効果があ

る。

- 乾燥が早< (水溶性は 5J Ij ) 、現地施工が答

易である 。

・素材への付活性が優れている 。

・耐アルカリ性、 ili 1"7) ( ' 性が良k子て・ある 。

・ 排気がスなどによる空気汚染め ｻｪｦ ｾ 響も受

けにくく、水洗も可能でおある 。

. ザクロンの種類と用途

開発後も種々線々な用途に展開を進め、現

在、表のような品種をそろえている 。以下

に用途に対応したザクロ ンの製品を紹介す

る。

(1) 透明ザクロン( クリヤー)

初期のザクロンは主 として貼紙の心理的j ! J I

部色 |透明

L M I  0  I  0  壬ルタル、コン 1 '1ートなど組面の大技干仕上げ ウレ 7 ン系

(高架側、電柱、塀など ) I  (帥 11)

M I  0  1 0 1鉄、スレートプラスチ ，1など平滑面的中粒子仕上げ |ウレタン11<

( 事道備、街灯、田明柱、信号機など ) 1  (指剣)

5，55 I  0  I 口 |木、 7 ルしステンレスなど聾恥ト極小枝子仕上げ |ウレタン系

(広告板、ゴミ箱、ポールなど) 1  (溶剤)

55R I  0  I  0  I部郡き退治車問、極小也子仕上げ

( 公按トイレ 、地下道、援など)

同 イト I I  0  I夜間反射型車用 中~小粒子仕上げ

(電柱、保昌板など)

E  I  I  0  I タイル、レン f 、御影石の中~小粒子仕上げ

(建築外装、地下街出入口など)

¥v I  0  I 木市性、大- - 1- 1.立千仕上げ

(屋内壁、駅過路、 地下遣など)

A  5  I  0  I  I亜鉛メ y 柵 水 性 ト 崎 子 仕 上 げ

(信号柱、ポ ，1 A ，照明性など)

防蛇用I 0  I  I防川 用 小 ~極，地子仕上げ

(電柱、鉄箔など)

ウレタン11<

(i &剤)

ウレ 7 ン系

(i&即Ij)

エポキン11<

(i &高11)

エポキシ系

(木)

7 1

'

1ルi(，

(本)

7 1 リル*、

(ホ)

ザクロンのおかげで柱新聞が消え 、スッキリ と生まれ変わ った大阪の梅田地下街

(5)落書き退治用ザクロン

ザクロ ンにより貼紙ができなくなると、今

度はエアゾールラ ッカーによる落語トきが氾

濫し出した 。 これまでのザクロン各種は 、

いずれも通常の塗朕よりもはるかに議主j- き

しにくいが、一層落書きしにくく、清掃し

やすいタイ プ として、ザクロン S S R を市

場に出している 。

S  S  Rは務i ! J : き退治機能とともに車の排気

tJ ス ・煤煙なども付着しにくく、付着しで

も除去が容易なことから高架の花壇用レン

カ‘ 商に 塗装されたケースもある 。

(6)防蛇用ザクロン

日占紙防止の需要とは別に、 山間音11で送電鉄

塔に蛇がよじ登 ってシ ョートし、大停電す

るのを 塗料で防止したいとのニー ズがあ っ

た。これに対しては使用するガラスビーズ

の粒径の選定と上塗塗料のスリ y ク性との

兼ね合いでその効果があることを度重なる

実験でっかみ、防蛇ザクロンを完成した 。

又、これを機に鉄Z蓄の亜鉛メ ンキ而への塗

装を 2 団主主り ( これまでの方法では 3 - 4

回塗 り) に短縮可能なザクロン A S を追加

した。

- まとめ

以上のようにコ ンクリート、モルタル、鉄

以外に本来塗装を必要としなか った F R P

板、アクリル板、r ，射器タイル、レンガ、な

どにまでザクロンが塗られ、他の目占紙防止

材 (塩ビシート、網など ) などもザクロン

に塗 り替えられるだけでなく、反射シート

制効果を狙ったタイ プで、凸昔日が1.  5mm - 2  .  0  mmで プも高仙l である 。 そこで透明ザクロンに高屈折率 や反射テープの分野 lこまでザクロンが広が ってい

あったの を美粧効巣を加 l床し、凸苦11を1 .5mm- 0 .5 のカラスビーズを組み合わせることで、光反射型 る。

mmにした L M、M、 S 、S S の 4 タイ プを 用意し ザクロ ンや レ フ ラ イ ド を 開 発 し た 。現在では' 屯 ザクロンの塗装笑紡は圏内で約20万 I川こ達し、国

ている 。屯柱、総脚、! 照明ポール、壁 信号柱等 柱に巻きつける欽 ・アルミ ・プラスチ y ク性の|坊 外でも成約が見込まれている 。効果の持続性もあ

貼紙の 多い場所にザクロンが係用された ので 無 護板にはこの光反射型ザクロ ンが工場塗装されて り、初期のものが10年目を迎える現在でも貼紙| 坊

防備な場所に対して貼紙の侵略がはじま った。 いる 。 止効果は減少せず、 主主装剤も含む貼紙|坊止材の 中

例えば透明性を必要とする F R P板やアクリル板 (3)水性ザクロン で、効果の持続性は群を抜いている 。

の目かくし板、生地 を生かしたいアル ミやステン レ 路上の施設にザクロンが塗装された箇所では、そ

スの照明ポール、御ｻ ［ ｾ石の構築物、 塗 りつぶしの れまで貼紙が割合少なか った地下道、高架下が狙 建材委員/ 松 本 英 良 川竹 '1' 工務的 設計部)

挫 築 と付 金/ 1984判 JJ 甘 17 



読者の頁

| イギリスでの生活点描 1 I  

テレビー モーニ ング・ショ ー を見 て

西村一朗

私がお ｉｾ 英中、テレビで二つの新しいことが起こり

ました。一つは、今まで 3 チャンネル (B B C- 1，

BBC- 2，I TV) しかなか ったの に、一つ I甘え問つ

したネクタイ姿がよけいキ十そうに感じたのかもし

れません。 rBreakf ast T i meJ に登場する人物は，

それぞれスポーツ ・シャツやセーターなど思い思

いのスタイルで、リラックスして自由にしゃべっ

ているようでした。特に 8 時半すぎに登場する芸

能レポーターは、太 っちょの三枚目て匂日 「あっ」

と筒〈若干1 J _ ( な服装であらわれ (WIJ えは EI ノド j孔ハ

チマキにカミシモといった不思議な姿もありまし

た) 、早口でまくしたてるので内容はもう一つよ

く分かりませんでしたが、災とー紡に笑いながら

見ていました 。又、いろいろ登場するキャラクタ

ーの組み合わせも而仁川、 1，t 日同じようなことを

言っているのに 、「今 日は，どんな絡好でl l J てく

るかな J f どういうジョークのやりと りをするか

な」というのが楽しみでした 。 リラ ンクスしてい

るというと、ソファの織のサイドテーブルにはか

ぐわしい湯気の立っているコーヒー ポットが世

いてあり、テレビカメラが移動している /HJ にそれ

を飲みながらの政送のようでした 。

有名人に 1，t 日「新/lf l J の

短評をやらせるコーナー

があるのですが、保守系

rThe T i mesJ から 共産

党 の f Morni ng Sl ar J 紙

まで批評対象として受場

しています。 それも批評

者とキャラクターがそれ

らをソファの上に広げ、

リビング ・ルームで諮り

「ブレツタファ スト ・タイムJ のメイン ・キャラクタ ー (真ん中がセリナ ・スコ ット) 合っているような絡好で

す。天気予報をれ l 当して

符者( 別会社が IT V のチ ャンネルを 1廿りて政送 いる「お見ちゃん J f おY，/i ちゃん j も腕組みをして

している) が史迭される位でした 。右、j主も B B C- l 解説です。 日本で、もじこんなことをすると、仁l

になったことです。

それは ，Channel - 4 と言 って I TV (lndependenl  

Tel evi si on) 系列の民政で、 B B C- 2と良< fJAており

教育的硬派の番組を} j J { _ 送するものです。

もう一つの新しいことは、 BBC- 1 とJT V で早朝番

組が始ま ったことです。JT V は 6 時から 911寺半、

BBC- 1は 6 時半から 9 時ごろまで放送します。 こ

のfi ¥1は、それまで政送がなかったのです。 さて、

イギリス人は伝統的に BBC を愛好しているよう

で、 6 1時主|主から 9 11寺までは、圧倒的にその

rBreakf asl  Ti meJ の視聴率が良いと発表され，

IT V の同様の r Good Morni ng Bri tai nJ の強当経

守ムのらくがきか募集

0 7イトルを適当におつけ〈ださい. ま たスケ y チ2品目貯などを合的

て200'H¥¥皮肉コノントをつけて下さい

。 サイ ｘ は ＱＵＰｘＲＰＰ ミリ ｭ 止の ＱＧ Ｑ 紙に、できるだけ， Ｇｈ インキで ｉｉｾ ｉ，Ｎ、

たむのとします. (ハ ガキ止でむ差しっかえありませんJ

oJU松分には脱定的縞料をさしあげます 原 1111としてスケ y チの肱

縞のi旦却はいたしませんが、 i弘却希望的場合はその旨特記下さい.

口氏名、住所、戦盤、年齢を明記して昨日日本主n築協会制拠部両i お埠

リ下さい
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6. 30 3 m 

Breakf ast  Ti me 

‘ I  ｾ＠ Nl ck Ros s  and 

、主語，. sel l na Scot t  ar e  t he  

圃ヨ_ Br eakf ast  T i me  hosts to 

，，ｾ、 ｰ･ｯｰｬ･ and personal i t i es  

-・.. maki ng t oday' s headl i nes .  

Ti met abl e:  

Ne ws  wi t h Debbl e Rl x  at  6.30， 7. 0， 

7.30， 8.0， 8.30 wi t h headl i nes on 

ever y quar t er  hour .  

We a t her  wi t h Fr ancl s W lI s on at  

6.31，6. 57，7. 27，7. 57，8.27 

Spor t  wl t h Davl d I cke at  6.42， 7.18， 

8. 18 

R egi onal  N ews， weat her  and traffi c 

at 6.45. 7. 15.  7.45. 8.15 

R evie w of  t he  Papeγ s  and a  l ook 

ahead to t he  day at  7. 32 and 8. 32 

Gett i ng Bri t ai n Fi t  wi t h Dl ana 

l¥l or anbet ween  6.45 and 7. 0 

T Oll i ght' s  T V  bet weer:t 7. 15 and 7: 30 

Consu mer  Holi d日百 F eat ur e be-

t ween  7.30 and 7.45  

Y ouγ St ars  wi t h _Russel l  Gr ant  

bet ween 8. 30 and 8.45 

F ood aγ td Cooki ng with  Gl yn n  

Chr l st l an bet ween  8.45 and 9. 0 

F 肝 speclal offers  see pα ge  80  

「レディオ ・タイムズJ の「ブレックフ ァスト・ タイム」

番組内容例 (1983. 3. 14)  

ャ一女史とは 、技念ながら紅茶を ー絡に 飲みたい

とは一度も忠、いませんでしたが、 BBC- l のrBreak-

の rBreakf ast Ti meJ を見ていました 。日本に州 うるさいオパちゃん速や「政府筋」から圧力がか fast Ti meJ の彼氏ー(Sel i na Scotl ) とは、一度で

ってから NH Kで拶I 7  Ih¥' から 811寺40分までの棒組 かることでしょう 。 いいから一緒に「飲んでみたーい J と切に思う位

( ニュース ・ワイド) を凡てみて、これと似てい メイン ・キャラクターの一人は、チャーミングな でした。BBC- 1 の 税 聴 率 が 良 か ったのは、実は

るな、と思いましたが、 どこか巡っているのです。 政の良さそうな女性で、 NC9の宮崎さんはど硬く 彼女のせいた' ったかもしれません。

それは何 か一一すぐに分かりました 。 内符はさで はなく( 彼久も魅力的ですが) 、柔らかくスラッと rBreakf ast  T i meJ を楽しみながら凡ていて、左

おき、政送している人が、日本の助手半、男性はス した i止を組んでブロンズの援をさリ欠なくなで、 大/ ; ! i / イギリスもなかなか折々しいところもあるな、

ーツとネクタイ、女性はスーツ l; J f j なのですが、 -1' 111三の話に膝に JJ.t をついてフムフムとあいづちを イギリス iJIt 民主主義の厚みとはこんなことかもし

rBreakf ast  T i meJ では一度もそういう陪汗しい 打ち、 H寺々「チクリ J とや って「オヤ ンj と思わ れないな、と思いました。 ( 絞 < )  

スタイルに UJ 会わなか ったのです。 日本に似 った せ、人を引きつけ、ついにアメリカの放送部門の 今月からしばらく、毎号- t / ，j ，1査の子定です ー

のが 8 ) J の村い成りだったので NH K のきちっと オスカーか 何 かを，ｾＱＧ｜Ｇしてしまいました 。 サ ｹ チ ( にしむらいちろう 来良女( - ) ぐ下助教1::: .  f1I ，'; "'{:) 

機 的 新( 日本 )

18  処 築 と 社 会/ 1984年 4JJ り

ふれあいの椅子展( 近畿建築士会協議会出催) より

!I<Jj:I-i i 二氏の

世界の尚子コレクション

「ふれあいの的 F展J が

よる 3 )120日ー26日大阪

の大) Lミ ュージアムでI)fJ

Hi i さi L ました 。

氏 ｬ 立、「往ｾ自ｻＮｪ，Ｚのて ｾｉ ｈｬが、

そこに泣かれている尚子

や家具に逆に支配されて

いる」とい った光景をし

( ; f し! ; f 経験さ 1しました 。

みなさんはどうですか。

Warren Pl atner (U. S A.) 
永 ｪ ｬ Ｚ ， ｪｾ 二 氏のプロ Ｗ ィーノレ

1948年 2J J

Ｑ 左 ｴ￭ り ｉｾ l/f i  l!"riT Iこ' 1: : まれる 。

• 1日j 校卒業後、主主只などの

デザインをJ虫学で学 "'); 0

JJ l . . ( t : インテリアデザイナ

ーとして活躍中。

- 尚子の収集を始めて 17年。

JJl.イ1: コレクシ ョン は 400

点近くに のぼる

今"-'1はそのうちから 160

山が民不された。

Charl es Renme Macki ntosh 

(Greal  

Britain) 



建 築 と 社 会

二L

ニュース即; 仙を釘送りください。

国立文楽劇場オープン

大阪は、文ｾにゆかりの深い ｲｬＧｾｾ ドの地に、待望の

ｾｉ 立文楽劇場が、去年 ＱＰ ｊｬに峻てし、この ＴＩｈ

日に初日の41を あ け た 。 こ け ら お と し 、 ご 祝 儀 の

ｲｊｾ式三番史 ｊ に続いて、通し在コ「義粍千本版 ｊ

が上演され、 1前只の鋭存に喜びを与えた。

こ の 劇 場 の 設 計 は 叩11紀 t戸、エ 'J¥: 監 理 は ill 設干? 近

畿地，辿、地工は竹 中工務 l古， ￎｾ ， ＧＺＺｪ 組共同企業体で ・

ある。

地 上 5 階 、 地 下 21: 皆、 t芥屋 l 階、 ｩｬｬ 築而 ｦｍｾｊＳ ， ＹＲＵ

111' 、延! ポ f f UWI 3，211rn'、尚さ 29.211、の処物で、外

[ 東海だより -

愛知県高層建築物設計指針が示された

主主知l以特定行政li' j主総会から限必について I，' ij

知 ) j の述給ヵ、あったのでその' 先行をおi 介する

I  適 用 範 囲 : こ の 指 針 は 、 処 築 物 の 向 さ が20川

をこえ 60m以| 干の処築物に通川する ただしす ＮＧｦｾｊｉｊ

な， ｾＯＧｉｎ 、研究苛に ｊ 主づき往築物の安全カＧＨｩ ｬｦ められ

た 場 介 ま た は 往 築 Jt 司法、! ，oJ Ii ι1: 令 lえび ; l f' l h、i泊

i主によリ関連する。J';rti が '1、されたぬイ干、それらに

よるむのとする

( &) I J ) 一行略

1I 基 本 事 項 一行時一

川 構 造 設 計 要 領

1  .  ｉｊ［ｕＡｉｊ として、 ｊ ｩＡｬ ｾＧｾｉｉＮ｜ のラーメン部分の分 ｪｬｬＮＧ ド

は3000 以卜とする なお、 ｪ Ａｬｩｬｍ由九， ＱｾＨＺｉｾ の ｉＮＧｩｬ ｬＡｦＡ の

村 、 は り て'-j' ，Vill比されているフレームについては

別 ji J
予防してよい。

( &J l I) 行時

2  ， ［ｮｾＧ ｜ＧｬＢ￮Ｍ ｪＮ 、筋コンクリート ｩ 立の場介、判 決につ

いては阪l ! IJ として f{ (，:，lI llt 応 )J の4 0 %以 上を

ｦＮ ＧｾＱＧ ｉＧｴｭ 分に負担 ｬ させること

(&)11 )  行時

3.  ，:':j さカ、20mをこえ 31 m以ドの往築物{ 立、 ドロ己

の 'J';mをl出j ) E する場介は全1Mまたは J : tm5  J刊の

装は ＮｾｉＺｬ［ 灰色のｉ￭Ｎｦｴ

総 タ イ ル 仕 上 げ

て' ある

作 l市は、 2 ド背の

劇 場 が 全m; 753 

席 、花道設; 丘の

t晶子ヤ 677 1，11; 、 .'J J  

JRり1;fC，没;EのJ j，'j

合 731 1市で、 3  

1: 符の小ホール

( 総幣 r'i 宅) が

1591市である 総工 ｍ Ｇｩ約 ＶＵＱ ，ｾで、うち Ｙ ｉｾ 円を

つ ぎ こ ん だTHi は、厚さ 4 .5  C m '7) ，'f 聖子ヒノキ材て

桃成され、 I{ t:径13 ，601 の回り録台が、 l 分 IUI に 1. 5

せ

回 転 す る よ う に な っている。 大小の迫りは' む動式、

総IJt lr.人'1 (1: 九日の特殊な L のについては別途巧ー l伝)

をf.:J../iIj コンクリート j立とすることができる

'(向性

4  .  ，:':j さ20mをこえ、 31m以 下 の 処 築 物 でJI{{f1l 55

ｩｪＧＮＮ ｩｊｉ［ぷ行 ［ｬｊ ，ｉ 、ｾＢ￯ ＱＷＹＰ りーによるｬＺ， ｾＺ ｬｩ Ｚ 等Ｈ ｬＧＲ Ｕａ ¥v 

+  7  A C  ;;，. 21 ，¥，1 ¥，) を満足する 1: 符は lii.μ fi の胤A :

にかかわらずi - : J . . i i 1j コンクリート i立としてよい

5.  ，:':j さが45mをこえる処築物は011) 日本位築セン

ターでif の机 iti 技術に WJ する，; - j '-jjlli 等をうけること。

( 参巧)

戸ド! と別
灯、筋コ〆 7 f'J.. 1'r 鉄筋コン

f.:l 1'j- j叶I I  

'1 ート j;1 タリート d，

1111111 きカ‘ 20mU ドグ3

染物

"f 

[ "J さが2umをニ ι ィ、 "f

"f 
31 m以 l' の也染物 ｾＱＧＱＱ ， Ｑ て Ｂｦ

I14さ泊、31 mをこえ

ィ、“ I "f 

15川以ドの ill 染物

1:4さか 15川をこ物え

ＶＰ 川以ｼーの ｩｬｬｾ た
ｦｉＱＧ ＡｴＮｬＡｾセノタ 専の，，1'11111 ‘'/f

。::)さかりQlll をニえ

大 ｉＺｾ ｉｾＧ 正
る ｩｬｬｾ 物

4 月 1 日から愛知県安城市へ

開発許可等の事務を移管

安城t 1i はJ l joij'. 4 )J 1  n、 い わ ゆ る 限 定 特 定 行 政nτ

ボタン操作で ｦｾＮￚＺ に上げ下げて。きる。」正予の治 ＺＱ お

を収納すると、h < : さ 20 .7rn 、中日 Ｑ ， ＵＰＱ の花道がｾｲ［Ｚ

ill'iJ で 床 下 か ら 姿 を 現 す よ う に な っ て い る 。 !!{l， 11f1も

コンビューター制御で、 ＱｾＱ るさ、色 ｊ 司が Ｉｭｩ 成て、き

るように、 liarr の設備をもっている。

こ の 劇 場 が 、 文14Eだけでなくあらゆる上万三芸能の

拠 点 と し て 、 そ の 発 展 がJtJ H与されている。

出江寛建築事務所が竣工

ｌｂ 江 Ｑｅ ，建築 Ｇｊｾ 務所の新社屋綾工披ぷパーティーが、

さる 3 J1 15 日のタ }i から、大阪市北区南- i I l'¥JI汀の新

・ ｊＧ［ ［ｦｪｊ所で ｉｊ 日かれた 。会場の新 目 ｊ Ｇ［ 務所は、 Ｇｉｉｾ 鉛び

鉄 板 、 ス レ ー ト な ど で 泣 ら れ た 欽"' J の 三 階ill て の

もので、出江究の設計ーだけに、Ｎ，ｴＭ付をいかし、 ｎｾ

J; 美にあふれた{ 乍1111。

ｊ 皮 ｫｅ ノ、ーティーには、処築家の安 ｬ 除 ｊιｵｪｾ 氏、 ｩｬ Ｎ正 ｩｬｬ

ＧｾＺｩ ｦ ｊｬ氏、ノＧ｝＼ＱＧ￬Ｍ Ｚｭ 介氏などと、工芸家の ｩ 本政之氏、

ＧｉｊＺ ｴＮＡＮＺＭｾ＼ の村 ｊｉＺｉｉ 李氏ら斤数卜名が Ｑ ， ｉ ， ｪ にもかかわらず

，'1¥1市、会場を J' J ! . めつ〈す! ! 辰わいであ った

ＸＪｾｾｭ ｦｬ＼ Ｊｩｦｩ ＱｩＤ＠

として発起し、 ill ｾ＠ Ｉ，ｾ＠ ilt ，法に) / ; づく・jL(:i5のー 庁11を

執行しているが、本年 4 Jl 1  ｾｬ から、ｊＧｩ ｬｬｲｬ￭ 計 ｉｉ ｬｊ ￭ 法

に J主づくi J fl1E.i' f' Ｂｦ などの Ｇｊｾ 坊についても、愛知県

からの委任を受けて同r ! i が11 うことになった

なお、移ｾ｜・ Ｇｊ ｌＨＺｩＵのｼ付谷と ｎＺ 万引継ぎに ｉｦ う ｬ 以 ｊ 品 目ｪＧ［

f t i ! j : 次のとおり

1  移管事務の内容

( 1)  r.J 1  t1i ，ili'l 司法に法づく 'JLI:i5 : 1井J1c 許 "f 、住築

， Ｏｉ［ｉｉｔ 、 ｬ 既存主 ｊ 也 ｗ ，，Ｒ， 、ｾｾＺｾ 'ff 処分に| 央lする白J q:i5

など

(2) m税特別tii ｩ 位法に ｊ 主づく・ ｊｱ ＺｩＵ ・ 上 ｊ 也 ｵｮ ＿ｬ ｩｴｾ 主

￵ｦＨＮ ，県 ｉｉ ｊ｜ｬｊ交及び ｬ､ｾｉＢ ｩＡ ｩｬ 主ｪｩｊ刊誌諜般の守 ＮＧｩｗＧｪｬｬ ｊｬ ｉＱ ＮＨｴに

{ふる l長良宅地主; ーの必i E 'JLI :i5。

2  事務引継 きが[ こ伴う取扱い事項

(1) 自Ilrli ，lI i ，lljil; に)，15づく 目J L(r，

ア) ｬＩｦ ｊＩ ｌ￬Ｇｦ ・ ｉｉｊ 、処ｾ， ｩ ￍＧｬｉ ｦ ｬＺえび ｗｅｻ＿ 宅地的Ｚ認の

'J Q: i 5 については、 3 月31 日までに rli の 窓 11

で受け付けた qJ uI

1

1
. ' } は，Ii で執行する

イ) したがって 4 JJ 2 円以降、安. I ] ; ) ( r ! iへl)k: tH

する 1・記のーlパ主に|見lする 'fl Il IIJ ，'f.(立 rli Lとあて

とし、手数料はr ! i に対して納めること

ｾＩ＠ m税特別抗日( ( 法に J左づく' j ' ; 1:i5 :  (1)のr. J 1，li ，il'

ｊｬ ｬｴｩ ｩＮ ｴ に ａｌ づく・ ｬ 与ｾＺｩＵとｼ百 ｬ 係の取扱い

也接と H会 198""" JII} 19 
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出逢いの場。

(ザ・シンフォニーホール・工ントランス)設計・施工: 大成建設

この空間の演出に情熱を燃やしつづける多くの設計家。

日本ペイントは情熱を感動へ導くお手伝し吃します二

DA Nユニトーン
弾性塗膜が壁画を保護、光沢ある豪華な凹凸仕上げ

D ANユニトーンは、複層型の優れた性能を受け継いだ単層型

弾性仕上材で丸伸びのある塗膜がコンクリートやモルタルlこ

発生するクラ y クlこ追随し、 いつまでも美しいタト観を保持します五

吹付用として特に開発した塗料で、すので平吹き、模様吹き、

共に施工作業性に優れ、美しい光沢が得られますL 新築は払

ろん塗替えlこも最高の条件を備えたDANユニトーン、経J斉性lこも

優れた新H寺代の塗料で丸

DANユニ:."IJ ーコ"

OA NユニトーこJ

豪華な吹付凹凸仕上げ

ロA N ユ二

ハイクロスなローラ { 士上げ

OA Nユ二マイルド

おちついた、つやけしローラー仕上げ

ロA NユニIJ :.J二J

ソフトな砂壁状仕上げ

ｦｾＴ ・伽
el l t，ペィコト



，、

面 ヨ ト胃 ｅ 当 ｲＧ￞ｾ ・｡ 掴ＺＺＺｉ ｗＡｊｉｉｉｉｉｗ ＮＱ・・ 尚 信仰ｾｾｾ軍事前 ｚ 告 書 詰装 置

美濃吉昭
大成建設

聞 き 手 ・編集委員 清 水 修 平 ( 安 井 建 築 設 計事務 所)

プ ロフィー J レ撮 影 烏 修 一 ( S T U D 1  0  A ・T )

略 歴

生 年 11 A  11円相 11年 2 月13日( 持政)

出 身 地 行 川 以

J，占終午! l l 大阪 rl i立 制l仏工業高専学校

生l ! 築科昭和29年卒業

よみつり文化セ ンター ( U

'1' ，Ii ) ザ ' ;/ン 7 ォニー

ホール( 大阪，11) 日消食

品本社ピル ( 大阪市 )

職 場 大Iile: l l 設大阪支1?1他築部設 : 組 味 絵ul ! i 、モダンジャズ、ゴル7

計室室長 j 感 動 し た y ステナ札j f . : : : t ( バチカ ン)

代 A fi -: M， ホテノレプラザ ( 大阪市 ) :  空 1111 ケ J レン大型企( ドイツ)

大空間への想い

近年の話題作、怨築界のみならず、音楽界からも注目を集めた 、ザ

・シンフォニーホールの設計者である 。Ij! I ごろの，建築は、空間をつ

くらせてもらえなくなった」というが 、 ところがどうして、ザ ・シ

ンフォニーホールでは見平な内部主! i : J を iii( 出している 。現代建築で

はめったに兄られなくなった、見上げるような大空間カ、このホール

の科きの4必訟であると同時に、特色とな っている 。「大阪で育ったの

で、旧住友ビルの営業室の大空間が好 きだった」というが、まさ に う

ってつけの設計者であった 。ザ ・シンフォニーホールはコンサート

専用 、 しかもホ残響 2 秒。というこれまでの日本には存伝もしなか

った音響空間である 。

設計にあたってはそれな りの脊労があった 。設計lこ| 刻する資料、文

献、テータは望日であっても、実際のその場の雰囲気や背がつかめ

ない 。 そこでアメリカ、ヨーロ y パなと本場の長い伝統に益金われ

た著名なホールを 、ほとんど見学をし、音を聴いて担った 。 しかも 、

計画発表から竣工までわずか 3 年足らずという超過密スケジュール

の 中での設計であった 。ホールの設計もできていない段階で活工、

地下駐車場の工事を進めながら、ホールのいかたち H を決めていっ

たという。「いったん、足場をはずすと、あと戻りはできない J とい

う状況の 中で迷わずに決断していった J 。結果は良< lI.nり科〈ホール

と、 また 、演奏者のためにも充実した控室や設備がととのっている

と大好評である 。

現在、施工会社の設計室長という肩告である。繊細11 、とくに地工会

社での設計という立場て" の柄動について尋ねると、ザ ・シンフォニ

ーホールのような短JtIl /HJ でしかも技術力が要求される仕ギには、設

計施工はうってつけという。音響設計ーには模型をいくつかっくり

レザー光線などを用いて技術研究所が支侵する 。工位をにらみなが

、設計を決めていく 。地工会社ならではの体制を語る 。 しかし、一

方、設計を進めていくうえで、会社のもつ V 血工技術。に足を引 っ

ぱられることも多いと{ 尚みもある 。

さて、ザ ・シンフォニーホールのある A B C センターは、 ':UJ 日)jy.送

本社とタワー、それにホテルプラザとこのホールとで梢jおされてい

るが 、このすべての仕事にタ ッチしてきた 。初日政送が30哉 、プラ

ザホテルが32- 33歳でチーフとしてまとめる 。 そして今回のザ ・シ

ンフォニーホールである。大阪の起一流ところを一手に設計してき

た感がある 。 このほかにも下型のホよみうり文化センターかなと旬、

担当した作品はいずれも都心部に位置して、公共性の高し、組物ばか

りである 。 しかも複雑な機能をもつもので組織の力をフルに使 って

高密度にまとめあげられている。

ところで 、選131床が絵画、背楽、ゴルフなどと 11瓜広い。I rI 分は散文的

な男」というが、来い切には設計よ りも現代詩に熱 r/" していたそう

だ 。 ところが仕事が忙がしくなるにつれ 、 次第に、ｾざかり、佐築

空間 と人の心とのかかわりを、怨築の 中に詩を" * めるようにな った

と諮る 。音楽もじつはクラシ ックよりもモタンジャズが好きであ っ

た。 それが、このほど、ザ ・シンフォニーホールの計阿にあた って 、

各国のホールでコンサートを聴川、ているうちにクラシ ックが好きに

なったという 。「響きのよいホールで聴くと 、生の音楽の良さがわか

る」と語り 、「このホールで管を聴くと 、 きっとクラン γ クのファン

になる」と一言つけ加えた 。

「絵かきになりたかったがい絵かきでは食べていけなしげという伯

父の言業」で建築の道に進んだJ 残響 2 秒。グ〉、ザ ・シンフォニー

ホールの大空間の天升ニに、当初はパロ y ク建築のように絵を H，'j きた

か ったという 。 しかし音特的には拡散板が必要であ った。 この天井

部分は迷いなやんだという 。 最終的には大空に烏が ｊ ｉ ｾ びかうような

拡散板が取りついた 。 このデザイン発案は若いスタ ッフ からであっ

た。ザ シンフォニーホールの成功も「仕事を一祁にした桁いスタ

ッフが優秀であ ったから」と 、スタ ッフを誉めることを忘れない。

故後に 、「つねに真撃な態度で取 り組んでいる 。設計に対しても、総

合的な判断のもとで、若い人の意見を取 り入れてくれる」という部

下の評があった 。

〔次号のまf : J ; 品ずれま山本達哉氏 ( ＱＱＱ ＴＺ阿Ａ京 ， 建築 ιｉｾ 務所 Ｉ )  
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二自己

目 、 舞いあがり響く

ザ ・ シ ン フ ォ ニ ー ホ ー ル の 体 験 一 一 一

加 藤 力

壁に大きく貼られた鋭に映し 出された紫雲の

ようなシャンデ リアの輝きを見上げ、視線を

うつし変えながら、階段をあがる 。 さらに 3

階のグランドホワイエの天井の光に目と足を

止め 、エスカレーターをあがると、もうそこ

は 4 階座席の入 口ロビーである 。人を導びき

から殺をせめる あげるいくつかの空間の仕掛けは、設計者の

わけにもいかな 意図どうり成功して、ほとんど経路の長さを

い。技術的な欠 意識させない 。むしろ上- 1 ' 1-する空間の位置に

点をせめたとこ 従がって、気分の昂まりすら用意させる 。 い

ろで、 ｾ ｉ ，は同じ ったん、空間は狭ばま って、やがて扉を聞く

である 。人はそ と、一瞬、笠間!の定位の感党が剥奪される 。

れぞれの心象と 身は高さ、 rlJ 、奥行とも 20メートルほどの大空

感覚の 中て¥そ IHJ に包まれて、すべてが解政される 。外観のも

れぞれに自己の つ硬さとは逆転して、視界に入る部分の材質

小さな空間を抱 はすべてが木質、楽総のそれにi ! i : い 。天井に

えて、小さく生 近い部分からは間接照明に映し出された反射

ている 。いび 板が、鳥が飛びたつがごとくに取りつけられ

つな空間の意識 ている 。正面にパイプオルガンが侃えられて

の中で聴く音も、 空間は壮草、壮厳である 。 プロセニアムアー

また IJD: II柴と反響

大阪駅の南にかけてのー併は、今はもうわず のみである 。共有する空間も意識も感党もな

かに 1E . 淡とした匂いを残すだけとな って、静 い空間が街の中に生まれていく 。

穏さがす っかり身についてしま っている 。屯 ザ ・シンフォニーホールて梢背を聴いた 。演奏

車からかい間見える光最も、さほど大きな ｩｬｾ 会はありふれたものであ ったが、空間] は経験

訴しもなく、見万によ っては流粉、流版な都心 もしたことのない音を抑かせて l鳴り波 った。

の姿そのものである 。欲盟、活力、興千百、好 人が街の中で失ないかけた空 Ih[ J の本米もつ統

奇、 IJ宣11換とい った人間のたくましさをむき出 令された感覚の笑! 惑を l床あわせてくれた。

しにして、はみ 11' ，させていた部分は、す っか 残響 ｾｉ 侍 ｦｊｊ 2 秒 ( i前即時 ) 一一それヵ、このホー

り地上から身を治め、場所をずらして跡を消 ルて" 呆された最大のテーマて‘ あ った。そうし

している 。再開発という行為によ って主主備さ た音の響さをもっホールは、じつのところわ

れた都市の表屑は& さやかでもあるが、一而、冷 が国でははじめてだという 。過去いくつもの

徹さも秘めている 。堆やかさもあるが必愁は オーデイが建設されてはきたものの、そのは

そのぶん ［ｪｩ ｾ を深くしている 。 視線の広がるさ とんどが多目的で、? 干の質に対しては幾ばく

さの風景も惑くない、むしろ美しいくらいで かの不it.l. j を残してきた。H寺を総て、ある 'I'IJ 断

もある 。毅然としたその胤去に、 一瞬)1旬は高

まりもするが、その昂搬は、しかしあつくな

るまでには至らない。何が原因かはさだかで

はなし、。形なのか、スケールなのか、表面の

材の問題なのか、これと指摘するものもない。

ただ捉えどころもない寂兵がある 。その絞夢

は統令された感を失な った人間の;寂しさであ

る。環境を断面ごとにしか感じえぬもどかし

さである 。街の中で、人の日は硲かにi ' i 1¥rIiの

風景を追いかけてはいるが、しかし耳は別の

ものを捉えている 。u央官主にも何もかぎとれる

ものもなく 、感触にも呼応するものも少ない。

感覚は別々のところにイt 1) 、立識もまた他の

場所を市めている 。空l I ¥j を体の，むの部分で感

知しないもどかしさがある 。 ビニールシート

1 枚を界してものに嫁するようなもどかしさ

である 。環境を全感覚て、統令できぬ空虚さで

ある 。身イ本も、立識も、! 必ずLも、それぞれに

の中で、ここはコンサート専用のホールとし

て民間の手で作られたものである 。物きの奥

深さを得るためには、それに比合 った内部容

績が必要である 。行11心の限られた敷地では、

建物のボリュームは当然大きくなる 。そこで

ここでは地下に駐点坊や機械室などをJ : . i l l . め、

地上に近い部分にホワイエや娃室 を配す. さ

らにその上にホールをのせて、 1狭央い j赦j汝立J地也の r斗}ド
1  

でコンサ一卜ホ一ルの機能をじつ lにこコン パ ク

ト上、 兄

分は、全f体本の 3 う分〉の 2 ほとてでで巴、 、そ の大 きな身を

針紛納 ｩｩ めるカか、のようにヨ表長ｼ向ｲｦｉ而 ｦｬｴ は立引 Ｈ ｉ ｾしい、石般該日総住タイルでお

おわ jれ1 ている 。1) f. J U背11 も極めて少なく外から

の音をかたくなに防御しているかのようであ

る。ただ公図に彼したー而を、 3 階まで大き

く聞いて入口を示し、外との Ｑｾ ｦＮ ｊ 係を保 っ てい

る。何本か立ち並ぶ円柱をみや って、数段、

階段をかけあがると、もうそこは外の印象と

チもなく、いちばん低いところに妹台が置か

れ、そのぐるりを答 j市が取り巻〈アリーナ形

式のホールである 。答も奏者も空間も、光も

音もすべてがぬ然、一体となるような形式が

とられている 。

演奏が始まる前の1 I J ¥i ! 音がややあ って、やがて

短かい空白の! 日1の後、音が発せられた 。議と

緊娠した空気の中を音は体験もしたことのな

い響きをも ってu，n り響いた 。空中を砕くよう

な音でもなく、っき射すような音でもない。

空間の充満した空気の中をい っぱいにふくら

んで拡散してい った。f本の芯が熱くなるよう

な響さがあ っ た 。 耳て ＧＧｬｦＡｩＮ｜ くという人の生主ｾは、

じつはあやまりではなか ったかという思いに

かられた 。音に窺えている部分があ った。身体

にあるあらゆる感覚と部分で音を感受してい

るところがあ った。未| 摘発の聴覚貯を新らた

に切り聞かれたような感覚があ った。千f とさを

聞と身体と意識とが、共振して感応していた 。

音は搾台から浴れ、流れ山し、練いあがった。

空中を走 1) 、ゆらぎ、| 峰りそそいだ。 あるい

は崩れ、なだれ込んで、とどまる時もあ った。

音が音を追い迫 1) 、重なり合い、 M令して空

間! を一つに満たしてい った。持こを発する泌奏

者の動きはたしかにあるが、枠はそこからは

達していなか った。全体が l鳴り科いていた 。そ

こには言梨も、 ｬ 咲きも、特 ｪｬＧｾ も、抑 ｦｬ￬ｬｊ も、怒

りも、欲望も、好苦手も、性も、すべてが不必

要であ った。 身体は音で飽和されていた 。 そ

こには統合された感覚の充溢があ った。

空間の本質は音とともにある 。 ここではマイ

クもスピーカーも機械仕掛けの音は不安であ

る。発せられた音は、空I1¥Jで地怖されて、じ

別々のところをさまよ っているような淡存在と は呉なって 、 やや ｩￎｽ Ａｦ ｴｾ なっくりのホワイエで かに身{ 本の 中に浸みとお ってい った。

した状態にある 。 ある 。 じつはこのホールの事服部の入口は 4 外にＺＱｾると、外装の ｴｬ いタイルが、いささか

人は街を再構成するうえで必本的なあやまち 階の高さに位置しており、服役は地上からそ んIl}. った身体をひんやりと冷やすように IJ に

を犯したと思うが、それを望んで犯したのだ こまで導びかれることになる 。ホワイエ正面 映った。

( か と う っと む 点目iエムー繊維二人: "，/:住民11克' 下件. )' <r. r!i l

織 影 島 修 一
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財団法人 日本建築総合試験所だより

中型壁用耐火防火試験炉の設置

当試験所の1I i 1i 和58年度施設整備卒業として、試験業務の迅速化、

能率化及び試験範囲の拡大ということで、計画を推進していた中型

壁用耐火防火試験炉( 以下中型壁炉という) も H下年 11 月末に完成し、

試験炉としての調主主も終り、本年 3 fJ より本絡的に稼動の運びとな

りましたのでその概要を報告する 。

この中型壁炉は、有効 ｊ ｭ 熱￯ｉ￭ｩ［ｦ ｊｾ ｩｊ Ｇｗ =  2 .0  m 、 H = 2 .7 mと既設の

大型壁用耐火| 幼火炉 ( 有効力n熱間t J ' 1 : W = 2 .4 m、 H = 3 .0111 ) より

来干小型ですが、炉の奥行を 80cm ( 大型壁用耐火炉の奥行は 17cm)

と大きくすることにより、今まで不可能だったひさし付外壁、出

窓、シャ ッターケース付シャ ッタ一、窓とコーナ一郎等の試験が可

能となりました 。 また加熱温度は、プログラム制御による自動コン

トロール) ' j 式で J 1  S  ( J  1  S  A  1301、 J 1  S  A  1302、 J 1  S  A  

1311に定める防火用 l 級、 2 級、 3 級加熱及び J 1  S  A  1304に定

める ifo;J 火用 4 JI寺間までの加熱) 及び建設省告示で定める l耐火防火用

加熱等が全て可能です。 この 中型壁炉は、測位段階の結栄、 A L C

イ士

895 

様

精 造

図 中型壁用耐火防火試験炉

3.  温度 コン トロ ール

. 11止山{ 皮J rJ ifu¥. JSt :  1， 150' C 

版 ( 厚さ 100mm) の試験体で加熱条件的に厳しいと思われる防火用

屋外 1 級加熱及び、耐火用 4 JI寺間加熱の能力が充分あると実証され

た。 また非加熱1ft lJ への熱放散の許しい鋼板製( 厚さ : 2 .5 I11m) の試験

体では、防火用屋外 l 級力11熱は熱放散が大きく無理であったが|坊火

用屋外 2 級加熱は、余裕をも って能力があることが確認された 。 当

試験所の耐火炉( 住用耐火炉、梁、床用| 耐火炉及び大型主主用耐火防

火炉 Ｉ は、加熱 ｩｬｬｾＧＮＮｊ 支を全体 Ｑ ゾーンで ｉＱ 制御 ｬ しているが、中 ｊ 型壁炉は 、

力 ｮ 熱 ｩｫｬｊ 立を上下 Ｒ ゾーンで ｉｬｪ ｬ ｊ 御しているので、温度 ｩｬｩｬｊ 定点の ｩｊｾＧＮＮｊ Ｎ交差

が極めて小さくなり、試験体に対して均一な加熱を行うことが可能

となり、今後かなり広範囲の試験休に対して防火耐火試験を笑施で

きるものと忠われる。もちろん壁構造及び防火炉等の耐火防火試験

は、既設の大型壁炉と併行して使用できますので、依頼者の皆々様

に、 H寺として試験笑施まで長くお待ちいただく等の不便も今度は 、

かなり解消できるものと硲信します。

以下に 中lVE主炉の仕線、図面及び写真を示す。

.  .. '" .  .  
- 有効}JII 熱 l扇、l 法 W2. 0 X  H2. 7rn(奥行80cln)

・ 炉 Ｑλｬ の断熱 Ｚ 幣 ・ 天ＺＡｾ ＼ セラミ ックファ イパ ・外出1111，fiJj! :  J I S A  1311 に定める防火 1 級 ・

"画『 ー .

'" .  .  

2.  

一使用〉

下部〈耐火耐熱レンガ使用〉

- 排 気 n  炉の上官11及び IIIIJI 控下部に 設定

・担，，: : ; ¥煙巡の断熱 セラミ ック ファイパ一位! 日

燃焼装置

. ノ〈ーナ : フラントフレームノ〈ーナ F F- 13 u  

改造 ＩｾＧｩＮｬ Ｒ ， OOOKcal/ HX  14台

・熱 ｩｊｾ Ｚ＠ 1: llr打力 ス 11 ，000 K cal/  m'  

・燃焼汗! ブロ ア ・ブースター : 既設設1l iH使m

• ｽ Ｎ ｉ Ｎｾ 火装 ｩｬｩ ・ 点火トランスによるｩＢｉＡｬＡ ￎｊ 点火 ｽｹ 式

2 級 ・3 級}JII 熱

J I S A  1304 に定める耐火 4 11寺ji¥j

までの加熱

. i!i lj 術l豊富: フログラムi ! i lj 倒l

写真一 2

本試験所 ・所 イE j 也・・・ 〒565 1次回市 Ji i長円台 5 - 125 ( 阪急北千虫駅より北西約 1 km、国立循環器病セ ンター西隣 )

.  Ｇｾｲ［Ｚ＠ 話…・・・ ( 06) 872- 0391  (代)

・常業H寺11-¥トu ・・ b 平日 ' 午前 9 11寺~午後 5 11寺、土 11 ｩＧ Ｑ ｾ 日 Ｚ 午前 Ｙ ＱＱ 寺ｾ正午

• c  • • 

ロ

加熱温 度制御盤
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iI塑 住宅都市整備公団 固 すまいづくり講

これからのすまいづくり、まちづくり

毘 |

一 一 住 宅 ・ 都 市 整 備 公 団 の 住 宅 建 設 事 業 の 目 ざ す も の一 一

西 野 公/ 工 藤 厚治/ 古 作敏 男/ 永 田 幸 夫/ 前 田 孝 男 / 藤 野 邦 夫/ 竹 本 俊 平

はじめに

来 る昭和60年は、当公団の前身「日本住宅公団J が創設さ れて以来、30年にな

ります。青年期を終えて 3日才台の壮年期を迎える わけてe す。 その 日本住宅公団が、

去 る 昭和 ＵＶ ｾ 手に「住宅・都市整備公団 ｊ へと再生 し て今年は Ｓ 年 目 。 新公団と し

ての展開の模索期を終え、いよいよ新公団としてのフィ ロソフィを確立 して事業

展開 を計っ ていく時期ともな りま した。

その公団を取 り巻〈日本の住宅事情は、住宅数が世帯数を上ま わり 「いよいよ

質の時代」と高らかに叫( ; 1 : れ はじめて 、すでに 5 年以上経過しま した。

この時期において 、過去28年間の公団のすまいづくり ・まちづくりの経験の中

から 、明日へのすまいづくり・まちづくりに役立つノゥ ，、ウをピ ックア ップして

遼載することにいたしました。ハードからソフ ト面に至るまで幅広く掲載の予定

で、その内容は、すでに公団事業の 中に生かされているものから 、講座担当者自

身の、これからのすまいづくり・まちづくりに対する提案も含まれています。今

後、約 1 年半にわた り連載の予定ですので、ご愛読下さい。

( 住宅・都市整備公団のすまいづく り ・まちづく り講座編集委員会)

1 . 需要対応の住宅供給

住 宅 ・者11市 整 備 公 団 の 前 身 、 日 本 住 宅 公 団 が 発 足 し た 昭和 3 0年 か

ら 昭 和 5 0年 頃 ま で は 、 戸 数 優 先 と 環 境 優 先 の 住 宅 供 給 を 行 っ て き ま

し た が 、 そ の 背 長 に は 、 住 宅 の 絶 対 数 が不 足 し て お り、 そ の た め 7

ス プ ロ 供 給 を 行 う 必 要 性 が あ り ま し た 。 ま た 、 住 宅 産 業 振 興 、 景 気

対 策 と い う 意 味 合 い も 強 く あ り ま し た 。 そ の 結 果 と し て 、 団 地 から、

ニ ュ ー タ ウ ン と い う 未 経 験 な マ ス ( 集 団 ) と し て の 住 宅 供 給 の あ り

万 が 追 求 さ れ 、 環 境 優 先 の す ま い づ く り ・ま ち づ く り が 志 向 さ れ て

た わ け で す。

昭 和4 7年 以 降 、 列 島 改 造 論 に 刺 激 さ れ 、 一 億 総 不 動 産 屋 の 時 代 を

迫! え 、 住 宅 産 業 の 成 長 や 住 宅 向 け 金 融 緩和 とも 相 ま っ て 、 住 宅 供 給

量 が 大 I闘に :T; 1 大した結来、 T立の 問 題 は 別 と し て 、 昭 和 5 0年 代 半 ば に

は 住 宅 の 絶 対 数 不 足 は 解 消 さ れ る に 至 り ま し た 。 そ の た め 、 戸 数 優

先 の 拠 り ど こ ろ は な く な り 、 一 方 、 住 宅 適 地 不 足 か ら 地仙 の 大 幅 な

15，90 1千円

2，582千 円

768千円 980千円

1，633千円

7ι %  

日!l 30 日!l 35 日!l 40 日!l 45 日!l 50 日召55 B!l 58 

図ー 1 団地中層住宅 1戸当た り建設費( 予算)

戸

工事費 50，000 

用1也

40 ，000 

30，000 

20 ，000 

10，000 

総戸数( 単位戸)

〈

民賃住宅戸数/ 総戸数 /  ¥ 

( 単位 %)  /  ¥ ノ

/  

/  

r - - - "  V  

/  

/  

/  

/  民賃住宅戸数( 単位戸)

/  

/  

/  

/  

日!l 48 49 50  51  52  53 54 55  56 57 

50%  

40%  

30%  

20%  

10%  

図 - 2 年度別公団住宅建設戸数( 総戸数および民賃住宅戸数ならびに

民賃住宅戸数/ 総戸数)

l  

11111111111111111111住宅 都市登備公団協力業者 ( P R ) 1I1I 1111II 1111川111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 川 川 川 川 川 川 川 川1111川川11川川11川川"川川川111川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川川川川川11111111川 1111111111111111111111川 1111川 111111111111川 11111111川川川 川川川川111111111111111111111111111111111111111111 川川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川

鹿 島 建 設 株 式 会 社 清 水 建 設 株 式 会 社

常務取締役大阪支府長奥村 吉 朗
取締役大阪支 j古 長 宮武 保 義

大ｼ坂ｊｩＮ ｊｬｴｾ 大阪市西区制. . j > : JIIT 1 ー I1ー 7 ｾｬｩｲ￬ Ｍ司 ＰＶ Ｍ ＴＴＸ Ｍ ＳＳＱＱ 大阪支前 大阪市西区」ニ1左ぬ! 1 - 3  - 37 ';t;:話06- 443- 5431
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上非を見、! ; 1 境優先の住宅供給て"は 、 用 地 質 のハ ネ返りが大きく、

そ の コ ス ト 高 を 招 く に 至 り ま し た ( 図 ー 1 参 照 ) 。 そ の た め 、 住 宅 供

給 市 場 の 中 で 公 団 は 競 争 力 を 失 う 結 来 と な り 、 昭 和50年 代 半 ば よ り

経 営 採 算 を 考 慮 し 、 か つ 需 要 対 応 、 の 住 宅 供 給 へ と 方 針 を 転 換 し 、 あ

わ せ て 建 設 費 の コ ス ト ダ ウ ン 、 住 宅 の 質 の 向 上 を 計 り ま し た 。 その

結 来 、「民fl[ J 活 用 型 J の民営: n ・貸向特定分譲住宅制度から、 「手づく

く り 型 」 の グ ルー プ 分 譲 住 宅制 度 ま で 、 幅 広 く卒業を拡大し、とく

に地 価 を 顕 在 化 し な い 前 者 は l正 成 な 民 間 エ ネ ル ギ ー を 集 約 す る こ と

が で き 、 公 団 金 事 業 証 で の ウ エ イ ト の 大 幅 な 増 加 を み る に 至 っ て い

ま す ( 図 - 2 参 照 ) 。

2  . 地 価 を 顕 在 化 さ せ な い 住 宅 供 給

民 営Ul " i 向特定分設住宅l I i l] l 支( 通称「民ltl 制度J ) に よ る 住 宅 建 設

が盛んである理由は、住宅建設と管理 ・ 経営に ｬ 却する公団の ｾｷ な

技 術 力 や 助 言 を 地 主 の 住 宅 経 営 エ ネ ル ギ ー に 生 か す こ と が で き る か

ら で あ る と 言 え ま す が 、 住 宅 経 営 而 か ら み て 箆 聖 書 な こ と は 、 地価 を

ｾｭ 在化させない Ｈ 地 ｦ 聞 を住宅 ｻ ￬ｬ ｦｩ 絡に 反 映 させる 必要 がないＩ住宅

供 給 が で き る こ と です 。 こ れ を さ ら に 発 展 さ せ た と も 言 え る の が 、

H行手115 8年 j立 に 創 設 さ れ た 「 特 別 的 地 ) j 式 賃 貸 住 宅 ilil]}支」 です ( υ と〈

ち〆モ( 1) 拳! R! ) 。 地 主 が 不 馴 れ な 住 宅 経 営 に 意 欲 を 持 ち に く い の は 当 然

ですが、その地主になり符わって、公同がh ' f 極的に住宅経営の役 ;I!IJ

を州当し、 地 主 に は 、 長 期! 安定 的 な 地 代 収 入 を 保証するものです。

ひとくちメモ (1)

- 特別借地方式賃貸住宅制度の概要

・ ＲＰ 年後の建物線 ｩ 度一一土地所 ［ｦ ｔｾ 号が希望する場合には、建物工事完了

から 20年経過以後に建物を時価でiiltil J t する. 設波代金の支払いは、土

地所有者が1 t 貸住宅として経営を行う場合には、低利な 10年割1] 1試を利

用できる .

・土地の: a ぃ取り一一土地所有者が希望する場合には、借地契約締結日

から 5 年以内に限りその土地を更地価絡で只ぃ受ける。

( f昔1也条件〉

+ f M也WlI Hj - 建物建築J t l I聞に 70年を加えたWl 問。JUIIHI 満了後、土地所

有者 lこ無償で返還する 。

+ flH也梅利金一一権利金は支払わない。

+ t也代一一対u也の地代を基準にt ) : 定する .

判 断 t の改定一一 3 年ごとの回定資産税の潟市l i #1 I 寺に、その税制の上抗争

伐に応じて改定する 。

- 登記一一1.HI:¥'t住設定の登記を行う。

〈敷地要件〉

- 地域一一三大都市圏および政令指定都市の通勤圏。

+ #1 . 校一一おおむね2∞Om' 以上( 既成市街地は、おおむね叩OOm' 以上)

こ の 場 合 、 賃 貸 住 宅 の 家U は 土 地 質 分 は i l¥' t也料を計上するだけ で 、

i' .iI{ lI fi な 土 地 を 取 得 す る に 婆 す る 民 flIJ か ら の借 入 金 の 金 利 分 を 家 賃 に

よ り 回 収 す る 必 婆 性 が な く 、 地{i 簡 を 顕 在 化 さ せ な い 住 宅 供 給 方 式 と

; j - えます。

3  . ユ ー ザ ー の ニ ー ズ を 100%生 か し 、 公 団 の 技 術 力 を 100%生

か し た 住 宅 供 給

後 者 の グ ル ー プ 分 設 住 宅 は 、 J守家希望 l習 に タ ー ゲ γ トをしぼり、

公 団 の 標 準 的 な 住 宅 供 給 を 払 拭 し た 手 づ く り 住 宅 の 供 給 を 可 能 に し

て い ま す 。 公 団 の 技 術 的 指 導 と 助 言 の も と に 自 ら 作 成 し た 設 計 図 舎

を 使 用 す る た め 、 ユ ー ザ ー の ニ ー ズ を 住 宅 設 計 に ズ ノ ぐ リ 生 か し た 住

宅 供 給 制 度 と し て 評 価 を う け て い ま す 。 民 賃 制 度 に し ろ グ ル ー プ 分

機 制 度 に し ろ 、 公 団 が 昭 和3 0年 以 来 蓄 積 し て き た 住 宅 設 計 ・建 設 ・

維 持 管 理 と い う 多 方 面 の ノ ウ ハ ウ や 公 団 資 金 を 最 大 限 利 用 し て 計 画

をすすめることができる上、建設そのものを公団がｾ任をもって笑

施 す る た め 、 社 会 的 に も 住 宅 政 策 の 中 で の 公 共 住 宅 の 供 給 と い う 重

要 な 位 置 が 与 え ら れ る メ リ ットもあ ります。

4  . ス タ ン ダ ー ド 型 供 給 プ ラ ス 多 品 種 少 量 供 給 方 式

住 宅 供 給 は 住 宅 を 求 め て い る 個 人 の ニ ー ズ そ れ ぞ れ に 100 % フィ

y ト し て い る こ と が 望 ま し い こ と は 、 先 に 述 べ た グ ル ー プ 分 設 住 宅

の 評 価 が 高 い こ と か ら 判 断 で き ま す。 しかしある一定の家族構成、

収 入 水 準 、 職 業 等 か ら み ま す と 、 本 当 に 住 み や す い 住 宅 は ( と く に

プ ラ ン 構 成 を み れ ば ) 板 本 的 に 異 な っ た 万 を 越 え る タ イ プ に な る こ

と は 経 験 的 に あ り 得 な い こ と が 判 っ て い ま す 。 学 問 的 に も 、 い わ ゆ

る 住 ま い 方 調 査 に よ っ て い く つ か の パタ ー ン に 区 分 け が で き る こ と

が 知 ら れ て い ま す 。 そ の パ タ ー ン 分 け に よ っ て 公 団 が 過 去 に 具 体 的

に 笑 施 し て き た の が 標 準 設 計 シ ス テ ム で し た が 、 そ れ が 笑 際 の 運 用

面 で は 、 効 率 的 大fE供 給 の l時 代 で は 、 ほ ん の ひ と 握 り の タ イ プ に 集

約 し て 供 給 し た た め 、 選 択 の 余 地 が 全 く な い 御 仕 活 せ の 「 チ キ ン ゲ

ー ジ 」 と い う 批 判l を 与 え ら れ た も の と な っ て し ま い ま し た 。

効 率 的 大 量 供 給 の 必 要 性 の な く な っ た こ れ か ら の 住 宅 供 給 に お い

て は 、 過 去 の 極 端 な 標 準 設 計 の み の 供 給 か ら 脱 皮 し 、 本 当 に 住 み や

す い 住 宅 を 公 団 の お す す め 品 と し て 「 ス タ ン ダ ー ド 型 住 宅J とし、

併 せ て で き る だ け 数 多 く ( 立地によ ってその数は当然災ーなる ) のバ

リエ ー シ ョ ン 型 住 宅 を 用 意 し て 住 宅 供 給 を 行 う こ と が 必 要 と 考 え ら

れ ま す。 こ の よ う な 供 給 を す れ ば 、 住 ま い を 求 め る 人 に と って 選 択

の 可 能 性 が 与 え ら れ 、 取 捨 選 択 の 結 来 、 ス タ ン ダ ー ド 型 を 選 ぶ に

至 っ て も 、 住 み 手 が 選 択 過 程 の 中 で 自 ら 判 断 を 下 し た 、 と い う 満 足

感 を も た せ る こ と が で き ま す。 住 宅 供 給 の 中 で は 、 こ の よ う に 住 宅

というものに | 刻する 公 団 の 永 年 に わ た る 経 験 か ら 生 ま れ た 主 娠 を 段

り 込 ん だ 住 宅 を 供 給 す る 咋 : で 、 住 宅 を 求 め る 人 の 満 足 感 を 充 た す 方

法 を 織 り 込 む こ と が 必 裂 だ と 々 え ら れ ま す 。

ｾｌ 在、公団がすすめているバリエーション型住宅としては、 ｋｅ

P 住 宅 ( ひとくち メモ (2) 参州、プラン メ ニ ュ 一 方 式 、 ハ ウ ス プ ラ ン 選 択

方 式 の ほ か 、 一 団 地 に 十 数 タ イ プ の プ ラ ン を 用 意 す る な ど 、 さ ま ざ

ま な 試 み を 実 施 し て い ま す。

ひとくちメモ (2)

. K E P住宅

K E P とは、 明Kodan Excell ent int eri or  Pl anni ng system " の略称。

住宅生産の合理化 工業化の中で、住宅の相当部分をオープン部品によ

って構成するシステム。( 1) 多機性、 (2) 可変性、 (3) 互換性、(4) 合理性、 (5)

省力化の 5 つのメ リ y トを追求して おり、関西支社では、神戸ポートア

イランドで建設。好評を 1' - 9- している。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

大 成 建 設 株 式 会 社 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

専務取締役大阪支防長松岡照夫 取締役社長竹 中 統 一
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者都R市戸一1町⑦∞…O∞ω一O∞ω O∞O∞一一O∞O∞…∞…O∞ω…O∞ω O∞O∞…O

ヌ、瑚隠 σ  化仙仰政期恥(19叩 ) 川 の 江F 戸 は … 万 … ( 例c吋f 口U ンドわン刈刈8防5一ト日の吋市肘で恥いいた丸。そh O  

4均r> U  ¥SdJ 8  こには歌舞伎、浮世絵、狂歌など広汎な大衆文化が成立していたo それらに貨かれていた綿織を九鬼 8

- - 9  周造は、 rr いき 』の精進J ( 1930) で総理化した。川原氏は同奮の各パートが閉鎖系をなしていて、その O  

浮 世 絵 に み る

江 戸 幻 想 の 諸 相

川 原 綿 雄

〈柳〉 傾減の賢なるは此柳かな

一 見、客の言 いなりにな ってい るよ うで 、

実は76が強〈賢い傾城のような相ト一。

九鬼周造の 『いきの構造』の草稿ノートに

この美角の句がある 。九鬼は、柳に、従順さ

と頑なさというこ元性が相反祁i足的に調和し

た娼態を見ょうとした。それがいきの形相図、

諦めと意気地との関係に対応するからだ。 し

かし、草稿の柳についてのとても詳細な検討

は殆んど本文では採用されない 。

〈柳腰〉姿が細っそりして柳腰であることが、

「いき」の客観的表現のーっと声え得

る。

九鬼は、本文でこのように柳腰に言及して、

歌麿から文化文政にいたる美人画の典 型が、

懐月堂派の描いた丸l床をおびた元禄美人( 図

1  ) と異な っていることを指摘している 。

しかし、相1I腰というほ っそりとした姿態美

を追って浮世絵史を遡ると、錦絵創始の明和

の鈴木春信( 図 2 ) 、漆絵時代の奥村利信の和11

判、 江戸初期の遊楽美人図のいわゆる寛文美

人など頻繁に目にふれる 。相11 ) 臨も、元株美人

とは好対照をなすものの、やはり宝暦以降の

美意識に限 って評価したものではないことに

なる 。 この点『いきの構造j の本文で大きく採

り上げられた縦縞のように J 、江戸的なるもの

が上方文化 を圧倒した 中期以降の大都市江戸

に成立した愉とい った歴史的な裏付けを、柑111肢

には求められない 。九鬼が柑11に| 刻する詳細な

検討を本文では採 り上げ なかったのには 、一

つにはこのような 問題があったのかもしれない。

九鬼の柳への追求は、このあたりで途絶え

ているようだ。 しかし、海の向こうに学者で

はないが、柳についてある意味で・もう一歩踏

み込んでいた人物がいた 。

〈ウィロー〉 その装飾は線的で、完全に二次

元的で、細部は機式化された菅

や豆を想起させる 。また、流れ

おちる j戻の滴りのシルエットに

身を包み、あるいは線的な模様

で縁取られた、たおやかな女性

像を導入している点も、この派

の特色をよく表わしている (注

クラスゴ一派の代表者7 ッキントッシュは 、

26 也築と H 会 1984年 4 Jl ｾ［Ｍ

包 聞の脈絡が簿〈、開的な輸になっていることを批判しつつ、しかし九鬼の錦織を信頼しながら、 8  

s< それを動態的な梅造論へと再精築したいという抱負をもっている 。このエッセーは、その一環として、 Q  

O 浮世絵の中の「柳腰J と「縞J およびそれを表現する線の技法に着目し、その本質問ド日常界の美( 煽 5  

8  態・エロス) の日常化された織式的表現であることを論証し、これは非日常が日常化する「都市」とい R  

O  うムーブメン卜であ ったと論じ ている 。 子 。
δ  ところで、現代でも非日常界の美は、日常生活に過剰なまでに浸透しているが、そのような様式美を生 8  

8 むプロセスとは何如なるものだったのかo (疋田 正博) R  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

，_ . ・t ω ‘ . .".... 

初 JUI の夫人聞は、 I盟!H渦1尚町て

杷 ｦ捜 ｅ の ｪ皮主合が大き、い、、 。 Ａ懐世 ｪバ｝ＮＺ枇 ｾＺｉ Ｎ皮立繁阿 i !l:日郎日{花E十悦民+線望衣

1裳芸J 1凶8 C 初. ( 図 1  )  

、' =- ，.1. 

Jtt止加l以，jij にむ、柳腰がな場するが. 化政JYI のと比

べると、メルヘンチ 'l 7 なきゃしゃな幼い k 刊であ

る鈴木H j ， f i m狩J 18C '1' (図 2 )  

浮世絵を通して 日本の木造建築からヒン トを

得たことでも知られている ( 注 2 )。 彼の代表

作である グラスゴーの美術学校の 中に、彼は

ウィローというティールームをデザインした

( 図 3 )， ウィローとは柳のことである 。

上の紹介文は S . T.? ドセンによるものであ

るが、これを浮世絵から見なおすとマ ッキン

トッシュの意図が明確になる 。すなわちウィ

ローの流れおちる涙の滴りのシルエ ッ トとは

柳腰であり、様式化 された菅や豆とは、リア

ルとは決してい乙ない浮世美人の丸い 小 さな

手である 。線的な模様で縁どられた、たおや

かな女性像とは、正に彼女たちの着物姿と 言

えよ 7 。

マ ッキント ッシュがウィローを通して踏み

込んでいるのは、柳の線の問題である 。

彼が柳を象徴化するのに用いた線分は、下

端あるいは上端にゆるやかな曲線を伴 った垂

直にはしる直線である 。 どこまでが直線なの

か、どこからが曲線 なのか判然としない線分

である 。 そして、相11の枝と同様、 KJA分全体に

直線と胸中J2というこ元性の相反宇i I i 足的な微妙、

な均衡をみることになる 。さら に厳密にウボオ

リンガ一流に、アールヌーボーの韮のような

曲線 と対比し て説明することもできる。

斐のような 曲線の場合、私たちは線分を視

線で辿り、その H艮球の筋肉運動が蚊; 線的であ

るために、その動的ニ ュアンスを追体験する 。

一方、ウイローのような微妙な線分の場合、

私たちはまず線分全体をとらえ、無意識の内

に架空の直線を想定する 。 これと実際の線分

との比較において、直線らしいが笑は微かな

曲線であることを知る。それは、直線と 刷KJA

という 二 元性の微妙な相反と宇l I i 足性を脳裏で

再構成することで、厳しい平衡関係による線

分の li争的ニ ュアンスを 追体験していることに

他な らない。

〈縦縞〉 縦縞には重力と共に落下する小雨

や「柳僚」の軽味がある 。

この九鬼の縦縞論の再解釈を試みよう 。

ｦ 皮は縦ｫＮ ￬ｾｾ を無機的で州象的なものとして、

論を進めている。しかし私は、縦縞の着物そ

のものではなく 、女の体にまとわれた縦縞の

着物に九鬼が着目していることを指摘したい 。



柳腰に縦約の着物がまとわれた場合、裁断

の無機的な直線と肉体のほのかな丸味の有機

的な曲線とによ って、相反補足的は調和が現

出する 。その時、縦縞の一本一本は記号表現

としてウィ ローと同様の線分となり 、その効

果を高めるのである 。

縦縞の着物もまた 、女の身体をときには隠

しときには際立たせる 。 したがって その意味

内容は、九鬼が身体の透ける橘杵などのうす

ものに見出した肉体への通路封鎖と通路開放

という、l j ] i] t I Ei をめぐる 二元性に通 じるのである。

〈線描〉 都市美人は線が細い(私凡)。

美人画の線摘にあらわれたウィローの線分

( これをいきの線分と H乎ぼう) に治目したい。

元禄美人を描いた懐月堂派は、版画に反抗

るにいた って 、初めていき の線分が全体的に

効果的手法として使われたのてがある 。

そこでは、蚊屋や| 母子の桟、櫛や髪ざしな

ど、現実の垂直線や幾何学的曲線との対比に

より、いきの線分の繊細な曲率を映えさせる

という考え抜かれた椛図も展開されている( 図

4  )。

人物描写におけるいきの線分の記号表現は、

役者絵にしては誇調のない盟国のスナ ップ写

真のような画法の中で大系化されて様式化し

た。芸術的には、形式主義に堕したと言われ

るのは、このあたりである 。 しかし、盟国は

女形の姉写をへて、伝法肌の今様美人( 図 5 )  

というどこか同性共有のにおいのする新たな

二元性相反中i I i 足的な意味内容の構造をもっ魅

プをテレビで知るように、 江戸小町は人気の

女形を其似る 。 それが新たな今様美人を生み、

絵師は再び新たな特集を組む。処女に娼婦に

淑女に悪女。そんな謡の文句のような美人画

の意味内容の変化に従い、 記号表現の構 造 が

変更したり尖鋭化する様は 、今も菅もかわり

ない 。茶化粧品会社の C Mコピーを待つまで

もなく、女性の美しさは都市の一部であった。

(注 1 ) S .  T ・7 ドセン ( アール ・ヌ ー ボ ー )

(注 2 ) 平凡社版世界大学i1H呼 応階努倒 千 足

イ'1' 行訳

( カわはら いくを 乃村工制タリエイテイ ブセンタ1

ー ・プラン ナー l  

"'7 '，/ キント γ シュのデザインしたウィロー ・ティー ルー 化政 ｊｕｊ の坪 ｊｉｉＺｉＮｾｾ 人は柳腰でＮ肥恨 の 度合が小さい絢 ｬ い線てＢ ｾｴＧ ￎｉ かれている ｽＧＨＮ多川 Ｚｬｫｬ ｦＮｾ I財人1(") 存之lχIJ 19  

ムの瓜. ifiUl おちる i商りのような線と陣式化された官は、

柳腰の浮世絵夫人からの ill 也! であるといわれている

( 図 3 )  

して肉 i i' t阿への同執を示した。，ti1交の線阿は

力強く、太い刺lいという 11巴痩の度合を大きく

して絵師のω次や乍致の流速を表現しようと

した。一方、いきの線分はその繊細な形が命

である 。7!? 長や歌麿はそこに細心の注意を払

い、彫りと抱りの偉大な技術向上の上に肥痩

の度合の小 さい多彩な線分を展開させた ので

ある 。 "欽l室、の美人大背絵には、はえ際の姿の

一本一本までが姉かれている 。

勿論、いきの線分にと って 技術の向上は必

要条件ではあ ったが十分条件ではない。

明手[ J のポ信の頃には 、いき の線分の効果的

使用は、下半身の垂れるポ衣にＮｦ Ｑｕ ｬｉＧＮな Ｉｦ ｾ で ａ 見

られるのみである 。おっとりとした少女のよ

うな容貌には 、い きの線分は似今わない( 図 2 )。

ギ笑、菱川宣伝以降の王朝文学的な告f情性

の内に大和絵的表現を求める，ぶ向性か ら、九

鬼の主張する焔態を質量因とするいきを求め

る志向性へと移行して、艶っぽいi ，' i長美人ゃ

うりざね顔て' きり っとした; 欣! 隆美人が出現す

惑域へと辿りつくのである 。

〈都市〉 女性の美しさは、都市の一部です。

九鬼は、大都市として成立した中期以降の

江戸に、いきの構造をみようとした。しかし

彼は縦紛を論じるとき女の身体にまとわれて

いることを立図的に無視し、平行線という校

機についての l符態論にとじこも っていた。そ

れゆえ将11については、縦前九との深い I共JA を予

感しながら本文では伶てさるを符なか った。

それは、 f皮が行11I 打という動t!!: を11巴える枠組l を

特 っていなか ったということではないか。目11

市現象としてのいきは記号表現の構造と ｦｪｾＱ 床

内容の椛iit という次元を具にした両輸の剥|来

的交錯を伴った加速関係であ ったと私は々え

る。JJII 速を可能にしたものは、非日常的な魅

惑の数々を組織化する市場社会であり情報社

z である告II r! i そのものである 。

美人間、役者絵、そして春闘。浮世絵の流

通が江戸のマスメディアであったことは言う

までもない。現代の女性が紋新のメイクア ッ

守
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中後 ｊｕｊ の Ｑ 主 将 絵隊式的完成 者歌川口 同町「今機ｾ人 ｻｾｊ

fi，'I; 肌という少し 男っぽい ニュアンスに、 いきの線分ヵ、

制 Ｇｊｾｈ ｬ Ｈｊ にＨＡｬＡわれている。 Ｈ図 Ｕ )  
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こざ、っぱりの美意識

うるおいのある街づく りや 町 並み 長 観 の 改 善 がl喧 伝 さ れ る 昨 今 で あ る 。 し か し 、 う る お い と は 何 かとか、

望 ま し い 景観 と は ど の よ う な も の か と い う 議 論 に な る と 、 俄 然 イ メ ー ジ が 貧 困 に な る 。 そ こ で 調 和 と か

統一性とし、った 概 念 が も ち だ さ れ る わ け だ が、 そ れ が 何 を 指 し て い る の か 疑 心 暗 鬼 が つ き ま と う 。

日本人は調和 とか統一性といったことよりも、 「見苦しくなくこざっぱりしている J こ と に よ り 明 確 な

け ん 句 人

イ メ ー ジ を も っ て い る 。 絢欄 豪 華 で は な く て も 、 汚 れ や 破 損 が な け れ ば さ っ ぱ り し て い る し 、 風 呂 に 入

っ て 着 替 え る だけ で も さ っ ぱ り す る 。 こ の よ う た さ っ ぱ り と は 手 入 れ ・整頓がいきとどいているときや、

ま た そ う し た 状態 に 変 化 す る と き に 感 じ る 美 意 識 で 、 定 常 的 状 態 に 対 す る 美 意 識 で は な い よ う だ 。

自 分 の 家 の 中 や 家 の ま わ り は 、 掃 除 や 修 理 、 色 め塗 り替えなど で こ ざ っ ぱ り と す る こ と がで き る 。 と こ

ろ が町並 み 景 観 や地 域 的 な環境になるとそれまし、かなし、。せいぜい美化運動て放置看板を撤去したり掃

除 し た り す る ぐ ら い が 闘 の 山 で あ る 。 そ こ で 調 和 と か 統 一 性 と い っ た 定 常 性 を も っ た 美 意 識 が も ち 込 ま

れ る わ け だ が 、 ま だ 確 固 と し た も の に は な っ て い な い よ う で あ る 。 ( K . N )  

土 木 と 建 築

近 未 来 の 都市 で は 、 土 木 構 築 物 と 建 築 の 領 域 が さ ら に オ ー バ ー ラ ッ プ す る で あ ろ う と 予 il[l l される 。 大 阪

市 で 阪 神 高 速 道 路 の 高 架 下 に 船 場 ビ ル がつ く ら れ た の は 、 も う 10数 年 前 で あ り 、 そ の こ ろ か ら こ の 予 iJll l

は 、 そ う と う な リ ア リ テ ィ を お び て き て い る 。 に も か か わ ら ず 「 土 木 」 と 「 建 築j と い う そ れ ぞ れ の こ

と ば と 、 こ れ に あ ら わ さ れ る 行 政 や 生 産 の し く み は 、 容 易 に 融 合 し よ う と し て い な い の が 現 実 で あ る 。

と く に 建 築 家 の 土 木 構 築 物 に 対 す る 発 言 の 弱 さ が 、 そ の 一 因 に な っ て い る と い っ て い い 。都 市 内 の ハ イ

ウ ェ イ は 巨 大 な 土 木 構 築 物 て 、 は あ る が 、 そ れ を 椛 成 す る 断 面 デ ィ テ ー ル は な に も 建 築 家 が 拒 否 反 応 を お

こ す ほ ど の ス ケ ー ル で は な い じ 、 横 断 歩 道 に い た っ て は な お さ ら で あ る 。ハ イ ウ ェ イ や 横 断 歩 道 の 存 在

の 是 非 と い っ た 本 質 論 は 、 ま た 臭 っ た 次 元 で 把 握 し な け れ ば い け な い と し て も 、苛酷な各動桁: i l l に万全

で 、 そ の う え に 建 築 家 の も つ デ ザ イ ン の 目 と い う フ ィ ル タ ー を ろ 過 し た 美 し い ハ イ ウ ェ イ や 縦 断 歩 道 が

あ ら わ れ て よ い 時代 だと考える。

「 大 学 に は 土 木 工 学 科 が あ り 、 建 築 学 科 が あ り ま す 。 こ う し た 建 築 教 育 の し く み に ま で さ か の ぼ って 々

え る 必 要 が あ り ま す ね ん 先 月 対 談 し た 建 築 家 K 氏 の こ の こ と ば が 印 象 に の こ っ て い る 。 ( T . S )  

無 題- 4

サ ラ エ ボ の つ ぎ は ロ サ ン ゼ ル ス オ リ ン ピ ッ ク 、 ロ ス が 終 れ ば 神 戸 ユ ニ バ ー シ ア ー ド と 国 際 的 な 新 人 の 祭

典 が 、 い よ い よ 神 戸 に や っ て く る 。 大 会 の た め の 会 場 整 備 や 建 設 は 今 が 最 盛 期。 そ れ ら の い く つ か は こ

の秋からのリハーサル大会に備え、 10月 に は あ い つ い で 完 成 す る 。私 た ち が 設 計 に 参 加 し た の は 、 大 会

の メ イ ン 会 場 と な る 神 戸 総合 運 動 公 図 の 陸 上 競 技 場 て ¥ 東 京 の 国 立 競 技 場 に つ ぐ 規 模 を も ち 収 容 人 以 来J

6 万 人 。 公 園 内 施 設 の 意 味 か ら も メ イ ン ス タ ン ド は 隣 築 物 で あ る が 、 パ ッ ク ス タ ン ド は う ま く 地 形 を 利

用 し た ス タ ン ド と し 周 辺 地 形 と 一 体 化 し た 競 技 場 と し て 設 計 を 進 め た 。

1985年 ユ ニ バ ー シ ア ー ド 大 会 の 会 場 と し て 神 戸 に 決 定 し た の が 昭 和56年 11 月 末 、 ポ ー ト ピ ア が 成 功 の う

ち に 幕 を 閉 じ た 3 ヶ 月 後 の こ と で あ り 、 は や く も 神 戸 市 は つ ぎ の イ ベ ン ト を 発 表 し た の で あ る 。 ポー ト

ピ ア で 謄 か れ た 腕 ま え は 今 回 も い か ん な く 発 婦 さ れ 、 資 金 面 も 早 々 と メ ド が 立 った と か 、 経 済 波 及 効 率

は ポ ー ト ピ ア 以 上 と か 、 す ご い 勢 い で あ る 。 総 務 財 政 担 当 の 笑 行 委 只 で も あ る 富 岡 神 戸 市 助 役 の お 話 し

の 中 に 、 ポ ー ト ピ ア も ユ ニ バ ー シ ア ー ド も 同 じ で 、 イ ベ ン 卜 を 通 し て 街 づ く り を 進 め て ゆ く ・・・・・・ 。 H と

た い へ ん 強 く 印 象 深 い お 言 葉 が あ っ た 。 ( H . T )  

インテリア・コーディネーター

通 産 省 、 住 宅 産 業 局 の 肝 入 り で 新 し く 「 イ ン テ リ ア 計 画 に 係 る 消 費 者 相 談 業 務 に | 刻 す る 知 識 j止 び 技 能 審

査 事 業 認 定 規 程 」 に よ る イ ン テ リ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 資 格 試 験 制 度 が 発 j忌した 。 第 1 回の 1 次 試 験 が

3 月 18 日、 2 次 が 4 月22 日 で 、 公 的 な 肩 書 き と し て 「 イ ン テ リ ア コ ー テ イ ネ ー タ ーJ が 生 ま れ る の は 多

分 こ の 夏 頃 と 思 わ れ る 。 こ の 制 度 の ね ら い は 、 冷 え 込 ん で い る 住 宅 産 業 の 活 性 化 と 、 街 の イ ンテ リ ア シ

ョップ の 宿 主 を は じ め 、 こ の 業 務 に 従4 す る 方 々 の レ ベ ル ア ップにあると 聞 い ている 。

こ の ね ら い は ま こ と に 結 構 な こ と で 、 家 を 挫 て よ う と す る 人 や 、 改 造 を 考 え て い る 人 は 、 多 額 の 山 1'1を

する 。 し か も 簡 単 に や り 直 し が き か な い か ら そ れ な り に よ く 勉 強 し 、 場 合 に よ って は 消 11者 の 万 が 街 の

イ ン テ リ ア 庖 の 説 明 に 満 足 し な い こ と が 起 って い る か ら だ。 こ の 資 格 制 度 が で き た か ら と い って 急 に レ

ベ ル が 高 く な る と は 限 ら な い が 、 今 回 の 発 足 が 業 界 に 投 じ た 波 紋 は 意 外 と 大 き し 、 。 こ の よ う な 資 給 制 皮

は 省 庁 局 の 別 に よ っ て 建 築 関 連 だ け で も い く つ か あ る が 、 こ の イ ン テ リ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー のイ干資料者

が 、 ね ら い 通 り に 十 分 に 機 能 し て 消 費 者 の 役 に 立 ち 、 社 会 的 地 位 の 向 上 に つ な が り 、 盟 か な 収 入 が 符 ら

れ る よ う に な る よ う 願 っ て い る 。 ( T . 0 )  



特集

建設産業とロボット開発

もう、すでに工場だけでなく、

身 近 な 生 活 施 設 へ の ロ ボ ッ 卜の

ア イ デ ア を 募 集 す る 段 階 に ま で

社 会 が 達 し て き た 。

当 然 、 わ が 建 設 産 業 に あ っても 、

多 く の 工 事 現 場 で ロ ボ ッ トイじされてよいものが、

開 発 さ れ て き て い る し 、 開 発 さ れ よ う と し て い る 。

本 号 で は そ う し た

現 段 階 に お け る 建 設 産 業 、 と く に 土 工 ・施 工 ・ 維 持 管 理 面 で の

ロポ ッ ト 化 の 背 最 と 開 発 現 状 を 紹 介 し 、 あ わ せ て

そ の 将 来 展 望 を さ ぐ ろ う と し た 。

総 論

建 設 産 業 と ロ ボ ッ ト開発/ 奥 田 修 一

各 論

建 設 工 事 の ロ ポ ッ ト化の現状

. 土 ・杭 工 事

水 中 捨 石 な ら し 機/ 成 瀬 俊 久

トンネ ル 用 自 動 削 孔 ロ ボ ッ ト/ 藤 島 政 治

杭 の 自 動 打 込 み 管 理 装 置/ 平 沢 要

. 鉄筋コ ン クリ ー 卜工事

コ ン クリ ー 卜水平ディストビューター/ 高 橋 正 明

ダム用コ ン クリー卜パケ ッ トの無線開閉制御/ 永 井 傭 三

コ ン ク リ ー ト の 自 動 締 固 め 工 法/ 毛 見 虎 雄 ・平 賀 友 晃

鉄 筋 の 高 能 率 自 動 カ、ス 圧 接一 複 数 継 手 同 時 圧 接/ 横 川 孝 男 ・村 上 保 之

. 鉄 骨 工 事

鉄 骨 の 自 動 溶 接/ 夏 目 光 尋

建 設 知 能 型 ロ ポ ッ トS S R- Z / 庄 川 選 男
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総論

建 設 産 業 と ロ ボ ッ ト 開 発

奥 田 修 一

最近のエレクトロニクス技術の著しい進歩は O A、 F A をはじめホビーまでさまざまな形でわれわ

れの生活に着実に浸透し、影響を与えてきている 。この大きなうねりは今後も確実に進行し、深〈、

大きな変化を社会全体にもたらしていくものと考えられる 。

すでに製造業においてはこのエレクトロニクス化の波は F A ( ファク トリーオートメーション ) とい

った形で生産工場に大きな影響を与えてきており 、NC工作機、産業用ロボ ッ ト、 CAD/ CAM、F MS

と次々に新技術が工場に入り込み、人にかわって生産の主役になろうとしている 。

建設産業においても管理業務や構造解析などでは早くからコンビュータが利用きれ、設計における

CAD システムや、部品レベルでのCAD/ C A Mが実用化の段階に入るなど、いわゆる OAや F A に近

い部分ではエレクトロニクスの利用がはかられてきている 。しかし 、従来労働集約型といわれてきた

現場施工の分野においても建設機械の自動化、ロボ ッ ト化に手がつけられてきており、新たな C A( コ

ンストラクションオートメーション) とでもいうべき動きが始まろうとしている。建設省においても

エレクトロニクスを建設事業に適用し、安全性、生産性、品質 ・精度の向上をはかるため、総合技術

開発プロジェクトの課題として「エレクト ロニクス 利用による建設技術高度化システムの開発」をと

りあげ、昭和58年度から 5 ヵ年計画で研究開発に着手している 。

ここでは、製造業における F A化の現状と、建設産業におけるロボ ッ ト開発の背景、現状および今

後の展望などについて概観するとともに、建設省のプロジェクトの内容について紹介する 。なお、狭

い意味でのロボ ッ トにこだわらず、広〈自動化までを含めて考えてい く。

1  . 製 造 業 に お け る F A化 の 現 状

製造業における F A化の波も、その源流をたどればエレクトロニクス技術の著しい進歩が背景とな

っている。 1 C の発明により M E ( マイクロエレクトロニクス ) 時代が始ま ったわけだが、その後も

L SI 、超L SI と集積度、性能の飛躍的な向上が続けられてきている ( 表ー 1 )。 これにより、機械の制

御方法が著しく向上し、高度成長期の画一的な大量生産システムか ら、市場ニーズの多様化や変動に

表ー 1 半導体技術革新の歴史

基( 電本子ハ宮十ー ド ウ エ ア
真( 第 1空世代管)  

トラ ンジス タ
マイクロエレクトロニクス時代

算機の世代 ) ( 第 2 世 代
I C ( 第 3 世 代) L S I  ( 第3. 5世 代) 趨 L S I ( 第 4 世 代 )

時 代 明治40 (1907)  - H召和30 (1955)  - 目白和40 (1965)  - 昭和45 (1970)  - 昭和55 (1980)  -

複雑さ ( 紫子の数 ) l 個 l 引自 30- 50個 1，000- 10，000個 数百万個

能 力 (メ モリ換算 ) 1 ピ ッ ト以下 1 ビッ ト以下 10ピッ ト 4，000ピッ ト 数百万ピ y ト

与 え る イ ンパクト

ラ ジ オ

トランジスタラジオ

人 工 衛 昼

? イクロコンビュータ F S コンピュータ

テ レ ピ コンビュー タ

10cm角の立方体に入

4  - 5  - 150 500万 1  i意 数十億~百億

る 数 部 品 換 算)

資料 : ( 財) 日本情報処理附発協会 r.." イクロコンビュータの廠用に与える彬容調公報告el!f J より

図- 1 FA機器の普及率
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対応した多品種少量生産システムへの急速な転換がなされてきている 。

「日経メカニカ j レ」の行ったアンケート結果から、機械工場における F A機器の普及率を 図ー 1に示

ロボ ッ トについては 36すが、工作機械については N C化がかなり進んで定着した技術となっている 。

% の工場が導入をはかっている。いまのところ単体利用が多いが、自動生産システムに組み込んで使

システム技術である C A DやF MS の導入はまだ 1 0 %台で用している例も登場しはじめている 。一方、

あるが、生産システムを全体として高度化していくために必要な技術であり、今後も伸びが期待され

る。

目的別の満足度でみると項目ごとに若干F A化の効果についてはほとんどの工場が認めているが、

ロボ ッ ト( 図 - 2 )。また、今後の F A機器の導入についての意欲もきわめて高〈、の差がみられる

市場の動向をみても、 1990年には 5 千憶を超す市場になることが予測されている 。

製造業における F A化成功のポイ ン トは、投資に見合う仕事量を確保すること、前後工程との連係

これは建設を円滑にするなど工場全体をシステムとしてとらえる必要があることといわれているが、

ロボ ッ ト化を考えていくうえでも参考になる 。業における自動化、

ロボット化の背景2  . 建 設 産 業 に お け る 自 動 化 、

1  . で述べたような技術的な進歩とともに、ロボ ッ ト化の背景としては、建設産業における自動化、

受け入れる側の建設産業の抱える安全性、労働者の高齢化、生産性などのいくつかの間題点があけ‘ ら

れる 。

まず、安全性の問題についてみてみると、建設工事が現場作業であり、土庄、水圧、空気圧を受け

ビルなど高所での作業、あるいは重機を用いての大土量、る深所やトンネルでの作業、ダム、高架橋、

大重量を取り扱う作業など危険を伴うものが多い 。国一 3 の死亡労働災害発生推移をみると、安全管

理の徹底により年々死亡者数は減少しているものの、全産業に占める建設業での死亡者の割合はここ

これは、建設産業従事者が全産業の約 l 割であることを考える4 割強を占めている 。数年変わらず、

F A化満足度( 単位%)

とかなり高い率とな っており、また、死傷者数に対し、死亡者数が多いのが建設業の特徴とな ってい

このため、就労者の危険作業からの解放による安全性の向上が強〈望まれている 。る。

つぎに、建設労働者の高齢化の問題がある 。ベビーブームによる団塊の世代に代表される年齢別人

口構成のいびつきから、今後かつてない急速な高齢化が予想され、労働力の内訳においても若年層に

対する中高年層の相対的な増大が進んでいくものと考えられる 。図- 4 の主要職種別平均年齢推移に

示すとおり、建設業においても労働者の高齢化はここ数年来着実に進行している 。 また、高学歴化に

よる若年労働者の建設現場への入職低下などを考えると、現在の 4陵性的な技能労働者不足は今後一層

死亡労働災害発生推移図- 3

このため、若年層が魅力を感じるような作業環境、あるいは高齢者で深刻化するものと予想される 。

ーど十三;;:

主プ22腕 手

も危険のない、負担の少ない作業環境をつくりだすことが望まれている 。
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つぎに、生産性に関しては、ここ十年来建設業における生産性の低迷が指摘されている。 図 - 5 に

昭和45年を 100 とした建設業と製造業の労働生産性の推移を示すが、製造業においては、ここ 10年間

に生産性を約 2倍に伸ばしているのに対し、建設業はほぼ横ばいにな って いる 。こ れについては、生

産性そのものの算出、評価方法についての議論や、建設業の労働者の吸収調整機能など別 の側面もあ

るが、製造業、とくに輸出産業においてはこの 10年、自動化、省力化に対し徹底した努力を払 って生

産性向上を図 ってきたこともまた見逃せない 。 また 、 1 . で述べたように製造業においては 、今後も

F A化 に対する努力が続けられていくものと思われる。

建設業においても第一次石油ショ ック以前の高度成長期には機械化施工により大きく生産性を向上

させている 。このため、今後新たな形で自動化、ロボ ッ ト化を進めることにより、一層の生産性向上

がはかられることが期待されている 。 また、 図 - 6 に非製造業における今後のロボットの需要動向調

査によれば、建設業は原子力、医療 ・福祉、農業などとともに ロボ ッ ト開発の重要性の高い分野にあ

げられている 。このように、建設産業側の事情もエレクトロニクス導入に対する強いニーズを示して

いる 。

3  . 建 設 産 業 に お け る ロ ボ ッ ト 化 の 現 状 と 問 題 点

現在、建設産業におけるロボ ッ ト化は、建設機械の部分機能の自動化とい った段階のものが多いが、

最近はかなり高度なものも開発されつつある 。個々の詳細な説明は次章以下にゆずるとして 、ここで

は代表的な例について列挙する 。

まず、土木工事関係では人の近づけない箇所での作業を行う海底調査ロポ ッ ト、リモコン水中ブル

ドーザやラジコンショベル、危険な箇所や苛酷な作業環境下での作業を行う橋梁塗装ロボ ッ 卜、ト ン

ネル工事におけるさく干し作業用ロボ ッ ト、コンクリート吹付ロボ ッ ト、ケーソンにおける機械掘削シ

ステム、シールド工法における各種制御システムなどが開発されている 。

建築工事に関連する自動化、 ロボ ッ ト化の例としては、工場内での鉄骨溶接ロボ ッ トや鉄筋自動加

工システム、地中連続壁の自動制御システム、スライデイ ングフォーム自動化 システム、タワークレ

ー ンブーム衝突防止システムなどが実用化されているほか、最近では耐火被覆吹付ロボ ッ トやコンク

リー卜水平ディス卜リビュータが発表され注目を集めている 。 また、実現には至 っていないが、日本

産業用 ロボ ッ ト工業会で中高層建築内外装組立自動化システム、鉄筋組立て作業労働安全 システム、

建築用コンクリー卜打込型枠のハ ン ドリング組立自動化などの先進的な研究成果も発表きれている 。

維持保全の分野では、高層ビルの窓清掃や橋梁の自動塗装、また小規模だがユニークなものとして

空調ダクト清掃ロボ ッ トや自走式の外壁タイルはく離検知器などが開発されている 。

特殊な分野では、現在注目を集めている原子炉の解体がある 。運転を終了した原子炉の炉心近くは

残留放射能の影響で人が立ち入 って作業できないため、解体にあた っては遠隔操作が必要で、、このた

めの技術開発がなされている 。

これらの自動化、ロボ ッ ト化に関する技術開発の目的について、 1983年 3 月に建設省においてとり

まとめたアンケート調査の結果からみてみると、 図 - 7 に示すとおりであり、建設産業側のニーズに

対応し ている 。

また、同調査から、工種別の自動化技術開発件数をみてみると、シールド、ト ンネル、基礎とい っ

たところが多くな っており、省力化もさることながら、やはり安全性や作業環境とい った要素が強〈

読みとれる ( 図 - 8  )。

つぎに、自動化、ロボ ッ ト化を考えていくにあた って、製造業とは異なる建設業の特殊性に起因す

るいくつかの間題点についてみてみる 。

まず、建設工事 は現場作業が主体となるため、振動や挨、温度変化や風雨に対する配慮が必要で、あ

り、また工事現場がその都度移動するので運搬が容易なように小型軽量化が望まれる 。同一工事現場
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内であっても作業箇所が常に移動するので作業をするホ腕。だけでなく、移動をするためのホ足。が

必要となり、足場が必ずしも良くない現場内で位置ぎめを行う困難きが伴う 。

作業単体についてみてみると、ひとつの工事現場で必要とされる作業の種類が非常に多いので、個

々の作業での付加価値が低〈、また繰り返し' 性が少ないこともあり 、工程との関述から設備穣動率が

低いといった問題点がある。

ハンドリング重量が大きいといつことも建設工事での大きな特徴となっている。

このほか、建設業における生産は単品受注生産であり、周辺環境や、地形、地質等の条件もその都

度異なるので、規格化、標準化が困難な面がある 。

また、計画、設計、施工、維持保全とそれぞれ実施主体が異なることが多いため、施工、あるいは

維持保全部門での情報が設計にフィードパックしづらく 、計画、設計段階での施工や維持保全の効率

化に対する配慮が必ずしも十分で‘ ない 。

以上のような問題点を克服して自動化、ロボ ッ ト化を進めていくためには メカ卜ロニクス関連の

個別技術の問題点を解決していくのはもちろんであるが、建設業そのものについてもその生産形態や

産業構造についての見直しを行い、将来の方向を採っていく必要がある 。

4  . 今後の技術開発

建設産業における自動化、ロボ ッ ト化についてはやっと緒についた段階であり、当面は建設機械の

部分的自動化や単一の作業工程の自動化、危険な作業、苛酷な環境下での作業の自動化に関する技術

開発が中心になっていくものと思われる 。 これとともに、将来の本格的な自動化、ロボ ッ 卜化へ向け

ての基礎となる技術開発、すなわち作業の標準化、 システム化などのソフト面あるいはセンサやアク

チュエーク開発などのハード面での技術の蓄積が必要で、ある 。 これらの基礎の上にはじめて生産性向

上に向けての本格的な技術開発の段階に入っていくことが予想される 。建設分野でのロボ ッ ト化課題

を日本産業用ロボ ッ 卜工業会の行った調査を参考に 表 - 2 に示す。

つぎに建設省のプロジェク卜について紹介する 。建設省では、建設行政を推進するうえで重要性、

緊急性の高い大型の建設技術に ついて総合技術開発プロジェク ト ( 総フ。ロ) として取り上げ、 1 テー

I  遺伝技術へのエレクトロニクス利用に関する研究 (58- 59)  

建段技術へのエレク卜

ロニクス利用条件に関

する研究

- エレクトロニクスの建政

工程への適用条件に関す

る研究

・建股技術高度化システム

のフレームワークの検討

事業環境の特性分析

. 作業環境の特性分析

II エレクトロニクスを利用し

た要素技術の開発

(59- 62)  

Ｍ 各種苅象 ｾｉｊ システムの開 発 ｼ ・ エレクトロニクス適用建絞
技術および機器仕微絞定

III 建駁技術高度化システムの

開発

( 60- 62)  

高度化システムの評価

に関する研究

高度化システムの開発

E平価指棟の松定

E利面手法の開発
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図- 9 研 究 開 発 フ ロ ー (  ) は研究年度

表- 2 建 設 分 野 に お け る ロ ボ ッ ト 化 課 題

1  高層ビノレ等主主方設y 現作ト場打業 においてポ ?  住宅建設現場でクロス貼り内装 17 港湾工事等における圧気ケーソ

J レト締め、 ベ ち行 溶接主主 作業を行ワロポ ント ン中で綴削作業等を行フロポ ッ ト

裟などの鉄骨建 を つ ロ ポ

ット

2  ピノレ等建殺時に用いる足場を組 10 不物宜砕要移のし動内たとなった鉄筋コンクリート 18 垂直大口径坑の掘削時 、孔底に

み立て、分解するロポ y ト 建 都あるいは外部において たまるスライムを除去するロポ y

適 しつつ等 コンクリートを ト

圧 り 鉄 筋 を 切 断 し 、 建 物

を解体するロポ ッ ト

3  建 設 土木工ｩＮＩｾ現場においてコ 11 一般家屋の基礎工事現場で、ホ 19 トンネ 業ル障、工害採を事行掘物現場、地下採鉱現

ンク リー トの突き 1;51め作業を行う ースをも って移動しながら型枠の 場 な ど で 物の収集、移紙作

ロポ ット 中にコ ンク リートを流し込む作業 業 出人や を避けながらのず

ロポ ッ ト りしイ乍 7 ロポ ッ ト

4  高層ビ J レ等建組本年設産現みに場付業「において 行 12 たとえ l i 規グ格ラ2 X 4 工法などの建 2 0 石油タン5役る夕6年}  、L NG タ ン ク 等 の
内外装パネルの け作業を 築 現 で 、 化された昔日材やパ 溶接、お 部の検査を行う

つロポ y ト( 日 用ロポ ッ ト ネl レ場をプロ ムどおりに組み立 ロポ y トよf 按忠業用ロポ ッ ト工

工業会が昭和53年 中高層主定主築 てるロポ ッ ト 業会が昭和L Jl 且主三 事業として研究

内 外 義 組 立 自 動 化 シ ス テ ム 策 研 を行ってい

究J として研究を行 っている

5 建物の外明面の吹き付け作業作作 13 シール工法等によるトンネル作 21 鉄塔や修鉄業it骨{用乍ifij 梁のサピ務とし、再

タイル ・モルタル貼り シー J レ 業現場において 鋼製あるいは鉄 和主主4産 相i 業を行うロポ ッ ト

業、クラ y クの点検補修などの 筋コンクリート製のセグメント組 日本産 ロポ ッ ト工業会が昭

mを行うロポ y ト み立て、覆工作業を行うロポ ッ ト 53 年定 に 梁塗装自動化システ

ム 策 研 究J として研究を行って

いる

6  ビJ レ床面のタイノレ競り、左官イ士 14 NATM工 法 等 に よ る ト ン ネ J レ 22 交通量の多い道路などで、路面

上げ等の作業を行うロポ ッ ト 作イの寸業作け現場においてコンクリート吹 修理、線引き等の作業を行うロボ

、ロ ックボルトの打ち込み等 ッ ト

装を行つロポ ント

7  ピル等建設現場で、冷暖房接グ用ラ・自己 15 土木工事現場、鉱物資源採搬現 23 上下水道等に用いる大口径管の

管、ガス配管笥・の鋼' [ 1 " 聞をきi容 検 場等においてダイナ7 イト充てん ハンドリング、ジョイント苦11の 接

作したり、またその周 に ス 用穴あけおよび充てん作業を行う 合、埋設等の作業を行う ロポ ッ ト

ウール等の断熱材を巻 つけ、ｲＮＧｾ ロポ y ト

定する作業ロポ y ト

8  ピ1レ織等内建設現場において 、配 管 16 土木工事現場、鉱作物ク業す資i師、採掘現

部品、 装材塁手の世 Ｇｾｭ 物を魁けな 場等において、発破 後、残存

が ら 挫 す る ロ ポ ッ ト 火薬の有無をチェ ッ るロポ ッ
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マについて国費 3 - 5 億円を投じ、 5 年がかりで産・学 ・官の協力体制のもとで研究開発を進めてい

る。58年度からはこの総プロの一環として、最近著しい進歩を遂げているコンビュータやロボ ッ ト等

のエレク卜ロニクス関連技術を建設事業に適用すべ< Iエレクトロニクス利用による建設技術高度化

システムの開発」に着手している 。

このプロジェクトの研究開発計画は 図 - 9 に示すとおり大きく 3 段階に分かれている 。

第一段階は、建設技術へのエレクトロニクス利用に関する研究で、建設事業の特性に関する研究と

建設技術へのエレクトロニクス利用条件に関する研究が行われる 。

ここでは、建設資材の生産・流通形態、建設労働者の職種別、年齢別、熟練度別の構成や動向、高

所、深所、圧気中等さまざまな労働環境における作業実態、施工技術の現状等建設事業の実態を調査

し、技術的に改善すべき分野、エレクトロニクス関連技術を適用すべき分野を検討、抽出する 。

一方、エレク卜ロニクス関連技術 ( コンピュー夕、センサ、レーザ一、リモコン、ロボ ッ 卜等) の

作動特性、能力、性能、容量等についても調査を行い、これらを総合してエレクトロニクス利用によ

る建設技術高度化の全体的な枠組みを検討する 。

第二段階は、エレクトロニクスを利用した要素技術の開発ということで、第一段階での検討をふま

えて道路、橋梁、堤防、建築物等の各種対象別、設計、施工、維持保全の各種工程別の個別システム、

あるいはその部分的要素となる個別技術や機器の開発を行う 。 ここでは、コンビュータ利用の施工管

理システムや、建設施工ロボ ッ トなど、具体的な問題が取り扱われることになる 。

第三段階は、建設技術高度化システムの開発ということで、第二段階で開発する個別のシステム、

技術、機器について、安全性、適用性、経済性等の観点から評価する手法を開発するとともに、個別

システム、個別技術を総合し 、設計、施工、維持保全を通じて、有機的に機能する高度化システムを

開発し、適用のための基本方針を確立する 。

以上が研究開発計画の概要であるが、これを実施する体制としては 図一 10に示す委員会を組織し、

産・学・官の力を結集して現在研究開発が進められている 。

いずれにしてもこれらの研究開発はまだ緒についたところであり、今後も多くの試行錯誤を経て実

用化されていくものと考えられるが、エレクトロニクスはあ らゆる分野で今後の技術革新の絞になる

ものであり、建設事業においても新たな展開が期待される ( 図一 11) 。

し一生 t E

島一

保全ロポ ッ ト

図- 1 0 委員会組織

図ー11 エレクトロニクス利用による技術革新のイメージ

( お くだ しゅういち 建 設省建設大臣官房技術調査室)
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水中捨石ならし機

成 瀬 俊 久

争!Bi湾における i護岸や| 幼波土地などの必礎とな

る 恰 石 7 ウ ン ド の な ら し 作 業 は 、 高 い 地 工 制

度 が 姿 求 さ れ る た め 現 ギE までレ潜 水 夫 手 作 業 に

たよ っ て 行 わ れ て き た 。 し か し な が ら 、 水 深

によ っ て 作 業 時 間 が 大 幅 に 制 |燥 さ れ る な ど 作

業 能 率 が 怒 〈 、 ま た 危 険 も 伴 う 作 業 で あ り 、

工 引 の ネ ッ クにな っ て い る の が 現 状 で あ る 。

さらに、近年工事が大J i l . I . 叫 ・大 水 深 化 し つ

つ あ り 、 潜 水 夫 工 法 でレは 対 応 困 雌 で あ る こ と

か ら 、 潜 水 夫 に 代 わ って 安 全 か つ 能 率 良 〈 作

業 で き る 捨 石 な ら し 機 械 化 施 工 法 の 開 発 が 強

〈 要 約 さ れ て い た 。

こ の た め 、 小 松 製 作 所 は 数 年 前 か ら 恰 石 な

ら し ロ ポ γ ト 化 の テ ー マ に 取 り 組 ん で い た が 、

こ の た び 、 こ れ ま で に 開 発 し た 水 中 プ ル ド ー

ザ や 海 底 調 査 潜 水 機 の 技 術 を 生 か し 、 水 中 十 台

; r i ならし機を 1: 1 日発、施工[ 国で笠宮な経験を持

つ 五 洋 建 設 附 の 協 力 を 得 て 世 界 に 先 が け て そ

会@

の 笑 用 化 に 成 功 し た 。

こ の 捨 石 な ら し 機 は 、 海 中 に お け る 姶 石 な

ら し 作 業 を す べ て 海 上 か ら リ モ ー ト コ ン ト ロ

ー ル で 行 う も の で 、 水 深3 0 m で も 作 業 す る こ

と が で き る 問 則 的 な 海 中 作 業 ロ ポ ッ トである 。

本 機 の 全 体 シ ス テ ム は 、 図 ー 1 のように、

海 底 で 作 業 す る 本 体 と 海 上 支 援 台 船 上 の 支 媛

装 置 お よ び こ れ ら を 結 ぶ 1 本 の 給 屯 ケ ー ブ ル

で 構 成 さ れ る 。

本 体 は 屯 動 hli 圧 駆 動 の 8 関l歩 行 式 で 、 脚 を

伸 縮させてl ! ! : 1凸 の 大 き い 捨 石 の 上 で も 姿 勢 を

水 平 に 保 ち な が ら 前 後 左 右 に 歩 行 移 動 で き る 。

な ら し 作 業 は 、 本 体 が 海 底 の 除 石 マ ウ ン ドの

上に采り、海上の操作。 ｾｬ からの遠隔繰作によ

り 、 ① レ ー キ を 水 平 送 り し て 伶 石 表 面 の 凹 ・11

をならし、 ② '1去 圧 ロ ー ラ を か け る こ と に よ っ

て 均一 に仕上げ、 ③ 前 後 左 右 に 歩 行 移 動 し な

が ら 、 下 図 に 示 す よ う に ① 、② の 作 業 を く り

か え す 。

作業手)1慎

図ー 1 捨石ならし機海中作業想像図 写真一 1 捨石ならし機本体

レ ー ザ 反 射 ミ ラ ー

本 部 脚 7 レーム

ワ イ ン チ 作 実 噌 古 車 な勺 L レーキ

図- 2 捨石ならし;機本体外形図

性能と本体仕様

霊
1r8.  I  

会t中72 t  

レ ー キ

中両 501 X ピ

水中581 ッチ0. 201

全長1 7 m

ロ ー フ

申M4  m 

外 形 、j 法 × 全幅1 0 m × 径 1 01 

× 金高7. 7m - な らし11寺

脚。IJ 紛 髭 1. 5 m 

水平制御精度

:t 0.14. 以内

歩行移動量 1.2 5 m/ 回 - 歩行時

歩 行 述 皮 2 5 m/  h  :t 1. 以内

ならしストローク 1 0 m ilh波形海"1]

最大な らし力 20 t  主 屯 動 機 也監IJ 機

最大転圧力 20 L  440V X 55kIV 

な お 、 水 中 姶石 な ら し 機 の 外 形 は 写 真 一 1 、

図 - 2 に 示 す 。

特 長

(1) 海 底 で の な ら し 作 業 を す べ て ロ ボ ッ 卜化

し た の で 、 大 水 深 下 で も 安 全 . ＱｩＱｾ実に地工で

きる 。

(2)  潜 水 夫 人 力 作 業 の 2 0 - 4 0倍 の 向 い 作 業 能

力をもつので、大規様工・JI - での急速施工が可

古Eである 。

(3) 関lでならし高さを車内密に調聖書し、転圧ロ

ー ラ で 焔 力 な 転 圧 仕 上 げ を 行 う の で 、 な ら し

l師が必j ーで中，71交 が 良 い 。

(4 )  コ ン ビ ュ ー タ を 使 用 し て 運 転 操 作 を 大 幅

に n動 化 したので、 iill'l 去が簡単である 。

(5)  仕 上 げ 聞 の 凹 凸 状 況 を 計 ililJ . 記 蝕 す る 超

菅 波 式地 If3i Jll Ji立 総 を 装 備 し て い る の で 、 仕 上

がり検証IIJ が 自 動 で で き 、 施 工 管 理 が 大 幅 に 省

力イじできる 。

(6) 本 体 に フ ロ ー ト タ ン ク を 装 備 し て お り 、

自力て1管水 ・浮 上 可 能 で あ る の で 、 現 場 移 動

が 容 易 で あ る 。

実用化へ向けて

本 機 は 、 試 作 機 の 陸 上 な ら し 笑 験 を 行 っ た

後 、 五 洋 雄 設 の 協 力 を 待 て 2 ヵ 所 の 港 湾 工 'J:¥.

現 場 で 海 中 笑 験 工 事 を 笑 地 し た 。 この結果、

短 期 IJ:J で 白 星 べ 作 業 日 数 約 40 日) 約 11. 0001げ

の な ら し を 完 了 し 、 仕上げI i ii も :t 5  C m以 内 と

い う 向 い な ら し 精 度 を 笑 現 し た 。 ま た 、 操 作

性 ・信 頼 性 も 良 好 で 、 実 用 化 の 目 途 を 1fJ た 。

こ の 水 中治 石 な ら し 機 の 尖 用 化 に よ り 、 こ

れ ま で 囚 鮒 と さ れ て い た 大 水 深 F で の 折 石 な

ら し 作 業 が 可 能 に な っ たばかりでなく、 一 般

水 首 長 で も 大 幅 な 省 力 化 に よ り 安 全 性 ・ 経 済 性

の 向 上 が 凡 込 ま れ る 。

こ う し た こ と か ら 、 今 後 、 一 般 の 港 湾 工 'J:¥.

だけでなく次ｾ［に大脱線 ・ 大水深化する ｩｴｬＧ 舎

人 工 仏 挫 設 な ど の 海 洋 土 木 工.'J:¥. に 広 〈 活 用 さ

れ て い く も の と 確 信 し て い る 。

(な るせ とし ひき 株式会社小松腿作所技術研究所)
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トンネル用自動削孔

ロボット

藤 島 政 治

トンネル工事におけるロポットの開発では、

単 に 生 産 性 や 作 業 効 率 の 向 上 に よ る 直 接 的 な

メ リ ッ ト ば か り で な く 、 さ く 岩 作 業 と い う 特

殊 環 境 下 の 、 安 全 性 や 労 働 力 の 確 保 に つ い て

も考えを加える必要がある。

こ の よ う な 背 景 を も と に 、 ロ ポ ッ ト 化 に よ

って、 自IJ 孔 精 度 と 施 工 速 度 の 向 上 に よ る 品 質

の 確 保 、 施 工 の コ ス ト ダ ウ ン 、 劣 悪 な 作 業 環

境 で の 安 全 性 向 上 と 作 業 貝 の 解 放 を 目 的 と し

て 、 昭 和51- 53年 に か け て 研 究 開 発 が 進 め ら

れ、 55年 に 地 下 発 電 所 工 事 に お い て 自 動 削 孔

ロポ ッ ト が 実用 化 さ れ た。 現 在 、 本 機 は 地 下

発 電 所 お よ び 道 路 、 鉄 道 ト ン ネ ル 等 の 工 事 に

使用中である。

機械としては、技術者があらかじめ削孔ノマ

タ ー ン を 自 動 削 孔 ロ ポ ッ ト に テ ィ ー チ ン グ し 、

あ と は ロ ボ γ 卜 を 搭 載 し て い る ベ ー ス マ シ ン

を ト ン ネ ル 掘 削 面 ( 切 羽 ) の 所 定 位 置 へ 移 動

し 、 ス タ ー ト 操 作 を q= r うだけで、ティーチン

グされた削孔ノマターンにしたがって、無人向J j

ヲしを q= r うロポントである。

自動削孔ロボット使用のメリッ卜

削 孔 作 業 の 自 動 化 が 開 発 さ れ た こ と に よ り 、

つぎの点が改良された。

(1) 安 全 性 の 向 上 : 自 動 削 孔 ロ ポ ッ ト の 採

用 に よ り 切 羽 作 業 時 聞 の 短 縮 、 切 羽 作 業 員 の

少 数 化 、 粉 塵 ・騒 音 ・振 動 に よ る 外 乱 等 の 対

策 が 容 易 に な っ て 、 よ り 安 全 性 が 向 上 し た 。

(2)  労 働 力 の 補 充 : 切 羽 作 業 に 従 事 す る 労

働 力 不 足 は 毎 年 深 刻 化 す る と と も に 、 機 械 が

高 度 化 し て も 作 業 者 の 技 術 力 が 追 従 し て い か

な い 。 本 削 孔 ロ ポ y ト は 、 熟 練 技 術 者 の 操 作

を そ の ま ま 記 憶 し 、 そ れ を 再 現 す る 方 式 ( プ

レ イ パ ッ ク 方 式 ) を 採 用 し て い る 。 し た が っ

て 一 度 模 範 的 な 作 業 を お ぼ え 込 ま せ れ ば 、 こ

れ を 何 度 も 再 現 で き 、 オ ペ レ ー タ の 技 能 に 関

係 な く 、 最 大 の 効 果 を 発 揮 す る こ と が で き る 。

(3)  生 産 性 の 向 上 : 直 接 的 な メ リ ッ ト と し

て、ロボットは記憶している削孔ノマターン通

りに行動するので、向IJ 孔 断 面 の 拡 大 に よ る 余

写真一 1 トンネル用自動削孔ロボ ッ ト全体
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J屈量の増大防止が可能で与ある 。 トン ネ ル 工 事

に お い て は 、 通 常 、 情IJ 孔 一 発 破ー ズ リ出しの

あ と コ ン ク リ ー ト 巻 き を 行 う 。 と く に N A T M

工 法 に お い て は 、 コ ン ク リ ー ト の 吹 き 付 け を

行うため、 ト ン ネ ル 断 面 の 余 掘 訟 は 施 工 上 の

大きな問題である。

(4)  省 力 化 : 現 在 、 掘 削 断 面 の 余 掘 り を 極

力 少 な く す る た め 、 切 羽 に 削 孔 点 を マ ー キ ン

クーすることがあるが、この作業には時間と労

力 を 要 す る 。 本 機 は 、 向IJ 孔 位 置 を 記 憶 し て い

る の で 、 台 車 の 芯 出 し を 正 確 に 行 え ば 、 こ の

作 業 は 5 - 1 0分 程 度 で 完 了 す る の で 、 こ れ ら

に 要 す る 機 材 、 機 具 は 一 切 不 安 で あ る 。

自動削孔ロポットの特殊機能

自 動 削 孔 ロ ポ γ ト は 、 油 圧 式 ク ロ ー ラ ジ ャ

ン ボ に プ レ イ パ ッ 夕 方 式 の 自 動 制 御 機 能 ( ミ

ニ コ ン ビ ュ ー タ 搭 載 ) を 付 加 し た ト ン ネ ル 機

械 の 本 絡 的 ロ ポ ッ ト で あ る 。

表一 1 自動削孔ロポ ッ トの本体仕様 と電気仕機

本体仕様

全 長 約11，2∞岨 初剛X4P

全 幅 2，世抽圃 電 動 機 X4∞V/ 制OV

全 高 約 2，鈎0.. 

ポ

X2古

全 量 量 約17，5∞kg

ン ポ ン プ

3連￥ヤーポノ

ｾ ｉ 型 式 HA323-AD
プ

7' X2 古

ｾ ｉ 全 畏 4，352・・ 二L
タンク寄量 5∞f  

完1 7 { ード畏 2，300圃
ー

オイルク ラー

ドリ 7 ? - TH 350 
.， 

ブ ー ム THRB- EX- AD 
ト 付 属 品

サーモスイ y 千

匝周ケープル 切SQX4;c;. X鈎m レベルスイ ッチ

畳 車 能 力 17度 極度計

走 行 連 Is: 。-1.5km/ h 圧力計

電気仕様

A  0 制 御 装 置 一式

事l 御 方 式 プレイパ.， 夕方式

記 憧 パ タ ー ン マルチ / { j ーン/ プーム

記 憧 ・ 点 散 l∞点/ ，マターン

付 属 機 能

孔尻繍盤機能

さ<i L甚指定機能

A  0 韮 置 の 電 力 l KVA 

(1)  本機は、 4 つの向IJ 孔ノマターンを記憶でき

るので、岩' 1 1 の変化、異なる陸fiini に も 速 や か

に 対 応 で き 、 オ ペ レ ー タ の 癖 や 勘 に 左 右 さ れ

ずに削孔できる。

(2)  向IJ 孔 作 業 を 始 め る に あ た り 、 前 回 向IJ 孔し

た 孔 尻 が 切 羽 に 残 る 場 合 が あ る 。 こ の 孔 尻 に

ビ ッ ト を 取 ら れ た り 、 ま た 残 留 火 薬 を 打 撃 し

た り す る こ と を 避 け な け れ ば な ら な い 。 本 機

は 、 相 互 に 孔 尻 を 回 避 し た 2 つ の パ タ ー ン を

記 憶 で き 、 交 互 に 削 孔 す る こ と に よ り こ の よ

うな ｚｊＢ｟Ｑｾ をなくすことカずできる。

(3)  削 孔 し た 孔の 底 を 掘 進 方 向 に 直 角 な 面 に

そ ろ え る こ と は 、 ① 切 羽 の ")1立面が良くなる、

② 火 薬 効 率 の 向 上 、 ③ 向J j 孔時間の短 縮 に よ る

掘進率のアップ、④残留火事長の減少、等のメ

リ y ト が あ る 。 こ の 孔 尻 調 援 は 、 従 来 オ ペ レ

ー タ の 技 能 に た よ っ て い た が 、 本 機 は 自 動 で

行う機能を持っている。

(4)  岩 質 に あ わ せ て ド リ フ タ ー の 送 り ( フ ィ

ー ド カ ) 操 作 が 自 動 的 に 制 御 で き 、 オ ー ト フ

ィード機材i と、削干しが完了すると自動的に打

般を停止するオースストップ機能を備えている。

自動削孔ロボットの実績

(1) 実 施 例

. A ト ン ネ ル 工 事/ 本 機 l 台 、 掘 削 量15000m'

. 8 トン ネ ル 工 事 / 本 機 1 台 、 掘 削 量5000m'

. C トンネル工事( 途中) / 本機 2 台 、 掘 削 丑

30000m'  

支 = 8cm( 余掘り)

図 - 1
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写真一2 稼動中の自動削孔ロポ ッ ト

(2) 実 施 デ ー タ

ト ン ネ ル 断 面 積34m' 、肖IJ 孔数日干しのアーチ

導 坑 を 施 工 し た と き の 施 工 デ ー タ を 表 ー 2 、

図 ー 1 に示す。

表 - 2 は向IJ 孔 に 要 し た H寺 聞 の 一 例 を 、 図 -

Ｑ は ｾＩｩ￮ｬ 削精度をチ ェ ｹ クするために、断面 ｩ ｬＡｩ ｊ

定者if で設計総からの似J j 壁の位置を inrl 定 し た 結

果 の 一 例 で あ る 。 こ の 資 料 は 、 特 定 の ト ン ネ

ル 施 工 の 一 部 分 に つ い て の デ ー タ を ま と め た

も の で 、 デ ー タ 数 が 少 な い た め 、 本 機 そ の も

の の 性 能 が あ る と は 言 え な い が 、 従 来 の オ ペ

レ ー タ に よ る 操 作 方 式 に 対 し 、 効 果 は 十 分 あ

ると々えられる。

将来性

建 設 業 に お け る 現 在 の ロ ボ ッ ト 化 は 、 主 に

施 工 上 の ニ ー ズ か ら 開 発 が 進 め ら れ て い る の

が 特 徴 て ¥ 件 数 と し て も ご く 少 な い 。 そ の 中

で も 本 機 は 初 め て の プ レ イ パ ッ 夕 方 式 の ロ ポ

ッ ト で あ り 、 精 度 、 地 工 速 度 に つ い て も 従 来

機 に 比 べ て 数 段 の 向 上 が 見 ら れ た が 、 今 後 は

走 行 の 自 動 化 、 高 熱 ・有 毒 ガ ス 等 、 危 険 、 苛

殿、悪球{ 境下トンネルにも対応できる遠隔操

作 化 を も 施 し て い く 必 要 が あ る 。

( ふじしま まさはる )  

鹿島建設株式会社大阪克服機材昔s専門:l ! Il民 j



とプリンターを用いて印刷記録する。

集 中 管 理 装 置 は 図 - 3 に 示 す よ う に 杭 打 機

倒I j と管理室側との装自立から構成されており、

杭 打 機jfilj は 貨 入 品 iWJ定様、打聖書検出様カウン

タ一、 F M送 信 機 、 送 信 ア ン テ ナ 、 管 理 室jftl J

は受信アンテナ、受信機、 C P U、 フ ロ ッ ピ

ー デ ィ ス ク 、 表 示 用 テ レ ビ お よ び プ リ ン タ ー

か ら 構 成 さ れ る 。杭 打 機jWJ の 機 能 は 個 別 管 理

装 置 と 同 ー と し 、 異 な る 点 は 計 ililJ 値 を 二 進 符

号 化 し 、 管 理室 へ 電 送 し て い る 部 分 で あ る 。

管 理室 で は 、 受 信 し た 生 デ ー タ を C P Uで演

算 処 理 し た あ と 、 モ ニ タ ー テ レ ビ に デ ィ ス プ

レイする 。

(2)測 定 と 記録

自動計測IJ システムの使用は、 図 - 4 の 手 )1闘

で行う 。

杭番号をイ ンプ ッ トし、スタートボタンを

押 す と シ ス テ ム は 計 測 を 開 始 す る 。 このあと

入 手 を 婆 す る の は 、 杭 打 ち 終 了 か ど う か を 知

ら せ る エ ン ド ボ タ ン の み で あ る 。 測 定 結 果 は

現 場 で ブ ラ ウ ン 管 の デ ィ ス プ レ イ に よ っ て 知

る こ と か で き ( 写真 一 1 ) 、 磁 気 テ ー プ に 記

録 さ れ た あ と 、 デ ー タ 処 理 室 で C P Uとプリ

ンターによ って ア ウ ト プ γ トする 。 プリント

ア ウ 卜 し た も の は 、 そ の ま ま 工 事 報 告 牲 と し

て 利 用 で き る 。

百十iJli J 記 録 の フ ォ ー マ ッ トを 図 - 5 に、プリ

ン タ ー で 打 ち 出 し た 笑 例 を 図 - 6 に示 す 。 杭

番号、ラム霊i i l : 、施工年月日は入力データて¥

そ の ほ か は 自 動 的 に C P UP- J で 処 理 す る 。 打

ち 止 め 口 入 品 は 、 最 終 の 一 定 区 rmtr 入 長 さ を 、

そ の 区 間 の 打 撃 数 で 除 し た 値 を 打 ち 出 す。 ラ

ムインタ ー パ ル タ イ ム は 、 ラ ム の 然 下 回 を 推

定 す る のに 検 出 し 、 グ ラ フ 表 示 の 区 間 打 繋 数

に 対 応 す る 平 均 値 を 示 す 。 ディーセ' ル ハ ン7

では打ち込み途中の孫下両の変化を、 illi 圧 ハ

ン? で は ラ ム ス ト ロ ー ク の 設 定 を 認 鉢 す る こ

とになる 。
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4え打 ち管理室

受信7 ンテナ

ぷ司ご

{ 受信側]

送信アン テナ

送信側基盤 / ' - . . .  

A/ ' ) ング l議 J

λ プリングト》ム ワイヤガイ ドパイプ

( 反対側) ( O1 8電線管. 反対側)

( 抗打機側装置]

図- 3 集中管理システム

ディ ー ゼ ル ハ ン? の 場 合 は セ ン サ ー を リ ー ダ

に 取 り 付 け 、 周 波 数 フ ィ ル タ 一 、 レ ベ ル 設 定

部と l時限設定器によ って 、 リ ー ダ に 伝 達 さ れ

る 加 速 度 が 、 そ れ ぞ れ の 設 定 値 の 純 図 内 に あ

る と き に 打 幣 信 号 を 出 力 す る 。 油 圧 ハ ン ? の

場 合 は 、 ハ ン7 操 作 盤 か ら の 制 御 信 号 を 変 換

し、それぞれ演の: プログラムに従 って演t ) しさ

れ、その車古来が順次ディスプレイに表示され

る。杭 l 本 ご と の 打 ち 込 み 記 録 は C P Uに 記

憶しておき、 一 日 の 作 業 終 了 時 点 で 、 カ セ γ

ト テ ー プ レ コ ー ダ に よ り 般 気 テ ー プ に 読 み 込

ま せ て 回 収 し 、 現 場 事 務 所 に 設 置 し た C P U

I  -1瓦番号セ γ ト

計測機器の構成

ワイヤ取 付 け 金 具

( 反対側 )

ワイヤo2  ( 反対{目11)
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支持層 に根入れをした場合のアウト プッ ト例

( ひらさ わ か な め 株 式会社大林組 KPI 工'JHJ>務 所 建築 主任 )

37 1M 島と 社会/ 19 84年 4 月号

図 - 6

既 製 杭 の 打 撃 工 法 に お け る 施 工 包 型 は 古 く

て 新 し い 問 題 で 、 従 来 の 杭 打 ち 管 型 は 、 入 手

に よ る 最 終 打 ち 止 め 付 近 の 打 繋 数 ililJ 定 と 、 打

ち 止 め 時 の 此 入 品 曲 線 の 記 録 を も と に し て お

り、 1 打撃 当 た り の 1' 1 入品を動的支持力公式

に 代 入 し て 許 容 支 持 カ を 算 定 し 、 許 容 支 持 カ

と 対 比 し て 打 ち 止 め の 妥 当 性 を 機 認 し て い る 。

この管理方法の限界として、l ' l 入品デー タ

の バ ラ ツ キ が 大 き い こ と が あ り 、 そ の 原 因 の

中 に は 、 施 工 機 械 や 施 工 制 度 が 含 ま れ る 。 民

入 量 デ ー タ の バ ラ ツ キ が 大 き い 場 合 、 杭 が 所

要 の 耐 力 を も っ べ 〈 地 工 さ れ た の か ど う か の

判 断 は 、 か な り の 部 分 を 主 税 の 入 り 込 む 判 断

に よ り 行 う よ う に な る 。 しかも、そのデータ

は 10打 繋 分 の 記 録 に 基 づ く と い ったように、

数 1 0 mの 中 の ご 〈 短 い 区 間 の 打 ち 込 み 情 報 で

あるため、設計わo ' j ; 長を打ち終わ って な お 打 ち

止 め に 不 安 が 残 る 場 合 、 さ ら に ど れ だ け 杭 長

を 打 ち 増 す か と い っ た 判 断 を 、 杭 打 ち 現 場 で

直 ち に 下 す こ と は 銚 し い 。

自 動 計 iWJ ' b l : 型システムは、 fj ' [ 全長の打幣数

の 変 化 か ら 支 持 層 1'1.入 を 雌 認 す る 、 い わ ゆ る

支 持 層 てー杭の打ち止めを包ー型する万法である 。

す な わ ち 杭 打 ち の 進 行 と 同 H寺に打現在数の記録

および1 ' l 入品、支持カ の 記 録 を テ レ ビ 岡 田 に

表 示 し 、 そ の デ ー タ か ら 支 持 層 へ の 線 認 を し

て 打 ち 止 め 管 理 す る 方 法 で あ る 。 こ の 方 法 で

は 、 デ ー タ の バ ラ ツ キ が 少 な い う え 、 杭 を 打

ち 止 め る 深 さ の 判 断 で 迷 う こ と が な い 。

この管理システムは、 ① 現 場 で も 手 II¥J が か

からずに杭会長の打幣記録が取れ、 ② そ の 計

illlJ デ ー タ を 杭 打 ち の 進 行 に 合 わ せ て 即 刻 テ レ

ビに表示して民税でき、 ③ その現場の土質と

設計条例ニに合わせた4 ' IJ I *f r 必準を 一 度決めると、

テ レ ビ 画 面 の 記 録 を 見 て 、 簡 単 に 支 持 力 維 認

= 打 ち 止 め 決 定 が で き る 、 な ど の 利 点 が あ る 。

要平 沢

計測管理システム

言十社lリ管理システムは、杭打機 1 台ごとに' t i :

理 す る 個 別 管 理 シ ス テ ム と 、 絞 数 の 枕 打 機 を

集 中 的 に 管 理 す る 集 中 11理 シ ス テ ム と が あ る 。

(1) 装置の シ ス テ ム

イ開! 別管理装置t の.f，Yi . 成を 図 ー 1 、 2 に示 す 。

1' 1入i u: iJIIJ 定総は、 o1 ・6 %の ワ イ ヤ ー の 一 端

を衝撃ク ッシ ョ ン 作 用 を も っ 取 り 付 け 金 具 を

介 し て ハ ン マ に 固 定 し 、 他 端 は ス プ リ ン グ式

ワイヤドラムに取り付け、 ドラムの回転誌を

信 号 化 す る も の で あ る 。 一方、打撃検出総は、
写真一1 杭打ち管理装置の本体
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図 - 1 作 蝶 範 囲

写真一 1 打段装置の使用状態

図 - 2 コンクリート打段能率、歩掛かり

コンク リー ト 打 設 工 事 は 昭 和4 0年 代 に ポ ン

プ1 I l が導入され、以来ポンプによる圧送工法

が 多 〈 使 わ れ て い る 。 圧 送 工 法 は 、 生 コ ン ク

リートを打殺| 締まで圧送したあと、銅製の水

平 配 包z と 筒 先 フ レ キ シ プ ル ホ ー ス に よ っ て 分

配 さ れ る 。 こ の 分配 方 法 は 人 力 に よ る 作 業 で

打 設 装 置 の 使 用 状 態 を 写 真 一 1 に 、 主 要 な

諸 性 能 を 袋 一 1 に示す。

(1) 装 置 本 体 裟訟は、本( 仮) 設柱やクレ

ー ン マ ス ト な ど に 取 り 付 け る 。

ノド体は水平面内に四つの関節( 自由度) を

持 つ マ ニ ア ル ・7 ニ ピ ュ レ ー タ ー 型 の 機 織 で

あ る た め 、 い ろ い ろ の 不 具 令 点 が あ っ た 。 し あ る ( 図 ー 1 ) 。 動 作 は 、 任 意 の 位 置 で 任 怠

か し こ れ ま で 適 切 な 改 善 が な さ れ な い ま ま 今

日 に 至 っ て い る 。

竹 中 工 務 l市 で は 、 こ の 分 配 作 業 の ドi 動 化 に

と り 組 み 、 以 下 に 述 べ る 効 呆 を 得 た の で 概 要

を紹介する。

Z

同

.

0

N
開発のねらい

の万戸'，)に 移 動 が で き 、 き わ め て 作 業 性 の 向 い

ものである 。 こ の た め 鉄'r" J " の柱や梁のある狭

あ い な 場 所 や 、 地 下 工 事 に も 卜 分 対 応 で き る

( 図ー 2 )。

(2) 運 転 運 転 は 、 ア ー ム 先 端 に 備 え た オ

ペ レ ー タ -)，r. の 、 コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス で 行

う。また特別l な 場 所 な ど で は 泌 隔 操 作 も で き

ポ ン プ 工 法 の 問 題 点 を 分 析 し 機 械 化 に よ る る よ う に 配 慮 し た 。

開 発 を 目 指 し た も の で 、 装 泣 は 船 体 の 重 要 品 ア ー ム の 速 度 は 、 ど の 関 節1 を 操 作 し て も 先

質 ( 鉄 筋 ・コ ン ク リ ー ト ) を 硲 保 す る こ と を 端 部 で 0 .6 %以 下 の 周 i山 立 と し て 、 作 業 の 安

ｾｉ＠ 最 優 先 し 、 打 設 能 率 の 向 上 や 作 業 只 の 肉 体 的 全性や作業只への ［ｪｴｾ 轡にも留怠した。
労 力 の 軽 減 を ね ら い と し た も の で あ る 。

開発装置の概要

表 - 1 主 要 鰭 元

司1 J:¥ 極 東 P E 20- 82  

全 長 20m 

プ 3，500kg( ブームユニット)

m :ul  

800kg( 取イ寸台)

ム 支柱モーメント 2 8 T ON.  m( 的自(]j j i): 大l時)

本

速 J般 時 寸 法

1，5∞mm( 高さ)

{本

( 運搬手; は含まず )

2，200mm( 申自)

5，2∞棚( 長さ)

作 動 )j 式 4 紬駆動、先端ホース上・下

駆 制l 駆 ￭｛ ｾｊ＠ ilhl : Eモータ ・ウォーム減i卓機

l[riJ ilh 庄 ポ ン プ 2 : i i l i 可変ピストンポンプ

伽l 動 カ 5. 5剛、 3 相、 200V

御

t#! 作

ワン 7 ンコントロールおよび

リモートコントロール持作

コンクリート配管 5  B  

ｊｲｾ＠ 十l 半主 800mm戸J( 柱寸法により対応可能)

110 I→ 一 打 開E率 一 ←歩掛かり( 土工 l 人当たり) - oーl歩掛かり( 土工+ ポンプ工 l 人当たり)

1∞ 

打

90 

/  
80 

t主

70 

60 

50 

( m' / H)  

( . ザ/ 人) 40 

30 

20 

10 

在来工←j 去一十デ→ィストリビュータ| 採用

A I A 2 B I B 2  A I A 2 B 2 B l  A 1 A 2 B 2 B I  A I A 2 B 2 B I  A I A 2 B 2 B I  

打鮫階工区 l

1  F  2 F  3 F  4 F  5 F  

打 股 能 率

8O. 0m' / H  ( 1∞) 媛 87.  7m' /  H  ( 110)  93. 5m' / H( 1I 7)  92.  8 m'/ H  (116)  89. 6m'/ H (1 12)  

階 平 均

多掛かワ[ 土工)

滋

崎 平 均

39. 2m' /人(1∞) 37. 6m' /人( 96) 44. 9m'/人(1 15) 41. 6' げ/人( 106) 44 .6m' /人( 114)  

j > 掛かり( 土工+

30. 2m，! 人( 1∞) 滋 29. 2' げ/ 人( 97) 33.6m' /人( 111 )  31. 2m' /人( 103) 32.6m' / 人( 108)

; f v - プ工} 指平均

(  )  1何Ildl' は11 ｾ、を ＱＱ 旧 ｾｌｏ 品介内比ＧｴＧ
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(3) 適 用 範 囲 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー を 使

用 す る 作 業 所 と し て は 、 つ ぎ に 述 べ る 要 件 を

備 え て い る こ と が 必 要 で あ る 。

①取りイナけ位泣まで袋世を吊り込むクレーン

カずあること 。

② 装 ill を 国 定 す る も の ( 鉄骨ー柱 ・梁 、 タ ワ ー

クレーン支柱、地下部ではf r Y t i今杭などの平I J m)

カイあること 。

③ 施工コストの面から、ある組! 支以上のコン

クリート; 立があること。

使用実績

ディストリビューターは、 .EJLイE東 京 と 大 阪

で 線 働 中 で あ る 。 こ こ で は 紋 近 打 設 の ー が 例

を示す。

他 物 梢 造 は S R C 、| 智数 8 F . P H l 、 他

築而l i fi ' i 6595州 、 延 床 間 制 40 ，4 15rn' 、! 培j ' ，'} j 5. 5

m 、 コ ン ク リ ー ト ス ラ ン プ は 15crn .  18c mの 二

組 を 打 設 し た 。

コ ン ク リ ー 卜 打 設 は フ ロ ア を 4 工 区 に 分 け

て、 2 iム? のディストリビ ューターを 配 泣 し た 。

取り付けは、. . . j > : 設欽 'rl. 住 に 局 fi lltl li強を地し平IJ

j羽した 。 打 設 結 * を 図 - 3 に示す 。

導 入 の 拶J呆 は 打 設 能 率 で3 0 %の 向 上 、 省 人

化 率 で も 30% のがJ 来 を 上 げ 、 コ ス 卜 l函 に も 好

成栄を 1!t る こ と が で き た 。

将来展望

本開発によ って 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 の 分 配

作 業 を 大 幅 に 改 善 す る こ と が で き た 。 し か し

依 然 と し て 人 力 に よ る 作 業 ( 締 固 め 、 仕 上 げ )

な ど のイ寸併作業ーが数多く伐されている 。

今 後 、 コ ン ク リ ー ト エ 'J' ，: 全体をトータル的

に と ら え 、 一 つ の シ ス テ ム と し て の 研 究 開 発

を推し進めていく j 了針である。

なお、本機は低」花開発工業( 仰との共同開発

によ った も の で あ る 。

( たかはし まさあき 休式会社竹中 Hj j l ! i 技術部機械，，' j H<l
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- 鉄筋 コンクリート工事

ダム用コンクリートバケ

ットの無線開閉制御

永 井 傭 三

ダ ム コ ン ク リ ー ト 打 設 に お け る - A阜の機械

設備は、一本のラインと与ーえることができる 。

原才7山、 6宇不[ プラント 、ノ" ，;; チャープラント、

パ ン カ 一 線 の 迩 搬 台 '11、 ケ ー ブ ル ク レ ー ン ま

たはジブクレーンそしてコンクリートノ〈ケ ッ ト

に よ る 打 設 が そ れ で あ る 。 そ し て こ れ ら - i 阜

の れ 機 械 設 備 は 、 能 力 的 に も 安 全 性 に お い て

もノぐランスがとれていないとシステムとして

の刻 ｊ 呼 ｾ ｩ ｴＮカ＼ｊｴｊ ｈ 寺てＧきない 。 どこかｬｦｉ崎戸斤でも

ウ ィ ー ク ポ イ ン ト が あ れ ば 、 そ の 部 分 の 処 理

能 力 に よ っ て シ ス テ ム 全 体 の 効 率 が 低 下 し 、

サ イ ク ル タ イ ム が 延 び て 、 現 場 の 生 産 性 を 打 i

な う こ と に な る 。

昨今の機械ｾｉＡＺ気技術の進歩により、手千組プ

ラ ン ト 、 ク レ ー ン 設 備 等 は そ の 性 能 に お い て

も 、 運 転 特 性 に お い て も 、 ま た 安 全 性 に お い

て も 長 足 の 進 歩 発 展 を 遂 げ て お り 、 計 画 を 衡

に す れ ば 、 ま た 保 守 管 理 を 卜 分 に す れ ば ま ず

問 題 は な い と 思 わ れ る 。 し か し 最 終 段 階 の コ

ン ク リ ー ト パ ケ ッ ト の 操 作 に つ い て は あ ま り

進 歩 が な く 、 問 題 点 を か な り 抱 え た ま ま に さ

れ て き た 。 す な わ ち 従 米 の コ ン ク リ ー ト パ ケ

ッ トの i刻|芽l } ] 法 は コ ン ク リ ー ト 打 技 場 所 に お

い て 、 パ ケ ッ トの |羽問機 構 で あ る エ ヤ 一 シ リ

ン グ ー 操 作 用 パ ル7 ・の引絞を作業只が出後手

で引 っ必 っ た り 、 放 し た り し て 行 っている 。

この } J 法 で は つ ぎ の 問 題 点 が あ る 。

(1)パ ケ ッ ト| 絹閉が作業只による ι 機 操 作 で

写真一 1

ダ ム コ ン

クリー卜

の無線遠

隔制御に

よる打設

状 況

あ り 、 そ の 安 全 硲 保 の た め 、 パ ケ ッ ト の 位 置

決 め や 振 れ 止 め に ク レ ー ン IIj ll 御 の 慎 重 さ と 高

い精度が要求され、 i時聞がかかる。

(2) パ ケ ッ 卜|制限1操 作 時 に 飛 散 す る コ ン ク リ

ー ト に よ り 、 作 業 貝 へ の 危 険 性 が 高 い 。

(3) コンクリート j皮出とともに荷が軍基くなり、

パ ケ ッ ト が ジ ャ ン ピ ン グ し 、 作 業 只 の 危 険 性

が 高 い 。 ( ケープルクレーンではとくに出血税

である〕

(4) コ ン ク リ ー ト 放 出 時 の ジ ョ ギ ン グ モ ー シ

ョ ン は 作 業 只 に 対 し て 危 険 で あ り 、 コ ン ク リ

ー ト の 放 出 品 の 調 節iが l羽 維 と な り 狭 脳 部 や 特

殊 場 所 の コ ン ク リ ー ト 打 設 に 問 題 が あ る 。

そ こ で こ れ ら の 間 組 点 を 解 決 す る た め 、 無

線 に よ る コ ン ク リ ー ト パ ケ ッ ト 開 閉 の 遠 隔 制

御 装 世 を 開 発 し た 。

コンクリートパケ ッ ト無線開閉制御装置

の概要と操作方法

本 装 置 は 、 コ ン ク リ ー ト パ ケ ッ ト開I ! ! - J装 置

に 闘 し 、 と く に パ ケ y 卜の| 羽閉を遠方から無

線 制 御 で 行 う 削 除l装 泣 で あ る 。

以下この装u 1 を添付図に基づいて説明する 。

パ ケ y ト本

」一一一一→ L ドー_ J ， 

L _ 一ー一一一一ー 一一こ一」

( a)  ( b)  

図- 3 電磁弁の制御をする 電気回路

弁 を 介 し て 矢 印 方 向 に 駆 動 さ れ る と と も に 、

三 万 切 換 弁 を 手 動 側 に 切 り 換 え る こ と で 一 対

の 手 動 弁 を 同 11寺 に 作 動 さ せ た 場 合 に の み チ ェ

ッ ク 弁 を 介 し て 駆 動 さ れ る 。

つ ぎ に 、 上 記 電 磁 弁 の 無 線 制 御 に よ る 作 動

について、 図 - 3 の 電 気 回 路 に 基 づ い て 説 明

する 。

同 図 ( a  ) の 符 号34 a は 上 記 電 磁 弁 を 駆 動

するソレノイドであり、 A は 送 信 機 C か ら の

氾波を受ける受信機昔日を棋式的に示しており、

各スイ ッチ ( S W1 - S W 3 ) は、同図( b  )  

に 示 す 送 信 機 C jRlJ の O N ' O F F '  ｉｾｦｪ の引 ｰ し

釦1スイ y チ に 対 応 し て 動 作 し 、 送1，¥機 C は 発

信 回 路 が 内 蔵 さ れ て い て 作 業 者 が 携 併 す る 。

制 御 回 路 B で は 、 ま ず 送 信 機 C 側 の O Nス

イ ッチ が111 ' されるとランプしが点灯し、作業

者 に コ ン ク リ ー ト の 排 出 が こ れ か ら な さ れ る

こ と を 野 告 す る 。

次 い で 送 信 機 の |井] スイ ッチ が 押 さ れ る と 屯

磁 弁 を 駆 動 し 、 コ ン ク リ ー ト の11l oWが 行 わ れ

図ー 1 コンクリートパケ ットの全体図 る。 こ こ で 電 機 弁 は 、 送 信 機 の O Nお よ び13日

図 ー 1 は 1) f. J I!f J袋 i丘の全体を示す説明図で、 スイ ッチ が 同 時 に 操 作 さ れ て い る 場 介 に の み

同図に示す ｉ Ｉｾｊ 閉装ほは、両端が閉口したほぽ なされる 。

漏 斗 状 の パ ケ ッ ト本体の下方 l刻 ロ を 議 す る ー タイマー T は設定された時間後に作動し、

対 の 移 動 益 を n . ( _ E に開閉するものであ っ て、 パ ケ ッ トが閉止される 。 - } 1 、 コンクリート

一 対 の エ ア シ リ ン ダ ー を 後 述 す る 空 気 お よ び の 排 出 が 行 わ れ て い る と き あ る い は コ ン ク リ

電 気 回 路 に よ っ て 制 御 す る こ と で な さ れ る 。 ー ト の 排 出 が 完 了 し た 場 合 に 送 信 機 の O F F

エア シ リンダー エアシリン ダー

図- 2 エアシリンダーの空気制御回路

図 - 2 は 上 記 コ ン ク リ ー ト パ ケ ッ ト を 開 閉

す る 一 対 の エ ア シ リ ン ダ ー の 空 気 制 御 回 路 を

示 す も の で あ る 。

同 図 に お い て 、 そ れ ぞ れ の エ ア シ リ ン ダ ー

は 絞 り 弁 を 介 し て マ ス タ ー パ ル プ に 媛 絞 さ れ

る。 こ の マ ス タ ー パ ル プ は 、 後 述 す る 無 線 制

御 に よ って 駆 動 さ れ る 電 磁 弁 に よ り チ ェ ッ ク

スイ ッチ を 押 す と 、 タ イ マ ー の 作 動 時 と 問 機

に 、 パ ケ ッ トの閉止が可能となる 。 また 、パ

ケ γ ト の コ ン ク リ ー 卜 排 出 rl] 、 送 計 機 の11日ス

イ ッ チを Ｑ ｾ ｦＮ ｊ Ｉ ｪｊｻすると、パケ ッ トを ｲＱｊｊｊ こ して排

出 を 中 断 で き 、 コ ン ク リ ー ト の111 ' 山位の調路

が 可 能 と な る 。 こ の 場 合 排 出 、 中 断 を 何 度 繰

り 返 し で も 、 タ イ マ - T は 始 動 か ら 設 定 11寺fUJ

経過後に ｾｲｾ 実に作動させることができる。

上 記 送 ・受 信 機 関 の 使 用 電 波 は 、 一 般 に 使

用 さ れ て い る 電 波 、 船 舶 無 線 、 あ る い は 自 然

界 に 発 生 す る 芯 等 の 屯 波 と の i1101; ; i による誤動

作を防止するため、ｾ本徹送周波数 ＷＰＭＹＲｍ

トIz 、u¥IJ t 般送周波数5 5 - 97 .5KHz 、 トーン周波

数 850 - 1200胞の多重変調波を使用する。

( な が い よ う ぞ う 株式会社大林組1*点機械T.tt 機!Jil(，;'.l W l

住築と社会/ 19割 引 開 39 
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コ ン クリ ー ト工 事に 関連 した施工 技 術 は 、

材 料の 開 発 や 工法 の 機 械 化 を中 心 に 作 業 の 合

理 化が な され、 生 産 性 の 向 上 が 推 進 されてき

た。た しかに コ ンク リー トの製造や運搬は 、

生 コ ン製造の自 動 化や コ ン ク リ ー ト ポ ン プ の

普 及 に よ っ て 生 産 が 大 幅 に 向 上 し た 。 しかし

締 固 め作 業 に つ い て は 、 振 動 機 の 大 型化 と高

周 波化 が 計 ら れ た も の の 、 惨 状 振 動 機 が 型 枠

内 に 挿 入 で き な か っ た り 、 手 作 業 の 部 分 が ほ

と ん ど で 、経 験 や カ ン に 頼 る た め 、 人 為 的 な

バ ラ ツ キ が 目 立 ち 、 品 質 確 保 の 商 で し ば し ば

問 題 と な る 。

こ う し た 問 題 を 解 消 す る た め 戸 田 建 設 で は 、

締 固 め 作 業 の 省 力 化 と 構 造 体 コ ン ク リ ー 卜 の

品質性能向上を目的として、 小 型車差量型枠J辰

動 と コ ン ク リ ー ト 検 知 セ ン サ ー を 用 い た 自 動

締 固 め シ ス テ ム を 開 発 し た 。

自動締固め工法の概要

本 工 法 は 、 型 枠 に セ ッ ト し た 高 感 度 な 検 知

セ ン サ ー と 高 性 能 な 小 型軽量振動機を: i l l i ili7J し

た 特 殊 な 制 御 装 註 お よ び 複 合 材 料 の 採 用 に よ

っ て 構 成 さ れ 、 現 場 事 務 所 の 操 作 室 に お い て 、

短 時 間 に コ ンク リー ト の 一 括 大 量 打 ち 込 み 締

固 め と 、 任 意 の 再 振 動 が 自 由 に 操 縦 で き る 特

徴 を 持 っ た シ ス テ ム で あ る ( 図 ー 1 )。

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ

図ー 1 打ち込み締固めのシステム工法

1  工 法 の 仕 組 み

① 型 枠 に セ y 卜し た 検 知 セ ン サ ー ( 二端

子 間 の 微 少 電 流 を 応 用 ) が 打 ち 込 み 状 況 を キ

ャッチすると、 こ れ に 述 動 し た 振 動 機 ( 表 ー

1 、 写 真 一 1 ) がコンクリートの軟らかさ、

部 材 の 形 状 ・寸 法 ・凝 結 l時 間 に 応 じ て f反動 数

と 振 動 時 間 は 自 動 翻 泌 さ れ る 。 壁 な ど の J辰動

範 囲 は 約 2 0 - 3 0 m' / 台である 。

写真一 1 小型軽量型枠振動機

② セ ン サ ー は 、 操 作室 の作 動 表 示 盤 ( 写

真 一 2 ) に 打 ち 込 み 状 況 の 表 示 、 そ の 位 置 の

指 示 の ほ か 、 充 て ん 性 確 認 セ ン サ ー に も 応 用

で き 、 こ れ が 作 動 す る と 振 動 機 は 自 動 的 に 停

写真一 2 制御システム

止 す る 。 こ の 操 縦 は 半 自 動 と 全 自 動 と が で き

る。

③ 1 時間当たり 100 m'以 上 の コ ン ク リ ー

トを締固める 。

④ 超 J疑 結 遅 延 剤 の 使 用 に よ っ て 一 括 締 固

め で き 、 分 離4 し な い 範 囲 で 何 度 で も 再 振 動 で

き る の で 、 強 度 が ア ップ 、 密 実 性 が 向 上 す る 。

2  . 工 法 の 効 果

① 人 為 的 な バ ラ ツ キ が 少 な く 、 品 質 が 均

質 化 す る 。

② 短 時 間 に 大 塁 打 ち 込 み が で き 、 工 事 が

省 力 化 す る 。

③ 労 務 対 策 と 人 件 費 の 軽 減 で 、 将 来 的 な

コ ス ト ダ ウ ン が 可 能。

3  工 法 の 適 用 範 囲

① 打 ち 込 み 高 さ が 大 き い 場 合 や 、1日枠形

状 の 凹 凸 が 多 い 場 合 の 、 ジ ャ ン カ な ど の 打 ち

込 み 欠 陥 が 除 去 で き る 。

② 体 状 振 動 機 が 挿 入 で き な い 過 密 配 筋 の

苦11分 、 鉄 骨 梁 の 下 端 、 関 白 書11などにも充て・ん

性 が 符 ら れ る 。

③ 先 付 け タ イ ル や 、 先 付 け 断 熱 工 法 に も

最 適 で あ る 。

④ スラン 7 15cm位}3! Z. の 中練 りコンク リー

トを打ち込め 、 ひ び わ れ の 低 減 に つ な が る 。

⑤ 起 凝 結 遅 延 剤 の 使 用 で 、 打 ち 継 さ の 少

な い 憐 造 物 が 施 工 て'き る。

あとカ、き

写真一 3 現場施工例

本 工 法 は 、 一 般 的 な !12枠 剛 性 が あ れ ば 、 従

来の施工i I I i " i 序や段取りに変わりなく、出来上

が り の 品 質 も 粕 度 も 高 い 。 地 工 笑 紅i は、 H乍年

来 20数 件 の 現 場 で 実 証 し て き た が 、 好 評 を 得

ている。i l i : 春、本格的な全自動で一指大量打

ち 込 み 、 締 悶 め を 施 工 す る 予 定 で あ る 。

(けみ とらお 戸川 設技術.J 附 所 長 工学時十1

ひ ら が と む あ き 同上 主任研'允以 ・工学博士 j



の 自 動 ガ ス 圧 接 機 の 場 合 と 本 質 的 に 変 わ り は

な い が 、 同 時 圧 接 の 機 能 を 果 た す た め 、 パ ー

ナ は 自 動 点 火 用 パ イ ロ ッ トイ寸きとし、パーナ

駆 動 機 は 作 業 性 向 上 の た め 、 従 来 よ り 軽 量小

型イじを図った。

(2) 加 圧 装 置 従 来 の 加 圧 装 置 と 同 様 で あ る 。

(3) 制 御 装 置 上 記(1)(2)を制御するものでミ

l 台 の コ ン ト ロ ー ラ に よ り 2 - 4 台 の パ ー ナ

駆 動 機 お よ び 油 圧 ポ ン プ を 制 御 し て 圧 接 を 行

建設工事のロボット化の現状 I

- 鉄筋コンクリート工事

鉄筋の高能率自動ガス

圧 接 - 複数継手同時圧接一

建 築 に お い て は 、 近 年 鉄 筋 を あ ら か じ め 柱

お よ び 梁 の 部 材 と し て 配 筋 し た 状 態 に 組 み 立

て た も の を 施 工 現 場 に 持 ち 込 ん で 、 大 組 立 て

( 建方) し て ゆ く 工 法 が 行 わ れ る よ う に な っ

た。 こ の よ う な 鉄 筋 継 手 に は ガ ス 圧 接 が 不 可

能 と 考 え ら れ て い た が 、 自 動 ガ ス 圧 接 の 一 つ

の 特 徴 で あ る 正 確 な 縮 み 代 の コ ン ト ロ ー ル が

可 能 な こ と と 、 こ の た び の 複 数 同 時 圧 接 の 開

発 成 果 と 棺 ま っ て 、 先 組 み 工 法 に よ る 鉄 筋 構

造音1¥材 の プ レ ハ 7"化 へ の 応 用 が 可 能 と な り 、

大 手 設 計 事 務 所 、 大 手 セ ' ネ コ ン 関 係 者 の 検 討

を 経 て 、 す で に 実 施 工 に 入 っ て い る 。

な お 本 装 置 の 開 発 段 階 で は 0 1 9 - D2 5を 対

象 に 研 究 を 進 め て き た が 、 本 研 究 成 果 が 発 表

さ れ る に 及 ん で 、 む し ろ 0 3 8 - D5 1の よ う な

太 径 鉄 筋 へ の 適 用 に つ い て 、 建 築 ・土 木 間 分

! J l ' f ' から強い要望があり、これに応えて実用機

に つ い て は D1 9 - D5 1の 全 サ イ ズ に 適 用 可 能

なもグコとなっている。

う こ と が で き る 。 自 動 圧 接 モ ー ド は 「 個 別 圧

接 J i 同 時 圧 接 」 の 2 種 類 と し 、 必 要 に 応 じ

て 選 択 で き 、 コ ン ト ロ ー ラ 盤 面 に 新 し く プ リ

ン タ ー を 具 備 す る こ と に よ り 、 設 定 圧 接 条 件

( 各 圧 接 工 程 の 設 定 条 件 、 設 定 締 み 代 ) お よ

び 圧 接 結 果 ( 圧 接 時 間 、 加 圧 時 間 、 絡 み 代 )

を 全 数 プ リ ン ト ア ウ ト で き る よ う に し た 。 な

お コ ン ト ロ ー ラ 量 産 面 に お け る 圧 接 条 件 設 定 は

従 来 の デ ジ ス イ ッチ を キ ー ボ ー ド 方 式 に 改 善

した 。

先組み工法への応用と適用鉄筋サイズ

横川孝男/ 村上保之

建築施工現場の複数同時圧接作換 ( 025)

( 日本大学塩原研修所新築工事)

の 研 究 ( 主 任 研 究 者 ・ 横川 孝 男 ) に 対 し 、 通

産 省 の 昭 和 55年 度 中 小 企 業 技 術 改 善 賀 補 助 金

の 交 付 を 受 け 、 研 究 実 行 機 関 と し て 迎 合 会 の

鉄 筋 継 手 工 法 に は い ろ い ろ あ る が 、 ガ ス 庄 中 に 技 術 委 只 会 を 組 織 し た 。 こ の 委 貝 会 に 建

接 工 法 は そ の 簡 便 さ と 経 済 性 か ら 鉄 筋 継 手 の 設 省 関 係 担 当 者 を は じ め 多 く の 委 員 の 参 加 を

主 流 を 占 め て き た 。 し か し 、 従 来 の ガ ス 圧 接 待て、 D 1 9 - D2 5の 細 径 鉄 筋 を 対 象 に 、 複 数

は 手 作 業 で あ る 上 に 、 圧 接 器 具 の 改 善 ・標 準 継 手 同 時 圧 接 等 の 新 規 着 想 を 内 容 と す る 自 動

化 が お く れ て い る な ど の 理 由 か ら、 や や も す ガ ス 圧 接 の 研 究 を 開 始 し た 。 自 動 ガ ス 圧 接 裟

る と 継 手 品 質 に ノ 〈 ラ ツ キ を 生 じ や す く 、 と か 也 、 継 手 品 質 お よ び 作 業 能 率 の 検 討 を 通 じ 、

く そ の 信 頼 性 に 不 安 感 を も た れ て き た の が 突 い ず れ も 所 期 の 研 究 成 果 を 収 め る こ と が で き

情 で あ る 。 し か も 近 年 工 事 規 桜 の 増 大 に 伴 い 、 た。 写 真 一 1 に 、 研 究 用 自 動 ガ ス 圧 接 装 置 を

工 期 短 縮 の た め 作 業 能 率 向 上 の 必 要 に せ ま ら そ の ま ま 建 築 現 場 に 適 用 し た 同 時 圧 接 の 施 工

れ て い る 。 一 方 、 ガ ス 圧 接 に 代 わ る 各otill 継 手 例 を 示 す 。 引 き 続 き 通 産 省 、 建 設 省 の 行 政 指

工 法 が 次 々 に 開 発 実 用 化 さ れ 、 と く に 太 径 鉄 導 に 基 づ き 、 全 国 中 小 企 業 団 体 中 央 会 の 助 成

筋 の が ス 圧 接 領 域 に 進 出 す る に 至 り 、 泣 か ら に よ る 昭 和 57年 度 活 路 開 拓 ビ ジ ョ ン 調 査 事 業

ず 約l径 鉄 筋 に も 波 及 す る の で は な い か と の 危 ( 委只長 ・横川孝男 ) を 遂 行 した 。こ れ は 鉄

機 感 が 圧 接 業 界 の 中 に 台 頭 し 始 め た 。 こ の よ 筋 周 回 能 率 自 動 ガ ス 圧 接 機 の 笑 用 化 調 査 研 究

う な 背 荻 に あ っ て 、 全 国 圧 接 業 協 同 組 合 連 合 推 進 を 中 心 に 、 日 本 圧 接 協 会 は じ め 関 係 者 の

会 ( 会 長 ・ 土 屋 隆 ・略 称 会 圧 迷 ) は 、 す で に 参 加 協 力 に よ っ て 前 述 の研 究 成 果 の 実 用 化 を

0 5 1 な ど の 太 径 鉄 筋 継 手 工 法 と し て 開 発 笑 用 図 っ た も の で 、 本 調 査 事 業 を 通 じ て 高 能 率 自

化 さ れ 、 し か も 建 築 関 係 者 か ら 細 径鉄 筋 へ の 鋤 ｾＷ ゲス圧接の笑用試作機を完成した。

適 用 拡 大 を 喜 要 望 さ れ て い る 自 動 が ス 圧 接 工 法 本 袋 也 は 新 日 本 製 鉄 の 太 径 鉄 筋 を 対 象 と し

に う 白 目 し 、 業 界 の 危 機 を 克 服 す る た め 、 つ ぎ た 自 動 ガ ス 圧 接 の 基 礎 研 究 と 笑 用 化 研 究 、 お

に 述 べ る 開 発 研 究 へ と 発 展 し た 。 よ ぴ 数 多 く の 施 工 笑 紛 の 成 果 を 基 盤 に 、 細 径

すなわち、利 ｬ 径鉄筋用高能率自邸ｾ 7ゲス圧按 鉄 筋 へ の 応 用 を 図 っ た も の で あ るが、 7 イコ

加熱バーナ |  ン11，11御 に よ る 複 数 継

( パイロット付き) 1  

' 手 同 時 圧 接 等 の 新 機

能 を 可 能 に し た 世 界

で 初 め て の ガ ス 圧 接

システムである。

写真一 1

開発の背景・目的および経過

今後の展望

鉄 筋 の ガ ス 圧 核 工 事 業 が 昨 年 11 月18 日、中

小 企 業 近 代 化 促 進 法 ( 国民生活との 関 連 が 高

い 業 組 で あ っ て 、 中 小 企 業 が 大 半 を 占 め る も

の の 近 代 化 を 助 成 す る 法 律 ) に 基 づ く 指 定 業

種 の 指 定 を 受 け 、 目 下 、 建 設 省 が 近 代 化 計 画

を 策 定 中 で あ る が 、 建 設 省 は 圧 接 業 界 近 代 化

目 標 の 低 頭 に 新 技 術 新 工 法 ( 高 能 率 自 動 ガ

ス 圧 接 機 等 ) の 導 入 に よ る 生 産 物 ( 注 : 圧 接

継 手 を 指 す ) の 信 頼 性 と 施 工 性 の 向 上 を 取 り

上 げ て お り 、 本 開 発 研 究 の 成 来 が 建 設 業 界 の

合 理 化 に ど の よ う に 生 か さ れ る か 、 今 後 の 成

り行きが注目される。

全国圧械業協同組合i i l ! 合会技術顧問1

日鉄商，，> 株式会社技術主幹工学博士 l

全国圧抜撲協同組合辿合会事務局長/
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CMみ…従 来

実用試作自動ガス

圧接機の概要

本 装 置 の 構 成 は 図

- 1 に 示 す よ う に 加

熱 装 置 、 加 圧 装 置 お

よ び 制 御 装 置 か ら な

り 、 従 来 の 1 個 1 個

圧 接 す る 方 法 を 改 良

して、 2 - 4 個 の 個

別 圧 接 ( 時 間 差 を お

い て 次 々 に 圧 接 す る

方 法 ) 、 お よ び 同 時

圧 接 を 可 能 に し た も

のである。

加 熱 装 置

酸素ボンベより

アセチレンボンベ

より

電気ケープJレ

j _ _ 一一

加熱パーナ

( パイロ y ト付書

A  Cl ∞v  

)
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出 3、i'Il 4躯航機ポンプ: : . . ニ ，Hl i'1l 1  

i'Il 2駆量刑白ポンプユニ y 卜と同ーである.

図ー 1 実用試作機の個別および

同時圧接における 機器接続図



建設工事のロボット化の現状 E

- 鉄骨工事

鉄骨の自動溶接

夏 目 光 尋

鉄 骨 の 総 発 注 盆 は 、 建 設 省 か ら 発 表 さ れ る

着 工 面 秘 か ら 換 算 し て 求 め ら れ る 。 それによ

る と 、 鉄 什 迭 と 欽 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 を 合

わせた欽骨の総: 発注註は、昭和 54年 772 万 1

5 5年 718 万 人 56年 672 方 t 、57年 642 万 l

と 年 々 低 下 し て き て い る 。 昨 年 は 679 方 t と

わ ず か に 回 復 し た 。

一 方 、 鉄 骨 加 工 業 者 は 多 〈 、 大 手 か ら 零 細

まで含めると、 1J L1工 能 力 の 総 訟 は 1，000 方 L

と も そ れ 以 上 と も い わ れ て い る 。 必然、的に過

当 競 争 と な り 、 受 注 単 価 も 低 迷 し 、 業 者 は 非

常 に 厳 し い 状 況 に お か れ て い る 。 鉄 骨 の 生 産

は 労 働 集 約 的 な 生 産 で あ り 、 コ ス ト の 低 減 に

も| 浪りカずある 。

生 産 の 自 動 化 に つ い て は 、 小 型 ワ ー ク を 多

量 生 産 す る 分 野 で は 早 く か ら 進 め ら れ て き た

品 種 少 量 生 産 あ る い は 一 品 生 産 に 近 〈 、 自 動 こ の 仕 口 部 に は 、 レ 形 開 先 の 多 層 溶 接 継 手

化 に は 技 術 的 ・経 済 的 制 約 が あ る た め で あ る 。 が 多 い が 、 最 近 こ の よ う な 多 層 溶 接 を す る 可

し か し 、 鉄 骨 の 生 産 に つ い て は 、 こ の よ う 搬 式 の 自 動 溶 接 機 も 試 作 さ れ た 。 こ れ は 予 め

な 制 約 の あ る な か で も 、 近 代 化 の 努 力 は な さ 笑 験 な ど に よ り 積 層 法 を 決 め た も の を シ ー ケ

れている 。 た と え ば コ ン ビ ュ ー タ を 利 用 し た ン ス に し て お き 、 セ ッ トすればあとは監視す

C A D/ C A Mシステムが開発されており、 る 必 嬰 が な い の で 、 一 人 で 複 数 台 扱 え る 。 し

鉄 骨 の 一 般 図 ・規 準 図 ・組 立 詳 細 図 ，111品 図 かし十字柱の狭あいな音I1分 も 含 め て 適 用 で き

な ど の 作 図 と 、 加 工 手JI 仮表 型 板 ・定 規 な ど るわけではない。

の 生 産 情 報 の 作 成 が 自 動 化 で き る よ う に な っ

fこな

こ れ ら は す べ て 共 通 の デー タ か ら 作 ら れ る

の で 、 従 来 か ら の 入 手 に よ る 移 し か え 的 な 作

業 は 省 け 、 こ れ に よ る ミ ス も な く な る 。 また

鉄 骨 に お い て は 変 更 ・修 正 が 多 い が 、 そ れ に

も 能 率 よ く 対 応 で き る よ う に な っ ている 。

さ ら に 、 こ の 共 通 デ ー タ か ら N C  ( 数 値 制

御 ) 指 命 テ ー プ を 作 り 、 こ れ を 用 い て n砂き

. 切 断 ・孔 明 け の い わ ゆ る 前 加 工 を N C によ

り 自 動 化 で き る 途 が|羽かれている 。 しかし、

組 立 ・溶接の後初l工 に ま で 進 展 さ せ る こ と が

で き る か ど う か は こ れ か ら の 課 題 で あ る 。

言 う ま で も な く 、 溶 接 作 業 は 鉄ff 加 工 の 金

作 業 の う ち の 大 き な ;'fIJ 合 を し め る 。 このため、

機 桜 の 能 率 向 上 に は こ れ ま で も 努 力 し て き て

お り 、 サ ブ マ ー ジ ア ー ク 溶 接 は 言う に及ぱず、

エ レ ク ト ロ ス ラ グ 溶 接 も 導 入 さ れ て す で に 久

しし、 。 こ の エ レ ク ト ロ ス ラ グ 椛 按 は m粍 ノ ズ

ル 式 が 開 発 さ れ る と 同 時 に ポ ンク ス 位の ダイ

ヤ ブ ラ ム の 溶 接 に 用 い ら れ て い る 。 最 近 で は 、

非 rド'i J ; 毛のノズルによるエレクトロスラグj蒋後

( 直流、紛l径 ワ イ ヤ ) も 用 い ら れ て い る ( 写

真 )。 こ れ は ノ ズ ル 代 が か か ら な い ば か り で

非消耗ノズル式エレク卜ロスラグ溶接

ま た 、 こ の 10年 間 に C O
2 ア ー ク 半 白 動 熔

僚 が 普 及 し 、 手 j
存按が少な くな っ てきており、

浴 後 能 率 の 向 上 に 寄 与 し て い る 。

近 年 、 ア ー ク 溶 接 ロ ポ ッ ト は 何 々 の 業 制 で

活 躍 し て い る 。 溶 接 |励会のロポ ッ ト研究委以

会 が 鉄 骨 建 設 業 協 会 の メ ン バ ー に 対 し ア ンケ

ー ト 調 査 し た 結 来 2 ) では、わずかではあるが、

現 在 市 販 さ れ て い る ア ー ク 溶 接 ロ ポ ッ トは

テ ィ ー チ ング プ レ イ パ ッ ク式である 。 テ ィ ー

チ ングには 一 般 に か な り H寺聞がかかる ( 溶 接

時 間 の 数 10傍 ) の で 、 多hl 生 産 に は 向 く が

一 品 生 産 的 な 鉄 骨 に 、 い ち い ち テ ィ ー チ ン グ

し て 用 い る わ け に は い か な い 。

ティーチ ン グ し な い 方 法 と し て は 、 視 覚 ロ

ポ ッ ト が 理 想 的 で あ る が 、 ま だ ま だ 先 の こ と

になろう 。 また、 N C ロ ボ ッ 卜にすれば、直

後 テ ィ ー チ ン グ し な く て す む 。 N C指 命 テ ー

プは前l A . の C A D/ C A Mシステムによ って

作 る こ と が で き る 。 そ し て ハ ー ド 面 で は 仕 口

部 の 狭 あ い な と こ ろに も 入 る こ と が で き る ロ

ポ ッ ト 手 廿 と 浴 接 ト ー チ が 必 要 と な り 、 さ ら

に 多 局 総 援 が で き る よ う に し な け れ ば な ら な

し、 。

し か し 、 こ の よ う な ロ ポ ッ トは開発費も含

めるとかなり日制Eになるで舟あろうから、 15;イ寸

)J fI価11立の欽1j' に 適 用 し で も 経 済 的 に 引 き 合 う

か ど う か が 問 題 と な る 。

決 按 ロ ポ ッ トに造詣の深い 中村孝巨! よ士は、

「む つ か し い i存抜は、何も無理して高度なロ

ポ ッ トを作 って こ れ に 溶 媛 さ せ な く と も 、 す

ば ら し い 能 力 を も った 人 間 が や れ ば よ い J と

述 べ ておられる ? ロポ ントフィーパの中にあ

って注目すべ き凡解である 。

この ように々えてみると、仕口音I1の す べ て

をロポ ッ トで浴後させようとするのは今のと

ころ無理であ ろ う。 まずは仕口昔I1の一部に、

i拘述の よ う な 可 搬 式 の 自 動 機 でi容按させる住

i支になると忠わh . る 。

ところで、 (1 動化の目的はいろいろあるが、

まず第ー に あ げ ら れ る の は省力化である 。欽

fl" 生 産 で 省 力 化 を考えると き、橋被 i止が適正

ヵ、ど うヵ、にも目を If'J けたし、と }a、う 。 jHI' σ 〉主|調

. i l l . 当たりの j谷核反 ( サイネ: 6  mmの附 l勾治按換

$1: ) は 、 ほ と ん ど の 場 令 10 0 m/ l を超えてお

り、 150 m /  t 以 上の ものも多い 。 これまで tl't

例 的 に 決 め ら れ て い た よ うなとこ ろの 溶 接の

デ ィテー ルに つ い て も 、 過 剰 に な っていない

か ど う か の 検 討 が 望 ま れ る 。
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- 鉄骨工事

建設知能型ロボット

S S R - 2  

庄 川 選 男

S S R  2  ( Shi mi zu Si tes Robot  2) は、建築工

'1'. で は 初 め て 、 判 断 と 自 定 機 能 を 持 っ た 知 能

型 ロ ポ ッ ト で あ る 。 昭 和 57年 10月 に 治 水 建 設

が 開 発 し 実 用 化 し た SSR- l を レ ベ ル ア y プ

し た も の で 、 耐 火 絞 夜 吹 付 け 工 事 に 使 用 し た 。

開発の経緯

耐 火 被 縦 l次 付 け 工 * は 、 火 災 時 の 日 溢 に よ

る欽竹宮IH，j の強度低下を防ぐために行われる

東 京 三 回 4 3森 ピ ル て'施工( 約 2000m'吹 付 け ) 褒ー 1 S S R - 2 の仕機

の 結 果 、 成 呆 と し て 、 ① 吹 付 け 場 所 か ら 3 0 m

Ｈ油圧ホース分Ｉ離れて施工可能、劣悪な ｊｾ

境 か ら 解 放 さ れ た 。 ② 3 人 l 組 が 2 人 1 組 で

作 業 で き る 目 途 が つ い た 。 反 省 と し て 、 ① 誘

導 ワ イ ヤ ー 設 置 や ロ ポ ッ ト の 上 階 移 動 等 の ロ

ポ ッ ト 導 入 に よ る 付 帯 作 業 に 入 手 が か か る 。

② 吹 付 け 厚 さ の 硲 保 が む つ か し い 。 ③ ロポ ッ

トが大きく 宣伝 引 式 の た め こ ま わ り が き か ず 、

l次 け な い 所 が で き る 。 ④ ロポ ッ ト の ア ー ム が

m< 、ティーチングがしにくい。

S S R - 2 の概要と施工結果

S S R- l か ら 得 た 反 省 と デ ー タ を も と に 、 つ

ぎ の よ う な 改 良 、 レ ベ ル ア ッ プ を 行 っ た の が

SSR- 2 である。なお改良J t l IH1] 約 6 ヵ 月 、 附 神

戸 製 鋼 所 と の 共 同 開 発 で あ る 。

① S S R- l で は 入 手 に よ っ た が、l次 付 け る 鉄

骨 梁 か ら の 距 離 と 角 度 を 位 世 硲 認 周 セ ン サ ー

自 由 11: 3  ( 走行、旋回、持降)

駆 動 万 式 油圧

走行償能 走 行 速 度 低速I . 2 m/園、高速 6 ml 皿

停 止 精 度 士 5. .

駆 動 方 式 油圧

篠田機能

旋 回 角 度 土102. 5' ( 手動) 土90' ( 自動)

旋回巡回E 低速0. 4r pm、高速 2r pm

定 旋 回 繍 度 士0 .5"

アウトリガ

駆 動 方 式 泊圧

行 持 降 速 度 2∞聞/ 耐

昇降機能

持 陣 制 度 土1. .

4査 可 変 高 さ 般 大500Dl IIII

走行距離と旋回位置をプログラ

置 制 御 E  法 ミングするニとによる( I 動走行

方式

{ 立湿値I t IAI宜 制度土 5 剛

ロポットア ム向先場に取り付

位置補正 けた位置確U センサ( ストロー

慨 能位置補正万法 ク200. . ) によりロ *，， ';1 ト自身の

位置を横山し. 補正する白動位

1R補正 } j 式

。 自

l宜 6( 腕の旋回 . 1間後、上下. 下tt

ーフ
向上下、左右、回転)

ニ 織 り 返 し 精 度 土5 剛

プ
式電気・油圧サ ボによる C P お

?串l
御 t; 

よぴ P T P制御

タ C P :  4  - 128分

配 憶 容

最 P T P  ぉ∞ポイント

!R 

量 805kg ( マニプレ タ335旬、

走行袋置470kg)

法全長 17切回全幅: 1350町

そ 寸

町

全両 25∞- 3∞0醐

テ プスイ y チによる衝突防止

も の で 、 半 j:J 式 l次 付 け ロ ッ ク ウ ー ル 工 法 が ー で illlJ 定し、白己補正でヤきる知能を備えた。②

他

装置

安 全 議

世光学式陣容物検出殺置

般 に 用 い ら れ て い る 。 し か し 、 こ の 工 法 は 、 走 行 は 自 走 式 と な り 、 走 行 距 離 セ ン サ ー を 側

主 主 設 作 業 の 中 で も 周 指 の 苦 渋 作 業 で 、 一 般 作 え て い る の で 、 所 定 場 所 ま で の 移 動 や 旋 凪 は 回転灯による瞥告設置

業| 構の20倍 に も な る ロ ッ ク ウ ー ル 粉 鹿 か ら 身 C P U の 指示 に よ り 自 動的 に 行 わ れ る 。 ③ ア

を< ; 1 : るために、夏でも肌をさらさないような ー ム を 改 造 し 、 軽 〈 動 く よ う に し た 。 ④S S R う に 解 決 さ れ た 。 ① 自 定 式 と な り 、 位 世 や 距

服 装 を し 、 マ ス ク を か け る な ど の 重 装 備 で 仕 ー1 よ り 大 き さ は 約% 、霊さは 2 0 %減り 、 か つ 離 検 出 用 セ ン サ ー を 備 え た た め 、 付 帯 作 業 は

引 を す る 。 こ の よ う な 悪 環 境 か ら 作 業 者 を 解 そ の 場 で90・旋回できるし、向さも可変( 故大 ロ ポ ッ ト の 上1
I管 移 動 だ け と な り 、 入 手 は 約.x

1皮 し た い と い う 現 場 か ら の ニ ー ズ が こ の ロポ 50cm) と な っ た 。 ⑤ 吹 付 け 材 料 の 供 給 装 置 に に 減 っ た 。 ② 吹 付 吋 厚 き は 、 材 料 の 安 定 供 給

ット IJf.1発 の 端 緒 で あ っfこ。 パ イ プ レ ー タ や 俊 作 羽 似 を つ け て 、 材 料 の 安 化 、 ア ー ム の 焼却J 化によるティ ー チ ン グ の や

57年 10凡 に 実 用 化 さ れ た S S R- l は 、 本 体 定供給を図った。 り や す さ 、 ロ ポ ッ ト 位 置 決 め 料 度 の 向 上 に よ

の ロ ポ ット( 一般産業用主主装l次 付 け 用 プ レイ 以 上 の 改 良 を し た S S R- 2 は、 東 京 浜 恰 町 り 、 然 練 工 と 同 等 に な っ た 。 ③ コ ンパク 卜化

パ ッ ク ロポ ットを改良) に自走宣伝 引 J I1 をつけ、 駅 前 の 束 芝 ビ ル デ イ ン グ お よ び 新 潟 万 代 シ テ し 、 旋 回 機 能 も 備 え た の で 、 施 工 可 能 範 闘 が

床 上 に 誘 持 ワ イ ヤ ー を 設 世 し 、 そ の 上 を 走 ら ィ伊勢丹ービルて千七 5000m' の 1"大 付 け 作 業 を 行 っ 拡がった。

せ る ) J 式とし、市11御 は C P U内 l畿 の 制 御 盤 に た。 そ の 他 、 デ ー タ に よ り 単 純 l次 付 け 作 業 だ け

よった。 施工の車古来、 S S R- l てマ〉 間 組 点 は つ ぎ の よ な ら 、 ロ ポ ッ ト は 、 人 間 よ り 約 2 伯 l吹付ける

写真一 2 S S R - 2 の権成

団扇 戻付けロポ ッ トl T明用iJL竹 再 戸 一

ことがわかった。しかし、アームはティーチン

グ11寺の 4 低 ま でiさ く な る の で 、 ロ ポ ッ トの能

力 を 卜 分 使 い こ な し て は い な い 。 今 後 、 さ ら

に 災J羽 化 を 図 る た め に は 、 材 料 の 安 定 し た 大

量 供 給 、 テ ィ ー チ ン グ の 答 易 化 、 ロ ポ ッ ト の

働 き や す い 挫 物 の 設 計 と 施 工 の 際 準 化 を 推 進

する必繋があろう。

巴 、/ 咋巧さきニ¥! L. - 耐火

_ .  1>0 _ _ _  一長て車三三 J 勺| 按 寝

吹付け作業階 マニフャータｾ 喧 ￭ ｴ 1 ← m 

プラント設置階

吹叶? ノ AJ Iレ鉄骨! ! '

走行台車

( 白走式90'・旋回)

伊 可 変 ( 蜘 )

走行台車 まとめ

( 自走式90・縫目)

S S R  2 は、他殺現場で初めて内定し長n能 を

持 っ た ロ ポ ッ ト と し て 、 実 用 化 の 域 に 入 っ た

|セメント

スラリーものとの評価 を 得 て い る 。 同 内 で は 日 経 ・年

ｾ＠ /lll 優 秀 札111'此 ( ' 83年度機械宮/IP'I ) 、 国 外 で は

ホ

よ アメリカの主I ! 設技術雑誌 E N R ( Engi ne巴n n g

ews  Record) 誌から ' 83年 度 建 設 産 業 に 功

労 が あ っ た と 表 彰 さ れ た の は そ の 一 例 で あ る 。

し か し 、 他 産 業 か ら 比 べ れ ば 、 や っ と 歩 き 出

し た 亦 ん 坊 の よ う な ロ ボ ッ 卜 と 言 え よ う 。 今

後も、 SSR- 2 をさらに実用化するとともに、

現 場 の ニ ー ズ に あ っ た ロポ ットを 1 台 で も 多

〈イ乍り山したいと願っている。

図一 1 S S R - 2使用機器摘成図

( しようかわ ともお 1  

I，'l 水佳品株式会社組築本部技術部主任部員j
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空調タヲトj青揚ロボット

長 友 隆

空調システム清掃の必要性

省 エ ネ ル ギ を 目 指 す 現 行 の ピ ル 空 調 シ ス テ

ム で は 、 一 般 に 、3 0 %の外気と、 7 0 %の 室 内

空 気 と を 浪 合 調 節 し て 冷 暖 房 を 行 っていると

言 われる 。 昨 今 、 環 境 衛 生 学 の 分 野 か ら 、 空

気 汚 染 に よ る 病 害 が い ろ い ろ 研 究 発 表 さ れ て
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図

- 制御方式:

? イクロコ ン

ビュータ制御

・運転方式.

手動/ 操作ポ ，?

1 による遣隔操作

自動/ 自動，ザー

ン走行

・百I箭 ・34kg

図 - 3 制 御 装置

清掃イ ンターパル(3)

ダクト 壁

ダクト幅

清掃de:'車( 核定)

い る が 、 こ の 原 因 は 空 調 シ ス テ ム に 起 因 す る 図- 4 清掃，¥ターン

も の と 考 え 、 風 道 ( ダ ク ト ) が そ の 発 祥 地 と ク ト 床 面 の 鹿 挨 の 堆 積 量 と そ の 付 着 状 態 を 観 の 設 計 も 多 角 化 し 、 ま た エ ア ー フ ィルターも

み て 対 策 を 検 討 し た 結 果 、 盛 挨 を 室 内恨IJ に 飛 察 し 、 清 婦 イ ン タ ー パ ル を 選 択 し て 、 制 御 装 性 能 と そ の 極 鎖 が 相 加 し 登 調 機 能 を 高 め て き

散 す る こ となく回収する 「空 調 用 ダ ク ト 消 婦

ロポ ッ ト 」 を 考 案 し て 、 今 春 よ り 笑 用 化 を 計

る こ と と な っ た 。

清掃ロボットのシステム構成

清 掃 ロ ポ ッ ト は 、 遠 隔 操 作 に よ り 自 動 ま た

は 手 動 運 転 で 治 対 作 業 を 行 う が 、 点 検 ロ ボ ッ

卜 ( 0 I  R ) とi i ' H，t ¥ロポ y ト ( 0 C  R ) をそ

れ ぞ れ 制 御 装 置 に よ り 作 動 さ せ る 。

o  I  R は 作 業 開 始 に 先 立 ち 、 ダ ク ト の 形 状

や 構 造 を 調 査 す る こ と と 、 お'!r 十iJ 1 前のダクト内

部の汚れ程度を点検するが、消j " - ，af去の検査に

も 役 立 て る こ と と し た 。搭 ;1現している I T  V  

( 工 業 用 テ レ ビ ) カメラは、 180' 回 転 し て 機

総 前 後 の ダ ク ト 内 部 を 実 写 し 、 地 上 局 の モ ニ

タ に よ り 確 認 す る 。 運転喜要領は手元の操作ポ

y ク ス に よ り 、 点 検 ま た は 調 査 が 自 由 に で き

る よ う に 手 動 式 と し た 。( 図 ー 1 )  

D C Rに よ る 消 掃 方 法 は 、 直 線 方 向 で 行 う

こ と が 基 本 て ¥ 超音 波 距 離 セ ンサ を 前 後 左 右

に 配 列 し 、 自 動 運 転 の 場 合 は 、 ダ ク ト 側 壁 に

対 し 平 行 移 動 さ せ る 。 またダクト底膏11が 傾 斜

し て い る 場 合 は 、 床 研 磨 用 の ブラ シ装 置 部 が

柔 軟 に 作 動 し 、 登 坂 下 降 ( 15' ) 走 行 が ス ム

ー ズ に 行 え る よ う 設 計 し て あ る 。( 図ー 2 )  

ロ ポ ッ トをコ ン トロールする制御 システム

の構成は、命IJ 御 装 置 、 操 作 ポ ンク ス お よ び ケ

ー プ ル 繰 り 出 し 装 置 で あ り 、 こ の頭脳として、

8 ピ ッ トのマイクロコンピ ュータを使用して、

そ の 機 能 を 具 現 し た 。 ロポ ッ トの走行は、こ

の 制 御 装 世 に よ って I T V モ ニ タ に 映 像 さ れ

るので、同機昔if の 述 動 性 に よ る 作 業 を 効 率 化

の た め 一 体 化 し て 、 ま た 移 動 作 業 も 簡 便 に す

るよう図 っ た。( 図 - 3 )  

運転操作と清掃要領

D C Rによる消婦は、 o I  R の 点 検 結 果 に

基づき 、消 .hl:'ノマタ ー ン と 速 度 を 設 定 す る 。 タ

44 挫築 と社会/ 1984年 4 月号

訟 を 調 整 す る 。 汗f帰 パ ター ンが セ ッ トされて、 たなかで、ｾＮｶ ｾｪ 設備の機器保守と消婦は 、 当

操 作 ボ ッ クスのスイ ッチを t1pすと D C Rは自 然 の 課 題 と し な が ら も 人 の 手 の と ど 〈 範 囲 で

!li1J 運 転 を 開 始 す る 。 終 わ っている 。 こ の ロ ポ ッ ト の 開 発 で は 、 未

自動運転は 図 - 4 のとおり治州イ ン ターパ |井j 妬 分 野 の ダ ク ト ま で 延 長 し 、 保 守 管 理 の 日

ル の 単 位 で 行 い 、 ダ ク ト lftlJ 壁 に 平 行 に 前 進 ま 偽 を 図 る こ と と し た 。

た は 後 退 を 繰 り 返 す。 ま た 進 路 変 更の場合、 しかし 試行 の段 階 で は 、 ダ ク ト底面を 主体

D C R幅 の 約 半 分 を 移 行 さ せ る 。 後 退 11寺は点 に J f え て 進 め た が 、 つ ぎ の 4 /1. を布1i . i Eし、I l 'j -

2 プ ロ ワ 並 び に 回 転 ブ ラ シ を 停 止 し て 、 適 度 紛失) J 来をあげることとした 。

な 速 度 で 移 動 さ せ る 。 これを対向する1 HIJ 壁ま (1)長 方 形 ダク トの 形状変化による上古11 ・1sIJ 昔11

で 往 復 し て 、 最 初 の イ ン タ ー パ ル が 終 了 す る 。 i-，'H-，a

さ ら に 設 定 さ れ た つ ぎ の ii 円。イ ン タ ー パ ル 分 ＨＲＩ 小 型 または円形ダクトのｨＧｈＮ ｉｾ

だけ前進し、同様な動作を繰り返すが、 o C  ＨＳＩ ｦｴｈ ｾ ｩｬ 工般に拭きとり仕上げ法

R の 全 長 分 だ け ラ ンプ し て 移 行 し h'f1' ，aをする 。 (4)微 生 物 や 病 il fJ ll 迎防止の た め 柴 剤 散 布 万 式

以 上 の ii 雪崩動作は予定の h' J M距縦に 至 る ま で また、今後 の ｾ題としては、

行 い 、 作 業 開 始 点 付 近 ま で 機 株 が 戻 ってきて、 ( 1) コ ン ビュー タ室 、車内w機 械 室 、 病 室 、食♂，

ftH'll 作 業 を 完 了 す る 。 研 究 所苦手における空調ダクト h円。

前 婦 中 に D C Rの 集 陸 相 がjpv，j杯 に な ったと (2) 吹 出 口 組 り の h'j .-t'，a ( ガラリ苦11分 、 シ ステム

きは、自動的に ｲｾｈ ， ｴｬ スター卜地点に戻り、幸子 天 井 等)

報 を 発 し て 運 転 者 に 知 ら せ る 。 袋 路 槽 を 処 理 (3) ダク トlJJI .J:斤許11 ( 校包・ ) 、 同 低差 の 大きい膏11

した後にスタートボタンを ｾｉｰ すと、 ｄｃｒ は 分 の ｦ ｬＧ ｲＭ ＱＢｉｾ

.mJ11Hl曲がむ町村、とな った 地 点 の h'f1' ，aイ ン ターパ (4 )7111 1m等のイ寸前する厨房ダクト h刊 a

ルの始点近{ 労に戻り、 h"'J t-.J l を再1mする 。 (5) ダクト点検口または十時II徐 口 の 設 泣 ( 設 計 上)

D C Rの 手 動 運 転 は I T  V モ ニ タ 監 視 に よ この 開 発 は 昭 利48年 以 米 の椛必であり、 57

る 運 転 操 作 と な る 。 ロポ ッ トの 万 li'j ・速 度 の 年 2 月、<<11)1区気通信共済会が、( 的明i l ! : 舎 に 発

コ ン ト ロ ー ル は 操 作 ボ ッ クスにある l 本 の レ 注して試作したもので、 59年 3 )  J に 実 用 化 の

パーによ って行う 。 レノぐーの{ ぜl き)J I 1 減によ っ 巡 び と な った。 省エネルギー引のビルは父宮若

て 走 行 方 向 が 決 ま り 、 傾 き 深 度 に よ り 走 行 述 j立が日 〈、 空 調 で も 、 換 気 回 数 や 外 気 取 り 入

j立が決まる 。 ZZ-2 ブロワ ・回 '1去ブ ラシ は 例 別 れ ｩｩｴ を節減する傾向にあり、 ｾ ［ｕｉ 司ダクト の 隙

にオ ン またはオ フす る こ と が で き る 。 操 作 ポ 腐 化 に よ る 室 内 空 気 の 汚 染 化 は 必至，と考えら

ッ ク ス 上 に は 、 運 転 開 始 点 か ら の 走 行 距 自ft と れる 。57年 n r J 、厚生省告示で、 「空 調設やm

ロポ ッ ト側のタ ンチセ ンサ の状 i51. が表示 され に| 刻する維持ti' 迎技術基判t! J が. i J : U述されたが、

る。 これによ っ て ロ ポ y トの位 泣 と 、 ダ ク ト その な か で は 迎 当 な ダ クト h' fj- 'Il 機 絡 の な い こ

lUl J 壁 に 対 面 す る 状 態 を 知 る こ と が で き る 。 I とを 示 唆 し て い る の で は な い の だ ろ う か 。 こ

T V モニタをm・用すれば、さらに正純な五I ! ，I去 の ロボ ッ 卜によ って 、 快 適 な 主 1)、l空 気Z41岐 の

が 可 能 で あ る 。 自良成に役立 た せ れ ば 準 拠 で あ る 。

清掃ロボット開発上の問題点

/ ながと む たか し 1  

建 築 設 備 が 近 代化 し、 ダ ク ト の 寸 法 ・形 状 ｾｾ ＭＭＭｮ Ｍｴｦ 司 法人 Ｇ ， ＱＱ 火山， Ｑ 共済 会 Ａｒ ｊ ［ 叫 Ｚｬｬｬ ￭Ｚｬｬ 築 ，， ｾｗＩ
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窓ふきロボット

奥 田 安 雄

開発の背景

都 市 中 心 街 区 に お い て は 、 多 く の 高 層 ビ ル

が建築されている 。 こ れ ら の 高 層 ビ ル は 、 地

震 、 火 災 、 風 雨 な ど に 対 し で は 、 高 度 な 技 術

で 安 全 性 が 保 障 さ れ て い る が 、 ピ ル外 側 の窓

ガラスふき作業は、いまでもゴンドラを使用

した人の手による危険な作業が残されている 。

わが閣のピルで最も高い池袋のサンシャイ

ン60などの超高層ビルでは、懲ガラス面積が、

10，000r n ' を超えるようになり、入手作業では

賎 し く な っ て き た の で 、 外 装 消 掃 の 改 善 が 強

く要望されてきた。

窓 ふ き ロ ポ ッ ト は 、 立 ち 遅 れ で い た 建 物 外

装 の メ ン テ ナ ン ス の 合 理 化 を は か る こ と に よ

り、高所での危険作業の解消 、省 力 に よ る ピ

ｊ レ管理授の低減、ｩｬＧ Ｑ 掃ひん度の ￭ｾ tJ 日による居

住 環 境 の 向上( 快適さ) など多くの効果をも

たらしている 。

システムの概要

この窓ふきロボッ卜は、 図 - 1 に示すよう

に屋上にルーフ ・カーを配置し、無人の消掃

ユ ニ ッ ト を ワ イ ヤ ロ ー プ で 吊 り 下 げ て い る 。

消 掃 ユ ニ ッ ト は 、リモコ ン方式でピル外 装 に

サービスケーフル

走行

帰ユニット

図- 1 窓ふきロボ ッ卜の構成図

設 け た ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て 昇 降 し 、 窓 ガ ラ

スおよび外装の汚れを消掃する 。 窓 ふ き ロ ボ

y 卜は、ルーフ ・カ一、消掃ユニット 、走 行

レール( なかには、走行レール不婆のタイヤ

形 式 も あ る ) か ら 構 成 さ れ る 。

屋 上 を 走 行 す る ル ー フ ・カーは、オペレー

タの操作で「連続一位置決め」スイ y チを切

り換え、所定の清掃窓列へ連続走行し、窓列

へ の 位 置 決 め を 自 動 的 に 行 っている 。

計百掃指令の押ボタンスイッチ操作により、

消 f吊ユニ y トをピルのガイドレールにセット

し、横揺れしないように安定させてから昇降

し、下降中に消掃作業を行 っている 。 消 掃 ユ ので、とくに看板、玄関屋恨、バルコニ一、

ニ ッ ト は 、 洗 浄 液 ( 通 常 は 水 道 水 ) を ノ ズ ル 航空障害灯、排煙窓などの障害物と下渉しな

から窓ガラスに吹き付け、ガラスの汚れと 一

緒にスクイジィ ( ゴム雑布) で拭き取る 。 洗

浄液は、へ y ド部分から同収し、フィルタを

通 し て 循 環 再 使 用 す るので 1 日中洗浄液の補

充 の 必 婆 が な い。

窓ふきロボッ卜は操作性の容易きのほかに、

高層ピルの屋上および外装商で稼動すること

から、突風、地震などの環境条件を考慮して、

ルーフ・カーの転倒防止、過速度防止( 定格

下 降 速 度 の 1 3 0 %以下) 、ワイヤの張力検出に

よる切断防止、窓ふき性能の異常表示などの

十 分 な 安 全 機 能 を 持 って いる 。

高 層 ビ ル の 窓 ふ き 作 業 を ゴ ン ド ラ に 乗 って

人 の 手 で 行 っ た 場 合 は 、 通 常 2 - 3 名 の 作 業

者 で20 日間程度の目数が必要であるが、懲ふ

きロボ y トでは、オペレータ 1 名 で 4 - 8 日

間 の 短 い 日 数 で ピ ル 全 体 の 清 掃 が で き る 。 窓

ふ き ロ ボ y トを J采用することで得られる最も

大 き な メ リ ッ ト は 、 省 力 に よ る 経 済 性 の 向 上

で あ り 、 ピ ル 管 理 面 で の サ ー ピ ス 向 上 も 期 待

できる 。

適用範囲

窓 ふ き ロ ポ y トを滋入する際には、ピルの

外観設計の段階から、 シス テムがうまく適用

できるようなわ可造をあらかじめ考えておく必

要がある 。

消 掃 ユ ニ ッ ト 昇 降 用 の ガ イ ド レ ー ル は 、 欠

かすことができない。 ガイドレールは、アル

ミ製の 7 リオ ンが利用 されたり、プレコン壁

商 の 滋 を 用 い ら れ る こ と が 多 い。 ガイドレー

ル は 、 消 掃 ユ ニ ッ ト を 安 定 す る と と も に 窓 ガ

ラス消掃の位置決め基準にな っており、地震、

風 の 条 件 を 加 味 す る と 車 輪 1 輪 当 た り 約 100

kg程度の荷重が力uえられる 。 ピルの窓は、同

一 窓 列 の 中 に 幅 の 巽 な る 窓 が 混 在 し な い 方 が

望 ま し い。通 常 対 応 可 能 な 窓 の 寸 法 は 、 幅 が

1000- 3000mm、 奥 行 き ( 窓 面 と 腰 板 の 段差)

カマ350mm干呈度である 。

消掃 ユニッ トは、外装面 に沿 って昇降する

図- 2 窓ふきロボ ット外観( エコ ノミィヲ イプ)

いような配慮がいる 。

窓 ふ き ロ ボ ッ トは、超高層ピル以外の中高

廓ピルにおいても採用されることが多くなり 、

最近、 図 - 2 に示すような機能性、経済性を

考慮したエコノミィタイプ( 適用ピル高さ 75

m まで) も用意されでいる 。

設置の状況

わが国で窓ふきロボ ッ トは、 AH高 層 ビ ル か

ら中高層ピルまで広く採用されており、およ

そ40台の実績があり 、建 築 計 画 段 階 で 採 用 検

討中のピルも数多い 。

三菱電機が納入した窓ふきロポットは、 表

- 1 に示す通りである 。

表- 1 窓ふき ロポッ ト納入ビル (当 祉のI刊)

ピ ル 名 称

階数

ピ ル 名 称

階歓

(F L) 
(FL) I  

サンシャインω 60 三回国際ピル 26 

ｾｉ￭宿セ ンターピル 54 住友生命名古屋ピル 26 

ｾｉ￭宿ｻ主左ピル 52 諜k i ' 日生命本社ピル 26 

新宿野村 ピル 51 接泥江再開策ピル( 仮) 26 

※ ヒルトノホテル 37 大阪駅前第 4 ピル 25 

k 阪駅前第 3 ピル 34 三菱銀行本底ピル 24 

J l ! 邦生命本社ピル 32 ｾｉ￭呉服樋ピル 21  

第一勧銀本官ピル 32 住友生命岡山ピル 20 

日比谷国際ピル 31  幸ピル 16 

インベリヤル・タワー 31 東京銀行本官ピル 12 

新宿 NS ピル 30 日本リ クルート七ンター 11 

k 阪ターミナルピル 29 

注) ※ 印は、製作中まと I主催え付け中のもの

今後の課題と将来展望

窓 ふ き 作 業 の 自 動 化 が 進 む に つ れ て 、 建 物

のさまざまな形態への対応が求められており、

さらに省エネ、省力を 押 し進めるうえから、

小 形 軽 量 で 、 よ り 経 済 的 な シ ス テ ム へ の 拡 が

りが要望されている 。

その手段として、小形軽立化にはシステム

の 見 直 し を は か り 、 エ レ ク 卜 ロ ニ ク ス の 導 入

による制御機能の最適化、新紫材を係用して

大 物 構 成 品 を 簡 略 化 、 軽 量化 することで、よ

り経済性の高いシステムとして 、ユ ー ザ ・ニ

ーズに応える必要がある 。 また、消婦機能に

ついても改良の余地があり、人の手作業を機

械化した範囲のメカニズムから JI 兇却して 、 新

しい分野の洗浄様式を採り入れる必要がある 。

屋上のルーフ ・カーに一人のオペレータが

乗って清掃する現在の作業方法をさらに発展

させ、屋内管理室( 防災セ ンター) からの遠

隔操作を可能にしたい 。

ピル管理の 中て市f掃作業は大きな 比率を占

めており、作業者に対する危険の排除、作業

自体の楽しさなど、ピル計画段階でピルのメ

ンテナンスの重要さを十分配慮されることに

より、一層多くのピルで窓ふきロポットが活

服するものと確信している 。

( おくだ やすお )  

三菱電機株式会社稲沢製作所開発部ロポ y ト裂i孟深/

池築と社会 / 19例年 4 同月 45 



- コンクリート打設時に、作業員の移動やホースの移動で配筋を踏み荒したり乱すことがない

・配管や、ホースを移動させる重労働作業、活れ作業がなくなり、作業環境の改善がはかれる

・ 4 日の打設量が従来の方法に比べ約1.3倍になり、作業効率が大幅に向上できる

・水分の少ない硬めのコンクリートを打設でき、強度が安定した高田質コンクリートガ得られる

・自由に水平屈折移動ができ、狭い場所でも簡単にビーム先端を近づけることができる

極東開発工業株式会社

。同
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西宮市甲子園口 6 ー 1 - 4 5 〒663 T  E  L  ( 0798) 66ー 1001

お問合せは / 札幌、劃11路、青森、盛岡、仙台、秋田、郡山、水戸、高崎、千葉、東京、大和

憲寄の営業 /  新潟、富山、松任、福井、松本、静岡、小牧、四日市、西宮、松江、岡山、広島

所まで /  高松、松山、福岡、北九州、熊本、大分、宮崎、鹿児島、那覇



ロポツ 代の 披

コンディスクレーン区吃B 吃-2 0 2 0

時 代 が 求 め る ニ ー ズ に 対 し 、 先 進 の 技 術 、 開 発 力 を

誇 る コ シ ハ ラ は 、 ジプクレーンとコンクリートディ

ス ト リ ビ ュ ー タ の い ず れ の 機 能 を も 確 保 さ れ た 新 世

代 の “ 複 合 機 能 ク レ ー ン " としてコンディスクレーン

2020 を 世 界 に 先 が け 完 成 し ま し た 。

- 主 要 仕 様 (本f上織は予告なく変更されいただくことがあります。)

定 指 荷 量 2，0州 | 叩Okg I  2，8∞kg 旋 型 式

作 業 半 径 20m 15m 10m 回 速 度

起 伏 角 度 0- 83. 6・( クレーン作業時15・- 7 6・) ク ミ 型 式

ラ ン

旋 回 角 度 360'  イ グ 速 度

. コ ン ク リ ー ト 打 設 の

大 幅 な 能 率 ア ッ プ

品 質 向 上

経 費 節 減 に

打 設 範 囲 Om，.._. 26m 

. ク レ ー ン に も イ 井 用

2 冨.....，20m

1 冨.....，30m

(圏内・外特許出願中)

油圧モー夕方式、 MRH- 40、2基

0- 0. 5r pm 

油圧シリンダ一方式、ストローク 2. 5m

上昇1. 15mノmi n 下降1. 68m/ mi n

マスト自立高さ 3 1 m ( ベース上) 渦巻、旋回、起伏各リミットスイ y チ

J扮 程 50m 安 全 装 置 過荷量リミ y ト、クライミング誤操作ロ y

巻

出 力 15/ l. 9k w 6/ 4P ク装鑑、クライミングH寺本体務下防止袋湿

速 度 50Hz  21/ 2.5  m/ mi n :  60Hz  25/ 3 m/ mi n 操 作 方 法 リモートコントロー Jレ( レバー式)

上
鋼 索 12. 5，- 1モノロープ、 4 x F ( a+30) C樋 コンタリート・ディストリビュータ使用H. ' f において

起 型 式 油圧シリンダ一方式 2基 最 大 旋 回 半 径 2 6 m 

f大 速 度 40・/ mi n( 15・- 7 0・) :  20・/ mi n( 70・- 8 4・) 旋 回 角 度 360'  

油 圧 原 動 機 22 .5 K W(l 5 K W+ 7 .5 KW)  自己 管( 戸) 125A 

本 社 ・ 工 場 〒559 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 東 2 丁目 3 醤 11号 TEL06 (612)  3301代 袈 FAX06 ( 612) 3307 TELEX526-7422 

東 京 支 底 干107 東 京 都 港 区 赤 坂 5 丁目 4 番 14号( トレード赤坂ピル 7 階) TEL03( 586)  2312代褒 FAX03 (587) 0865 

東 京 サ ー ビ ス エ 渇 干343 1奇 玉 県 経 谷 市 川 柳 町 2 丁 目 5 4  1 番 地 TEL0489 (86) 2  3  5  1代 表

名 古 屋 営 雛 所 〒453 名 古 屋 市 中 村 区 則 武1丁目 10番6号( 側島ノリ宮ケピル507) TEL052 (452) 5361代 表 FAX052(452) 2257 

禍岡宮揖所・サービス工場 干 812 循 岡 市 博 多 区 東 比 恵 3 丁 目 27 番 23 号 TEL092 (451) 8  6  7  1代 表 FAX092 (471) 6  6  8  1  

47 
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半自動・自動ワイヤの最高峰

溶 接 技 術 、 溶 接 材 料 の 進 歩 に 常 に 努 力 し て ま い

り ま し た ニ ッ テ ツ が 開 発 い た し ま し た @SF-l

は 、 発 売 以 来 、 ソ リ ッ ド ワ イ ヤ の 高 能 率 性 と 被

覆 ア ー ク 溶 接 棒 の 使 い や す き を 兼 ね 備 え た 、 そ

の 特 長 で 皆 さ ま の ご 好 評 を い た だ い て お り ま す。

@SF- l の特長

. 送 給 性 に す ぐ れ 、 長 尺 フ ィ ー ダ で も O K - -

. ス バ ッ タ が 少 な い

. ヒ ュ ー ム を 減 少

. オ ー ル ポ ジ シ ョ ン が 容 易 で す

・安定したアークできれいなビードが得られます一

C0 2溶接用シームレスフラックス入りワイヤ

目 韻 諮 揖 工 業

本社: 〒 104 東京都中央区築地3-5-4中川築地ビル

念日3-542-8611代表

営業所: 札幌/ イ山台/ 新潟/ 小山/ 東京/ 千葉/ 横浜/ 静岡/ 名古屋

富山/ 大阪/ 姫路/ 高松/ 広島/ 北九州/ 長崎



自動溶接機メーカ - P R頁

女産業界の幅広いこーズにお応えす否・・・

Nat i onal  

悶タ省、! 万|

大 阪 変 圧 器 ・ 溜 援 機 事 業 部

適応スタッド径

12- 2 2mm員

ｦ ぁ ＣＱＢｾＷ γｆ ・溶接装置翻
日本建築協会企画・建築技術選書図

「百五恒，，=

Ａｦ ‘ご ｾ｟ｩ
村野、森建築事務所

一一 専門家以外の人にもわかりやすい耐震思考法の手引き 一一

前 川 陽 一 著

新耐誕設計法カヲ包行されて 2 年を経過し，近年謀害予防に対する社会的関心は非常に高まっている . しかし，その耐麗

設計技術は専門家以外の人たちには理解しにくい内容と頭から思われてしまい，本来の目 的を達し得ていないようである .

本正! ? は，地混と建築のかかわり合いの過程から，耐震設計の考え万を一般の建築家向 きにわかりやすく説明した. 耐震

HJ f. j とは，ハード面の問題のみならず，ソフト面の物の考え方と運用の仕方に最も大きな意義があることを説く .

[  1型 〕
[ 1I型〕 [ 皿型 〕

、 ｉ￉ 進変 ｪ 杉ｾ J反れ変形盟 附1Jt'J: ，急変刑

( 目録進呈) 宮 075- 343- 0811 学 芸 出 版 社

・内容概略

・耐渡設計法はどのように発展してきたのか

・その過程でモーメントになったものとは何か

・耐誕設計原理とは， また ， その意味とは何か

. 耐震設計法に残されている課題を探る

・目次

第 l 章 娘 が つ い に 姿 を 現 し た

第 2 1;'[ 地震に問題のある建築物のパターン

第 3 1;i: 応答という物の考え方

第 4 章 震 度 と せ ん 断 力 係 数 と い う 概 念

第 5 章 先 人 の 大 き な 遺 産

第 6 J;f : ct 重な I也笈災害の教訓を生かす

第 7 章 新耐震設計法の関所と通行手形

第 8 J;f 機 造家に要望される能力

A 5 ・176頁・ 1400円

京都市下京区木津屋絡通西洞院東入
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b i ぐ

1 1 6  

杭基礎を考慮したD 値法

八 尾 真 太 郎

杭を上部情造体の延長と考える

地震時に杭基礎が破損すると、上部構造体が傾

斜したり、不同沈下によって大きな付加応力が発

生して、大被害の誘因となりがちである 。杭基礎

の耐震設計については、 地主主中のことは不明な点

が多いからということで等関視されてきたために、

近年その悪弊が虫 って杭基礎に係 った震害がさま

ざまの形で顕れている 。

このような事態に対処するために、杭体および

杭頭接合昔日の設計を、上部精造体と同じレベルの

設計手法の中に組み込んでしまうことが、 一つの

方法として考えられよう 。

本稿では、地震時応力を解析する Di 直法( 武藤

(a) 

清の略算法p)を、上部精造体と杭を一体とした系

に対して拡張適用する方法について述べることと

する 。

Chang式による杭応力と変形

図 - 1 (a) に示すように、単抗、または等価置

換された単杭の枕頭が上部構に剛結され、かつ枕

の挙動は弾性支床上の梁 ( Chang式 ) (2) として取り

扱うこととすれば、枕頭努断力 Q に関して、式(1)

カ汁専られる 。

Q=2β M- 2Epl pβ 2 8 ・H ・H ・.. … ...・ H ・.. (1)  

ト 4ベ室長

Ep 杭材のヤング係数

Ip  杭断面 2 次モーメント

Es :  s -
1

の深さまでの地盤のヤング係数

M 杭頭曲げモーメント

。 杭頭回転角

今、杭頭を固定 ( 8= 0 ) とした場合には、式(2)が

i専られる 。

M =を(す) Q  
-・ (2)

式( 肋よび後述する式( 紛の形は、杭頭から去の

j奈さを固定とし、以浅があたかも自立杭であるか

のような等価クリアースパンが想定されることを

示唆しているので、本稿では 図ー 1 (b)に示すよう

なモデル化を試みることとし、さらに上部様にお

ける剛比と同様に考えて杭の等価剛比k p を式(3) の

ように定義することとした。

:

 

、
，
-

o

h

k

 

ρ

b

-

P

 

E
κ
 

…  ・・ …. . . ・ H ・'(3)

P 且→「一 一---: T

ｐＲ → ｬＭＭＭ ー ｟｟ｌ｟ｾ

(b) 

図- 1

モーメ ント一一一一 略算値

( I ' m)  . . . . . .守ー 厳密解( ) 内のf直

① 

図 - 2

上部機 3 層 5 スパン R C ラーメン ( 0内は剛比)

杭 鋼 管 ， 600(91) 、Nfl直= 5 程度の砂地盤

図- 3 ラーメン一一杭系の応力解析例

50 建築と社会 /19例 年 4 月号

E1J  

e=y  
- ・(3)

E 上部椅造材のヤング係数

K o  標準剛度

つぎに杭頭の回転 。を考慮したときの各杭の D

値を、上部構造と 同様に考 えて式(4) とする 。

D= α ' k
p  

… … … ・… ........ (4)

ここに剛性係数 αは、図 - 2 に示す構造モデル

より求めた結果を基本として、式(5) のように求め

た。

0. 5+ k  

α］ 一一一ｾー

2+3k  

.. k Fl + k F2  

炉 一 一

一 kp

kFl， k F2  : 左右の基礎梁の剛比

-・一(5)

したがって 、式(4) から得られた D 値を用いて、

各枕頭に作用する努断力 Qi は、杭頭変位 Sが全杭

ともに等しいという前提のもとに式(6) によって計

算できる 。

Qz =1L . 否

J; Dj  

否= F P K (基礎 部 層 脚 力 ) ............ .. .(6) 

つぎにキえモーメントの反曲点位置を求めるため

には、枕頭からの等価反幽点、位置釣 (図 - 1 参照)

を式(7) のように定義することとした。

M i  1  I  1 ワ↓ (J h I  

YP=五了= s l τ - 40右τ) 1.. .. ........ (7) 

ただし、式(7) の右辺は図 - 2 に示す構造モデル

より求めた結果である。式(7) において、杭頭完全

剛 (k F =∞) のときにはゐ= す (合) とな って、図

- 1  (b)のモデル化が妥当であることを示しでいる 。

まとめ

以上に述べた杭基礎を考慮した場合の D 値法の

計算手順を今一度まとめると、以下のようになる 。

1  ) 上部構造体に関しでは従来の方法を適用する 。

ただし図 1  (b)のように モデル化して基礎梁の剛

比も考慮する 。

2  ) 式(3X4X5) によって各杭の D 値を算定する 。

3  ) 基礎部層努断力 Q を算出し、式(6) より各枕頭

努断力 Q を算定する。

4) 式(7) より反曲点位置ル を計算する 。ただし隅

柱の場合はkFの一方を O とする 。

5)  M= Q  ・YPより、各枕頭モーメントを算定する 。

6  ) 基礎梁モーメン 卜は、杭頭モーメ ントと最下

階の柱脚モーメントの和を左右の剛比に比例配分

する 。

このようにして求めた杭基礎周辺の応力解の厳

密解に対する精度は、上部構造体がDf )直法によ っ

た場合の最大誤差である 12%未満に収まっている 。

図- 3 には、本法による一計算結果を示し、併せ

て厳密解の結果も示しておいた 。

本摘を1 ; f . するに際し、関西大学学生水門弘行君の助力を得

たことを ｾ￨ し て感謝する 。

文献

(1) 日本建築学会J 鉄筋コンクリート締造計算規融・同解説:

丸善、 1982、p. 581. 

(2) 日本建築学会、“ 建築基礎精造設計規準・問解2見? 丸善、

1974、p. 255

( やお しんたろう 関西大学助教授 ・工学情士)
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岡 田 和 泰

1. 空 気 調 和 と 加 湿

空気調和には四つの要紫がある 。 すなわち、

空気の温度、湿度、i l ' i i争、気流をその場所の

使 用 目 的 に 適 す る よ う に 保 持 す る こ と が 空 気

調和 で あ り 、 冷 や し た り 暖 め た り す る だ け で

は な く 、 空 気 を き れ い に し 、 流 れ を 整 え 、 必

要な湿度を保持することが大切である 。

この空気調和 を大きく分けると 、① 快 感 空

気 調 和 、 ② 産 業 空 気 調 和 の 2 種類となる 。 前

者 は 、 事 務 所 や 住 宅 な ど で 快 適 に 仕 事 や 生 活

をするためのもの、すなわち人間を対象とし

たものであり、後者は、工場や実験室内での

最 適 条 件 を 作 る た め の も の 、 す な わ ち 物 品 あ

るいはその加工を対象としたものである 。

こ の 空 気 調 和 に お い て 冬 期 暖 房 を し た 場 合 、

湿 度 は 大 き く 低 下 す る 。 た と え ば o.C 、 5 0 %

の空気を 20. C まで暖めると湿度は約13% とな

り、これは砂漠なみの乾燥した空気といえる 。

こ の 乾 燥 し た 空 気 は ノ ド や 鼻 を 乾 か し 風痛 を

ひきやすくするなど、人体に悪影響を与える

だけでなく、家屋、家具、絵画の吉I j れの原因

となる 。 また産業面においても静電気発生に

よる危険性や、相密機r . : f 、コンピ ューターに

対しでも悪影特を与えることがある 。

これらの悪彬特を防止するためには、温度

を一 定に保つことすなわち加温が必要であり、

一般のピル事務所はもとより 、産 業主主調の分

野 に お い て も 、 空 気 設 備 の 一端 と し て 加湿袋

置は不可欠のものとな っている 。

2 . 加 湿 源 と 加 湿 方 法

加 混 と は 空 気 中 に 水 分 を 補 給 す る 傑 作 を い

うのであるから、 JJUi 1Ul il原はノk である 。 この水

をどのような状態にして空気中に拡散させる

かによ って加温方法が見なり、大きく分類す

ればつぎの 3 極の万法がある 。

① 水 微 粒 μ 噴霧

② 蒸気Ｈ必 ｩｦｪｬｬｾ 長発Ｉ

③ 自 然 蒸 発

ノk 微 粒 fι11白銀とは、文字どあ、り水を微細な

粒チにして空気中に l噴霧散布し、ノk の粒子は

空気との後創! で蒸発j fWAを受けとり蒸発する

ものである 。 この場合の蒸発虫すなわち加湿

は、水の粒チの大きさ、7 ] < と空気立との比、

空 気 の 温 度 温 度 、 接 触 迷 l支および時間などい

ろいろな婆紫に; 首長特される 。

蒸気を空気中に出して加湿する方法は強; 右11

蒸発式ともいい、室内が乾燥したときヤカン

でお湯を沸かして湯気を出しておくのと同じ

理屈である 。 ;{f!1'i 汀! としては、ボイラーで蒸

気を発生させておliln弁を経て空気中に噴気さ

せるもの、水州内に 11 J : 熱ヒーターを入れて蒸

発させるものなどがある 。

金網、紙、ウレタ ンなと.011.及ノ']'<1' 1: 、通気性の

あ る も の に 水 を 吸 収 さ せ 、 そ の 加 湿 網 に 温 風

を送り温風の通過する際に水分を蒸発させ加l

湿するものを向然必発式という 。

上記各方式の加温r . il が、能力および用途に

よりいろいろ選択されるわけであるが、現在、

一般 空 調 用 と し て 最 も 多 く 採 用 さ れ て い る の

は、趨音波式、高圧スプレー式、およびパン

均である 。

3. 加 湿 器 の 種 類

加 iilll W. 主の分類は、前記の加温方法によるも

の の ほ か に 、 用 途 に よ る 分 類 、 据 え 付 け 場 所

による分類、加 i1 U l 方式による分類などがある 。

まず用途により大きく分類すれば、つぎの

とお、りとなる 。

① 家 庭 用

② 一 般 空 調 用

③ 産 業 空 調 用

加J i ! f ' 捺の据え付け場所により大きく分類す

れば、つぎのとあ、りとなる 。

① 空 調 鵠 内 組 込 型

②空ｩＧ ｾｊ ダクト内組込型

③ 室内直 接l噴霧型

さらに加湿方式により分類すると、その主

なものはつき

① 趨 音j波皮式

② 高 圧 ス プ レ ー 式

③ 強 制l蒸発: r l

@内然芸事予告式

⑤速，心式

@ 蒸 気l噴射式

⑦赤外線虫

ここでは JJ ll i1Ul ) J 式 に よ る 分 知 に し た が って、

それぞれの加湿協の柿造、特長などを述べる 。

4 . 超 音 波 式 加湿 器

ノ ｫ 仰のほ面に，ｭ音波娠￭ｉ ｾ ｊ i己を取り付け、水

面 に 向 け て お 音 波 を 放 射 さ せ る と 、 水 面 に 峨

ペk状 の 水 位 が 形 成 さ れ 、 そ の 先 端 部 か ら 非 常

に微細な水粒子が発生する 。 この原型を応用

して、ノ財政内でソ ｫ を ＱＺｾＧ 温のまま霧イヒしフ ァ ン

の風などで送り出して空気中に拡散蒸発する 。

家庭用加湿総はほとんどこの ) J 式のもので、

住 宅 の 気 俗 化 、 暖 房 の ク リー ン化 に 伴 う 必 需

品として大此に使用されている 。 また業務用

としでも節水、i ' i エネルギーの面から多くの

分里子で使用されている 。

この JJfli 1Ulr. 誌の特長はつぎのとお、りである 。

① 噴 符 の 粒 F が非常に小さく、ほとんどガス

状 を 呈 し 、 室 内 に 直 後l噴移しでも床 がぬれな

し、。

② 常温で霧化す るので危険がない 。

③ 消費電力が少なく、電力料金が安い 。

@ ス ケ ー ル が た ま ら ず 、 寿 命 が 長 い 。

⑤)]Il iilil 信号に対する応答性が速い。

@ 必要な保守作業が少なく、管理が平手材であ

る。

写真 1 超音波式加湿緑( 空調器内組込型)

写真 2 超音波式加湿器( 室内直接噴窃型)

*  

本稿においては、空調と JJlli 1Ul 、 お よ びJJUiilil

t告の種類に l刻する概論と、趨音波式加湿器の

構造特長についで述べた 。 高 圧 ス プ レ ー 式 以

下 6 種類の加湿慌の術進将長などについては、

次号にゆずることとする 。

( おかだ かずやす ウエ y ト7 スター株式会社製造部長)
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パイプ端太を不要にした

省力化型枠工法

平 松 明 男

昭和39年に型枠用合板が発売され、以降目覚ま

しい普及 ぶ りで、 20年後の今日では建築型枠の主

流として定着している 。当初は索板工法でスター

トし 、それまでの伐木に 16怖のパラ板を取り付け

た型枠に比べ、加工性、重盆の函で飛躍的な進歩

であり、型枠工法の革命といわれた。 しかしそれ

もパネル接続金物 ( H ジョ イ ン 卜等) やパタ仮止

用金物 ( U鈴等) を必要とする建て込みの煩わし

さや、精度の限界、およびパ ネルの転用回数低下

等が原因で後退し、現在では縦伐木を打ち付けた

縦パオ、ル方式が通常iとな っている 。

この工法も最近の現場環境の悪条件による近隣

問題の発生や、より高度な躯体精度の要求、また

工事価格の低下からくる型枠工事の保' f f . 創れ等の

不合理が生 じ、型枠工法の よ り省力化が望まれる

こととなり、永年型枠工事を業としている 三浦工

務庖( 東京都) 社長三浦次男氏によ って一昨年新

工法が考案された 。 それが三浦式特許「ピーレス

工法」として昨年より全国で実用化されている 。

ピーレス工法とは、改めて説明するまでもなく

パイプレスの意味であり、在来工法において多量

に使用される鋼管パタ材のもたらす不経済な点を

解消するため、極力使用せずに型枠を組み立てよ

うと考案された工法である 。すなわちピーレス工

法は、パタ材や伐木を{ 史わず、特殊パネル( ピー

レスパネル) と シンプルな締付金具 ( ピーレスタ

イ) で型枠を形成するため使用部材が少なくて済

み、型枠の建て込み、解体作業が大幅にスピード

アップされるうえ、在来工法との組み合わせも自

在という省力化工法である 。

使用材料と施工方法

ピーレス工法の使用部材は図ー 1 のように、①

ピーレスノ吋、ル( 仕様=表ー 1 参照) 、 ② ピーレス

タイ、③ピーレス ジョイント、④ピーレスピーコ

ン、⑤パオ、ル接合金物( コンパヰ、フ y ク) から構

成されている 。

52 建築 と社会 / 1拙 制 月 η

表- 1 ピーレスパネルの仕様

t見 絡 28 x  400 x  4000 

(単 fll:mm) 28 X  400x  3000( 準レギュラー)

按 ど [ 剤 持類 ( フェノー Jレ)

樹 l' ill アピト ン・カポール

塗 裟 ウレタ ン2 同塗装

重 量 平均 7.5kg  1m 

/ / 一 一 一 一 一 40∞ / '  

/ 4 F  

ピーレスパネル

守ヨ Z E
ピーレス11イ

l二三二n U二二二

' - - - - - - - 2∞ 

ピーレスジョ イント

正司コ 係 守 司

ピーレスビーコン パネJ L，j 圭合金物

図- 1 ピーレス工法の使用材料

施工方法の概略はつぎの通りである 。

1. パネルの害IJ り付け・加工図の作成

各階ごとに最下階より最上階まで、幅、高さ等

を検討し、 パネルの無駄が少なくなるように害IJ付

図 加工図を作成する 。( 基本的にはパオ、ルは縦割

り付 !t とする)

2 . パネルの切断・接合

壁高により上記吉IJ 付図に基づいて長さを揃える 。

3. パネルの穴あけ

セパ レーターの穴あけはパネル小口に施すため、

溝切り土台を使い、 20枚くらいをならベミゾキリ

カ y ターにより幅l ( ) I 弥、深さ 8 %の滋掘を行う 。

ピーレス ジョ イ ント用穴あけはパネルの長さの中

間に小口両端より 10 0 %入 った所に直径12怖、深

さ20 % の穴をドリルであける 。

4  土台の取り付け

型枠建て込みの段取りとして、墨出し後に、約

500%間隔でレベルを取り、調書Eパッキンを取り付

ける 。 さらに、パネル取り付け桟木を土台校木に

取り付け、調整パ ッキンにのせ、固定し、土台取

り付けを完了する 。(図ー 2 参照)

5. 壁型枠の建て込み

建て込みをととのえ、従来通りに 1 枚目を建て

込む。 2 枚目からはピーレス ジョイ ン トで連絡し

ながら建て込み、 5 枚目くらいにな ったとき、上

部を伐木でつなぐ。つぎに中ほどのピーレスタイ

を締め付け、ピーレス ジョイ ン トは取りはずして

転用しでもよい。返し壁はピーレスジョイントで

図- 2

図- 3 建方詳細図

連絡し、ピーレスタイを締めながら建て込み、終

わったら、頭つなぎを取り付ける 。(図- 3 参照)

6. 通り直し

中段の型枠締めを、 l 段片側のみフォームタイ

を使用し、パネルじかに繍パタを取り付け、通り

直しを行う 。

工法の特長

1  . 省力化によるコストダウンがはかれる 0

・パタ材、桟木、童T等が大幅に節約できる 。

・ピーレスパネルは従来のコンパネより数倍の転

用が可能である 。

・パタ材が減少するため、運搬コストが低減する 0

・建て込み、解体が大幅にスピードアップするた

め、労務' f ' t が節約できる 。

2  工期短縮

・ピーレス工法では、在来工法に比較して約5 0 %

ぐらい施工能力がア ップするので、使用範囲が多

いほど、工期短縮に貢献できる 。

3  安全および工事公害の防止に寄与する 。

・バタ材の使用量が少なく、金兵が軽量のため、

落下による危険が減少する 。

・組み立て、解体時の金属騒音公害等の防止に役

立つ。

4 .  ｾ昼休精度が向上 。

・金具とパネルが密1 i ' ーするので、ナ y トの締め過

ぎによる型枠の変形がなく、パネルが! 平〈強いこ

とと、 ジョイント部分をピーレスタイで締めるの

で、型枠の目違い、コンクリー卜打ち込みによる

型枠の変形がなく、ハツリ等の補修' j J ( が節約でき

る。

以上がピーレス工法の主な特長といえるが、他

にも在来工法との取り合いの容易なこと、資材管

理が楽なこと、隣接構造物と型枠の間隔が狭い場

所でも施工が容易( 型枠組立厚53%) 、等があげら

れる 。 しかし、パネル重量が重いことや、加工性

が悪〈、梁や柱等には使用しにくいなどの欠点が

あり、これらが改善された場合には、在来工法に

変わり型枠工法の主流となり得る要素をも ってい

る点、が注目されている 。

現在のところ、このピーレス工法は 、壁構造に

おける壁面、1 1 : 壁、事務所建築等の外音11に役物が

ない外壁、マンション等の間仕切り壁、擁壁、地

中梁、各種土木用型枠等にとくに適しているとい

える 。

( ひらまつ あきお )  

諸備工機株式会社ピーレス工法販売促進部部長代理/



日本建築協会

月間の動き

昭和59年 2 月分

総
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通 常 総 会

22日 5 時 10分 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 福 田 会 長 ほ か 13名

殺 事 ( 1) 監 事 2 名 選 挙 の 件 ( 2 年 任 期 1 名、 1 年

{壬j例 l 名)

(2 ) 本 部 所 属 評 議0. 21名 選 挙 の 件

(3 ) 役o . ill 任 承 認 の 件

評

..0.. 

τ E  言餐 貝

技 術 部 門 評 議 員 懇 談 会

3 日 11時 - 12時 於 本 会 会J議室

出 席 者 大 下 評 議 員 ほ か 2 名

議 事 技 術 部門選 出 評 議Q の 選 考

理 事

..0.. 

τ E  

定 例 理 事 会

22日 3 時 - 4 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 稲 田 、 足 立 正 副 会 長 ほ か 19名

議 事 (1) 定時評議員会開催の件

(2 ) 寄 付 金 受 領 に 関 す る 件

(3 ) 友 好 団 体 事 業 後 援 名 儀 使 用 承 認 の 件

(4 ) 企 画 委 只 会 の 報 告 に つ い て

(5 ) サ ロ ン 及 び 会 議 室 の 使 用 規 程 に つ い て

(6 ) 入 退 会 者 承 認 の 件

(7 ) 報 告 事 項

総 務 ・ 会 計 理 事 会 ・総 務 委 員 会

29 日 011幸- 1 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 福 田 、 佐 野 、 足 立 正 副 会 長 ほ か 8 名

議事( 1 ) 借入金返済に閲する件

(2) 昭和59年 度 事 業 計 画 作 成 の 件

(3 )  11召和59年 度 収 支 予 算 作 成 の 件

企 画 委 員

..0.. 

=  

10 日 11時 一 011寺半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 三 品 委 日 長 ほ か 3 名

議事( 1 ) 報告舎梗械の理事会提出案の審議

(2) サ ロ ン 及 び 会 議 室 の 使 用 規 程 案 作 成 の 件

編 集 委 員

..0.. 

コE

第 3 回 「設 計 者 の プ ロ フ ィ ー ル」幹 事 会

1 日 1 時 - 2 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 6 名

議事( 1 ) 2 月号「設計者のプロフイー J レ」寺本敏則

( 日建設計) 作品見学会について

(2)  59年 5 月 号 - 5 9年 9 月 号 ま で の 登 場 告 の

l順 番 と 広 告 企 画

(3 )  59年 10月号 以 降 の 登 場 者 選 定

(4 ) 本企画臨時相干IJ 報 告

「設 計 者 の プ ロ フ ィ ー ル」見 学 会 、 懇 親 会

1 目 2 時 半 - 8 時

見学 先 / r ザ シ ン フ ォ ニ ー ホ ー Jレ」

態貌会場/ 機印新道「大同門」

出 席 者 美i農吉IIjg氏 ほ か 13名

5 月 号「住 環 境 と 法」特 集 第 4 回 編 集 幹 事 会

2 日 1 時、ド - 4 時、|主 於本会会』寝室

出席r . 片 合 特 別 幹 事 、 坂 幹 事 ほ か 3 名

ｊ 猿可 ｾ 5 月号「住環境と法」持! s の企画

6 月 号 「都市( まち) の活性化と商業空間の可能

性 」 特 集 第 2 回 編 集 幹 事 会

3 日 6 時 - 911キ 於 本 会 会 議 室

出 席 省 香 川 特 別 斡 'JJ 、 問 中 直 人 幹 事 ほ か 5 名

議 事 6 月 号 特 集 企 画 の た め の フ リ ー ト ー キ ン グ

委 員 会

9 日 411キ- 611、予 於 本 会 会J握釜

出 席 者 欄 山 委 員 長 ほ か 5 名

ｊ 轟官 ｴｾ (1)  Ｒ 月号 ｲｬｬｾ ｬ 内の，也市 ｬ 仔ピ ｊ レ」特集経過報告

(2)  3  Ji 乃「 ピルの リフレ ッシュー内外装補修

J支術の現状と発展」特集報告

(3 )  4 月号「路設産業とロポ y トIJ I l 発」特集報

ふと

口

(4 )  5 月号「住環境と法制度」持集報符

(5)  6 月号「古s 市( まち) の活性化と l商 業 空 間

の可能性」特集の企図

(6)  7 月 号 設 備 特 集 の 企 画

(7 )  8 月 号 計 画 特 集 の 企 画

(8 )  9 月 号 計 画 特 集 の 企 画

(9 ) そ の ほ か

(10) 収 支 状 況 報 告

( 1 1 ) 来年度編集委日会の榊成

第 2 回 設 備 分 科 会

16 日 4 時 一 611;干 於 本 会 会 議 室

出 席 省 締 本 幹 事 ほ か 3 名

J設耶 ( 1 ) 次年度設備分科会の榊 Ij止

(2 )  r 設 備 の 頁 J 6 月 号 以 降 の 企 同

(3)  7 月 号 設 備 特 集 の 企 画

6 月号 「都市( まち) の活性化と商業空間の可能

性 」特 集 第 3 回 編 集 幹 事 会

17 日 611キ- 911;宇 於 本 会 会J誰室

出 席 者 脊 川 特 別 幹 事 、 田 中 直 人 幹 * ほ か 5 名

議 事 6 月 号 特 集 企 画 の た め の フ リ ー 卜 ー キ ン グ

6 月 号 特 別 企 画 「京 都 駅 南 口 市 街 地 再 開 発 事 業

施 設ー アパンテイ 」 編 集 打 ち 合 せ 会

20 日 211幸、ドー 711.'f

於 J;r ｉｩｉ ｓ 駅南円市街地再開発事 ［ 知邸主工 Ｇ ｊ ｐｊｾ 務所

出 席 者 谷凹庄司氏( J ，R畑辿築事務所) ほか 2 名

ｬｾ 務局 ｬ 名

第 3 回 楠 造 分 科 会

23 日 4 時 - 511.'f、i主 於 本 会 会 議 室

出 席 者 高 崎 幹 事 ほ か 4 名

議事( 1 ) r榊 造 の 頁 J 5 月 号 以 降 の 企 画

(2 ) 椛 造 特 集 の 報 告

(3 ) 次期締造分科会の例目立

第 11 回 広 告 企 画 小 委 員 会

28 日 411幸一 511寺、ド 於 本 会 会 浴 室

出 席 者 情 山 委 員 長 ほ か 7 名

殺事( 1 ) 3 月号「ピルのリフレ y シ ュ ー 内 外 装 補 修

技 術 の 現 状 と 発 展 」 特 集 広 告 収 入 報 作

(2)  4 月号「述3量産業とロポ y ト開発」特集広

告 途 中 経 過 報 告

(3)  5 月号「住環境と法制度」特集広得企画

(6 )  6 月号「占sr行の活性化と商業空間の可能

性 」 特 集 広 告 企 画

(5) その 他

(6 ) 収 支 状 況 報 告

出 委ｾ＠ A ‘  
コE

(3) 頬 似 シ リ ー ズ の 検 討

(4) 新 シリーズのスタート

(5) 共 同 執 筆 者 グ ル ー プ

(6) 次 回 安 員 会

建 材 委 員

A 恥

=  

版

14 日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 小 林 委 員 長 ほ か 8 名

J義務 (1 Ｉ建築技術選 Ｑｾｴ 売上報告

Ｈ Ｒ Ｉ 選ｻＡ｟ ｾ低 迷の問題点

16 日 4 時 - 5 時 芋 於 本 会 会 議 室

出 席 者 牧 田 委 Q長 ほ か 12名 、 近 畿 薬 品 工 業4 名

材料説明「キンカラー」

議 事 ( 1) 今 後 の メ イ ン テ ー マ に つ い て

( 2) 今 後 の 新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

見

舟 見

弓'ー

..0.. 

コE

大 阪 Y M C A会 館 と ニ チ メ ン 本 社 ビ ル の 新 築 工

事 の 見 学

25 日 1 時 - 5 時20分

参 加 者 103名

( 大阪 Y M C A会館)

所 在 地 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 丁円 5 - 6

建 祭 主 大 阪 Y M C A

Z量 計 監 理 株 式 会 社 竹 中 工 務 府

施 工 同上

禍造規機 B  3  S 述、 I OF S  R  C 造・ 5 造、 P H  2  Sj l i  

( ニチメン大阪本社ビル)

所 在 地 大 阪 市 北区中之島2丁目 15-2. 13- 乙、 13- 丙

建 築 主 ニ チ メ ン 株 式 会 社

股置十監理 株 式 会 社 大建設. n

縮 工 鹿 島 迎 設 大 林 組 共 同 企 業 体

構造規機 B 3 S R C造、 15F 5造、 P H 2 S 造

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

14 日 811寺、幹 - 1 0時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ Jレ

ILHTRI 者 73名

当 日 は 、 シ ャ ー プ 附 取 締 役 総 合 デ ザ イ ン 本 部 長

の 坂 下1，'1氏より「エレクトロニクスとデザイン」

と 組 し て 、 最 先 端 技 術 の 微 を な す エ レ ク 卜ロニク

ス 、 そ の 進 展 の 中 で の デ ザ イ ナ ー の 機 能 、デザイ

ンの発展過程などにつきお話を伺った。

建 築 業 務 基 準 委 員 会

21 日 2 時 - 4 時 於 日 本 建 築 士 会 連 合 会

出 席 者 谷委0 . 長ほか榊成団体各委員

J高IfC ill 築業務碁封書について( 継続)

建 築 防 災 関 係 法 令 研 究 連 絡 会

21 日 Z  時 - 411.'f 於 日 本 建 築 家 協 会

出 席 者 榊 成 7 団 体 各 委 員

ｊ 誰 ｝ ｊｾ ( 1)  7 団 体 連 絡 会 の 組 織 に 至 る 経 綿 の 説 明

( 2 ) 小 菅 委 LJ . のメモ提出

( 3)  中 村 委 員 の メ モ 提 出

(4) 建 築 士 会 迎 合 会 の 意 見

(5 ) 今 後 の 進 め 方

(6 ) 関 係 官 庁 と の 話 し 合 い

(7 ) 次 回 の 連 絡 会

2 月 の 入 会 者 ( 奇跡略}

〔団体会民 1 社〕

L 、づみ内技工業{ 悌

〔個人会員 4 名〕

k ' l l 正 木間 宮町 佐 藤 tA治

浜 崎 郷 広

〔准会員 1 名〕

悔型F 持 朗

- 訂正

前 (3 月) ｾｽＱｬページ ＱＱ 行日と ＲＳ 行自の「没年 ｊ を ｲＡｾ［ Ａｴ J に、 13

li- FI の「空洞」を「空制」に、台育室ぴして訂正します。
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) ω81- 3  

支 盾 大 阪 市 北 区 西天満2丁目6番8号(堂ピJレ5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811- 3610)

テトカッパー防水

• 防水専業の研究経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 施工するだけで、防水は完墜です.

温度変化にイ申びがなく、柔軟性に富み、耐酸、耐薬品位に慣れ、腐蝕しません.

輔 舎 コーパータイト 斬 工 法

カッパー防水帯 オ ク ロ ン 防 水 栴 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業献鋭

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 樵 式 会 社

本 社 : 大阪市東区両替町 1- 12 日生ピル 霊堂 (943) 657 l 代表

東京・横浜・盛岡・仙 台・水戸 ・静岡 ・岡 崎 ・名古屋 ・富 山 ・大津・京都・神戸 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 他全国主要都市

E珊 3E構造認定( 防火第404号)

モルタルクラックが大幅に減少

工期の短縮が図れる左官用高級スタッコ

シンコー自司191L

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

，E 亙ヲ; 程調v ト

54 

。

左官作業の近代化

一発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

ヌーハーローヲー

⑧ 側 新 興 建 材 工 業 所



空 間 ・ 衛 生 股 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施工

φ ま喜朗自Z 業 社

本 社 東京都港区浜松田T 1  -25- 7  電 話 (434) 6171 ( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川 区加島 1 ・58- 59 電 話 (302) 2  2  7  1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 副11 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・償 浜・ 鯵 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災羽汚禁処童設計脇工

φ 知 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都56] }号4944r f¥) 

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2 - 8 1昔話 神 戸 341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 庖 大阪市西区江戸掘1丁目 9 l1'i 25月 〒550 m指 (06)441-8231 ( 大代)

本 社 東京都中央区銀座2丁目 2l1'i l 7号 干104 需給 (03)535-5251 ( 代表)

支 社 大阪 ・東京・名古屋楠岡

支 唐 札 幌 仙 台 新 潟 金 沢 ・天埋・岡山・広島 ー高低

営 損 所 帯 広 函 館 背 森 ・ 秋 田 ・盛岡・前橋・千葉・繍浜静岡・豊閏

1_1t 富山・長野・福井・京都神戸 徳山松山・高知 ・北九州

熊本・鹿児島 ー郡覇

出 張 所 旭川・福島・徳島長崎

海外支唐 シンガポール ・ホ ンコン

. . 自然水衛生 ・冷暖房

・空気関和股倫 ・その他管工事一切の訟針・緒エ

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京都千代田区大手町 ＲｾＭＲ ( 日本ピル)

電 話 03- ( 270)  -741 1(ω  

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電話 06- (443)  504H側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台 ・千 葉 ・倹浜・名古屋・金沢 ・四国・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 松 山 ・ 宇 都 宮 ・ 静 岡 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 E生 側

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 量 生 備

腕 房

_ ry 、¥ 環 境 衛 生 施 設

I I三、 l 荷 役 運 織 機 械

、、ーノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 自11

取締役支庖長 杉 j甫 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 待 地 電 話 大飯 (202) 代表3071

本 底 東京・日比谷 ・三信ピ ル

支 庖 名吉屋・九!H'北海道 ・中国 ・東北・北陸・四国 ・シンガポール

営 業 所 横浜 ・静岡盛田・岡山・金沢・新潟・香港

空 気 調 和 設 備

衛 生 股 備 設 計 施 工

φ 三建設備工業株求書枇

大 阪 支l苫 大 阪 市 北 区 紅 梅田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社東京都中央区日本橋蝋鮫町 ＱＭＺ ｾＵ ＭＸ 電話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ ＳＴＳＱ ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 悦 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜

。棒式会社三発空調

取締役社長 斎 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 結 06- 363ー1371

東京本底 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ Jレ 電 話 03- 344ー 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話 06- 363- 1371

支 底 仙 台 市 太 田T 2  r  11 2  lI'i 10 け 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番 19号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話0822- 47- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22号 電 話092ー761- 3795

出 張 所 青森秋田 ・宇都宮 田嶋浜・福井 ・京郎 ・神戸・松江・高松 ・下関・沖縄

cl eanai r  
丸

。zR裏芸3警啓窓会fさ

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 諌 結

E切 よりよき環境へ欄て弛む一 一 一

領P 株式会社憲章研

、直V 本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メ ン テ ナ ン ス 部 大 阪 市 大 淀 区 鐙 崎 4 丁 目 5 番 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 374- 0 5  7  1 代表

東 京 支 庖 東京都千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピル2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3 2  4  1 代表

商昂は字ぞす。｜Ｇｾ
掴 . .  勲と空気のエンジニア1 ーーー-

F  大気扇土

ｾｾ持品ぷ ｭｭ

空 気 調 和 。搬送機設備

設 計 施 工

第・・エ索抹式会私

大阪支庖

ガス般備の段計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガスイ主敵機器特約底

。大晃設備株式会社

本 社 : t量償鶴

大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 11 06- 313- 1846 

大 飯 営 鍵 所

枚 方 営 蝶 ii ! i 枚方市甲斐回東田T 9  - 3  電0720- 49- 2128
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ｲ ｉｉＱｉｉ踊惜ｾ
空 気 聞 和 世 備

段計施工

換気・除塵位備

56 

東 洋 熊 工 総 織 式 会 極 大 阪 安 信

大 阪 市 西 区 切 本 町 3 - I  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2院をt ＮｾＮ中央区京 ＮＲ 丁目 Ｙ T  E し( 562) I  3  5  I  

t  a 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

35 35西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 海 6 丁目 8 番 4 号 電 磁 大 阪 ( 458) 3531番

支底・営業所 領岡 ・京都・天理 . Jl li!!i 

日妥 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

回 設 計 施 工

高 {i:!: 
釜ill

ふ 凶

・+-

大 阪 支 府 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階 )

包 括 大 阪 ( 372 )  2  5  I  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 騒 河 台 4 丁目 2 番 地

Ｑｉｬｾ包 ｯ 侶 Ｘ ｻｐｾ 偲国｛ｪｊｔｨロ ｾｾｾ｀ｲｉｊ

2庫大言全日本板金工業組合連合会 大阪支部

E股大号社団法人日本建築板金協会 大阪支部

続 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 繍 本 大 元

〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 T 目 2 需 4 号 電 話 06- 364 - 3774<<切

白れり
イ 主 ま い の ガ ン 細 胞 、 し ろ あ り 公 害 を 未 然 に 防 ぎ ま し ょ う 。

@ シロアリ予防 ・駆除・施工 ( 10ヶ 年 保 ! i H寸)

I サ ン ブ レ ザ ー ( 予 防 膏11&8 定)

① 製 通 販 売 { サ ン ソ イ ル ( 土 喰 処 理 剤 )

I  P  G ス ケ ヤ ー ( 加 圧 注 入 防 腐 木 材 ー土台・大曳周)

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 阪 曾 曜 研 干 割1 大 阪 市 寓 区 北 揖 3 T 自 7 f置 費 ピ ル 官06-23ト 6406

化 成 品 部 干 101 東 京 都 手 代 田 区 神 田 靖 国 町 ト 坦 芝 惜 神 田 ピ ル O03-254- 団 31

⑨日本管工業株式会社

本社車京都支信 京 都 市 南 区 西 九 条 量 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

11t1舌 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 j苫 大 阪 市 北 区天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06 )  352- 3501間

三 軍 支 底 治 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ( 0592) 2 6 - 361以何

回 目 市 営 機 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53- 7431仰

滋 賀 営 様 所 大 海 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 話 ( 0775) 22- 973鮒切

GEz，2金町妻届観d

当住宅｟ＮｾＮ，Ｎ

ＭＮＮＮ可ｾＮｊｾＮｊ ｕｾＮ

③同掛場融部

営業種目

c k  空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山王業様式含誕

Standard 

フ タ パ

活字のない印刷

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

f t 06- 441 ー 1994 ・443- 0331

792 )585創(也

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 包 06( 606) 1111代

B 本写樋セ ン9 ー 干892 鹿児島市名山町4-7 三宝ピル g ω9 2 (26) 4371 

津山写樋セ ンヲー 干700 i章山市大手町8番5号機範底会館 g ω682 (4) 1771 

沖縄写樋セ ンヲー 干筑均荷風原村謙被 沖縄印刷団地 g ω8 8 (55) 61∞ 



電 気 股 舗 の 頁

積書十施工

⑤ 

気 株

電 気 段 傭

設置十施工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 .1十 装 工 事

ーを
社

ム一

A
式電陽朝

士貴本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ピ ル T Eし0 6- 313- 1101

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 実 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日 ピル T E L 大阪06 (385)  1361 (代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385)1361  (代) 京都営難所 T E L 京郎075(311)1185(代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092( 771) 6  1  6  8  

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高 I U量五丁目 二 八香地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 書 官 千 代 凶 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 餓 ・仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・緬 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ャ所

社

腐

本

支

出 張 所

電 気 ・ 計 装 ・ 空 調 工 事 段 計 施 工

限 り な きクリ ー ンに 挑 服 す る υ

電気彼自輔・クリー ン ル ー ム ・ 冷 眼 房 役 傭

給 排 水 衛 生 般 傭 ・ 断 基 高 帽IIOII 設 備 ・立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 渇

設 計 施 工 ＱＷ Ｍ［Ｗト聞気工ＺＺＢＮ，ｾニＺｰｉ ｊ［ レヲ職軍司 Ｘ Ｑｕ

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 同 l 番 3 号

T E L  06ー364- 3056 (代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖錫

造取 締 役 社 長

社

支! 古

事業所

A  

本

ー- ｲＭａＭｏ長田ＮＮＮＮＧＢ岳畳］ｦ］ＭｮＭｾｊＮ
ニニヨ: !EI豆暗躍有車 J 比;i ; i ""' t. l .

取 締 役 社 長 嘉 納 イ云 三

〒530 )c 阪 市 北 ば伺 天膚 2 - 6 - 8 ( 堂 ピル) T EL 師り64) 1  4  7  1  

TEL EX 523- 3  2  8  7  

干 105 車 車 問 沼 fi( 新 情2. 16( ニ ュー 純 情 ピル) T E L  03(504)  0  2  3  I  

TEL EX 222- 6  7  2  4  

干 462 名 古 川 市 北 ( >( 金 城 三 丁 円 12 ー 14 T E L  052(四日 5 1  3  1  

〒657 神 J i rfI1・( >( 岩崎 中 町ト2-9( エピスピル) T E L  078情81) 5  5  7  1  

&  

本 社

東 京 支 唐

名 古屋 宣底

神 戸 宜 底

テラゾーブロック

テラソータイル

各 種 カ ラ ー 平 板

内 外 産 建 築 用 大 理 石

花 闘 岩 ・ 其 ノ 他 石 材

ネオパリエ

....... 

.  r:-.. 

守、一，，-

総合般備工司区〈股置十・鎗行〉

建築・電気・アンテナ・送電線・プラント・計裳・空関・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長

取締役社長

社

郎

フτ

四

正

林

合f.l(; 
株式会社旭大理石工作所

11U !  (06)  954- 6661代表

電話 (07746) 2- 0 3 7 4  

電話 (08699) 3- 136 5

〒535 大阪市旭区中宮 1丁目 10jf'f 9 号

〒610- 03 京都 府綴喜郡田辺町大住

干709- 04 岡山県和気部和気町大字原

本社工場

京都工場

岡山工湯

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 22- 8  

T E L  (  06) 452- 1151 ( 大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

社本

ナニワ緩匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

櫨

適

g

t

事業所

興

代表取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪市 北区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 様 原 ・ 甥 ・ 滋 賀

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

:= 11) 淳 黛 * 翁 怠⑪ 

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 1 3 - 3 3 ( 靭本町パス停前)

電 話 大 阪 06( 532) 代 0461 ・550

天理軍司E難所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 切

主士耳障

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

量要文化高社寺・天理教教会本部

飛 鳥 野 瓦(意 匠 登 録549771号 ) ¥ 

110750， f製造販売

渡辺式繊勾配安定瓦 ( 実用新案資録出版中 )  ， 
110751  '  

各和洋瓦全般 ・カラーベスト・モニエル瓦・セキスイカワラ U

御 用 達

e m孟宇工業所

代表取締役 づ、林ト 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保図鉄工目怯下電工紛・日本モニエlレ紛 積水化学工業側富士スレート側・特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市生 野 区林 寺 1 丁 目 5 番 14号 o!!P>544

電 話 06 ( 715) 0  2  0  1 代 袋 - 5 番

大 阪市 平 野 区 工 場 兵 庫県 三 原 郡 ( 淡路 島)
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特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

trl14練) 踊0ヨコ! J D:2

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 水 ・ シート防本・モ Jレタ Jレ防木

・樹脂注入嬢着工法 各種樹脂注入按喜子補修工事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各傾倒脂注入 ・充 填 ・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン・チオコール ・ウレタ ン ・アクリ Jレ

・吹 f寸 工 事 アクリ Jレ・リシン・弾性タイル・その他

<>建 般 築 許 可 大 阪 府 知 事 許 可( 般ー53) 第51225号

<>日本シーリング工事業協会4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2  1  ｉｾ ι 、比三ｾ ' r. t I - . L- I - τττ 

思相I也所前倒TピJレ2015  14"2: 1  tof ' ' rf ' 守ヨ・r .rτ 7 4 J T T

T E L  06(315) 070 1  、r ・F ・.. #-・・..-、r'#・

手二..，n C S A 零::."n1! . 調印ト

セキサン I ' I イル ( 5 M.A C.P C.R C)  

カネライトフォーム A L C 鋼キオ

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代表取締役 j賓 岡 浩

本 社 〒629- 31 京 郎 府 竹 肝 郡 網 肝 町 Jζ 網 野

舞鶴古言語住所 干 624 舞 鶴 市 領 来 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76- 0133( 代 )

岡田ペーパー株式会社

。大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番 20号

T  E  L  06- 531 - 4601間

ＰＶＭＵＴＱＭＲＳＰｾ 附Ｉ

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

製造元日曹マスヲーピJ I . ヲ1弐 掠 式 会 量

販売元 JICモ'I . J コ民電勾煙量制' 30駕重量Z蔵主

本 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 ・03-弱 2-8811

大 阪 出 ・ 議 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 ・06- 20哩ー3294

⑬Ｎ￞ＱＮＮＮ ｜ｖｾＭ 横代の断熱局シｾ入
場予'..... '.，...}"'"匂

目立"1
1

イチ11ーシートP
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重構造の断然' 雇用ニ霊防水シートです。

目呈電線株式曾祉制棚刊周回側Ｒｔ目 ＱＮＲｾＨ 干佃叫Ｉ

デンカC S Aファミリー製品

・子二J nCSA. … … … … ...・ H ・.. ...・ H ・- コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

.:;:1ニJ n弓克ヨニJ . . ….  ..・ H ・- … … … … 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

ＮＺ［ＺＺＢｮ 司 ｆ ＺｉＭ子吻 ｉｊｾ Ｎ …… ・・…・…・コンクリート躯体の漏水補修に
( 止水・補修用急硬セメント)

・安二J nES. ……. . .・H ・- …- ………・…・地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・安二J nI I OOO・……………・………コン クリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 06) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式
ム

冨社

T E L 大 阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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第[ 1] 版空気調和・衛生工学便覧|

I 巻- 基礎篇

第 1 綱 基 礎 第 2 編 総 合 計 画

第 3 編 汎 用 機 器 お よ び 電気 位 備

第 4 鋼 材料 と 施 工 付 録 法 規 ・規格

第 8 編

第 9 編

第 10編

第 11 編

第 12編

給 排 水 ・衛 生 計画

給 排 水 ・ 衛 生 機 器

給 排 水 ・ 衛 生 特 殊設 備

給 排 水 ・ 衛 生 応 用

上 下 水 道

H巻- 空気調和篇

皿巻- 給排水・衛生篇

N巻- 資料篇

第 5 綱 空 気 間 和 計 画・ 般書十

第 6 編 空気 鯛和 機 器

ｾ＠ 7 綱 空 気 胴和 応 用

価 格 セット価格( 1 + II + 田巻) 分冊価格( 1 ， II ，m各巻共) 町 巻 資 料 篇 は 1 冊

空 術 学 会 員 価 … 3 7 0 0 0 円 空 衛 学 会 員 価 … 13000 円 空 術 学 会 員 価 .. . 5000 円

定 価 . . . 44000 円 定 価・・・ 16000 円 定 価 ・・・ 7000 円

送料

申込 現 金 書 留 また は 本 学 会 指 定 の 振 込 用 紙 に で セ y 卜数明記の上 ，代 金 ・送 料 を ご 確 認 の う え ， 最 寄 り の 郵 便 局 ま

方法 た は 銀 行 へ お払 込 み 下 さ い 。

訳 空気調和・衛生工学会 話L232ウ記号以ームZ U)JJ Z11泣見出品

各 種 温 築鋼進 の 計 画 ・ 段It に役立つ 聞置図ｊＺ ｬｴ 叢雲量ｩｉ｛ｾ鹿Ａｬｩｩ￐ｬｩｦＺ白書百四 ωｱ 幡宮奇書面・・・・・・ 尊門技術者のための

建築構造計算資料勾 ｼ 月 ｚ 書置金造 ｾｾｩ 週と ｉ t建 築 構 造 問 題 快 答 集

T・::::.:望」.... 、.A 圃ｾＢＧｉ・ＭＮＮＮ・』調 ｲ ｬ 新刊圏 ａＵ ・ ＳＴＰ 頁定価 ＳＮＷＰＰ 円 ・ 封印 ｏ 円

い川な 建築 脳の 計画 や 閥 に役立 つｼ 干ｉｪｾメーミ ＱＩιｖ 悶 ｼ 自信:;運!各巻共

実 用怖 と して 、 酬の 情 報を ふ ん だ ん にｾ ー
十 F - - - - l 丙 戸、 373百 j 定 価3，800円 ・送・ 3∞

?i!?115iiFEAr il - |5  1月|号|予定|目|次1 ＳＱ リ君。 ｉｾｈＵｺｚｚ 版 ｬ
B5 川 定価3. 8∞円 11 掴 建 築 工 事 の 基 本 11 井上湖北小路

iZ23Aゐ? ? ートTrE2222m円" 園はかる道具の活用法. / "  日5 . 162頁 定 価3，200f I l ' 釧3∞円

1 1  ・・・ 11 段計者と現喝マ ンのためのわかる酒

4巻 鋼4蝿造篇(2) B5 ・256頁 定価3，5∞円 1 1  _  u- < - " _  ｾ＠ L. .  . .  L. . - ， ，，'  _  ， • .. '  _  _  1  1  

5巻 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ? ? 想 定 価3.2∞円 1 1 竺な44ぷ?: :与ι 布;ょACz;; ||晴湾- 接 読 本

基 礎4周造購 B5 ・249貰 定 価3. 800円 1 1 - ， . . . . . =_ 11"".. _ .. _， ＧＮＮＮ ＧＮＮＮＮ ＮＮ， ｉ ｕ ｾ｟ｉＮｉ Ｎ ｊ＠ ｾＢｉＮＮＮｊ Ｍ Ｏｉ ｊ ＮＮＮＮＮＧＮＮＮＮＮＮ＠ ' -' ' "' '  1 1  葺

7巻 終 局 耐 力 篇 目5. 247頁 定 価3，8∞円 1 1 'まで I 20余 の 省 力 型 ・ 経 費節 約 型 計測 機 器類 を 1 1 川 + 内 B5 ・149頁 定 価3. 脚円・送料3∞円

撞察情遣実務者を対象とした 1 1 ;集めま した 1 1 自と手で確かめた水と 土の妃錫

山 形 骨 組 の 応 力 計 算11 ..  __.. .  . .  .  _  __ _ .  .  11器最新場所打ぐい工法l

|・住環境をどのように評価するか… 刊中 俊 | 市

1  ｾｴ 中克己蕃
A5 ・341頁 定 価3.5∞円・送料3∞円

筒井助掌 著

A5 ・210頁 定 価3.2∞円 ・送料3∞円

- 研 究 廃 棄 物 処 理 施 設…一一一一一一一岡崎 一郎

工司陣織，. 方法を解いた唯一の指導.

lZ建築工事検査の実際l

亀田泰 弘 監 修 上 巻 B5・453頁 定 価6.脚 円

下巻 目5・535頁 定価7，0∞円

段針・路工に必要な健婦エ法のi決 定 版

'建 築 の 接 着 工 法
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- 建築ライブラリ・プログラム (3)

D E MO S 構 造 設計 プ ロ グ ラ ム ー 深 弁 盤 、 | 同編集部編

|  B5 ・289頁 定 価3，ωo円・送料3∞円

・建築技術者のためのわかる i 温銭妓術者のためのわがる殴傭

電 気 (18) ........ ー 一 井上 博 I1震設備読本 I 給排水衛生設吋

・ 構 造 物 の 動 的 解 析 側 一一一一一一一一一石 丸 辰 治 | 井 上 博 善

|  B5 ・171頁 定 価3.2∞円・送料3∞円

・構造計算データシート ( 102) ー楠 建 設 計 研 究 所 i 尊門筏術者のための

設 内外装の損傷と補修

建築型わく工法マニュアル
- 建築総涜統計閃表 ・フォトニュース ・ トピ y クス ・趨 築家の

良 織 ・税者コーナー ・海外の話題 ・建材の動向 その f也

小池正次善 Ｑ｟Ｇ｟ｄ｟］Ｊ｟｟ｾＮ｟ Ｎ ｡～｟｡｡ｾＮｾ～＠ ___ _  _ _ _  ＢＮＮｾ ＮＮＮＮ Ｎｉ 高橋昌箸
B5 ・113頁 定 価1，側円・送料250円| 直後購続ご希望の場合年間予約金 ￥ 1 2，ロ ロ ロ ( 送料共) 1  . - . . . - - A5・m 頁 定 価2. 側 円 ・送料3∞円

哩"' 160 東京都新宿区北新宿1- 8- 1 中島 ビル 8 F ・aIIlヨE ヨE 罰. .  軍 閥 口座 東 京0- 72417番 台東京 ( 363) 4211 ( 代)

一 一
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Z J J P間 宮 市 I J I !J 9J 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタJ レ( CSPM)

・オリエンタルスチールライト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

i皮板規格 S小波・ S大 i皮・ Vi 皮・ボックス i皮・W ジ ャ ン ボi皮・ V デッキ

S V ジ ャ ン ポi皮・其の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 釜 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

盛 市I J I !J-9 J乱暴9J I . - 製造跡式会誼

大 阪 本 社 干660

営割陸部 干660

支 庖 及 ヱ 湯

東 京 本 社 及 工 場 〒335

支 庖 及 工 場

尼崎市昭和南通り 3 - 2 6 松 本 ビ ル 電話大阪 (06) 412 - 5131 ( 代)

尼崎市昭和南通り 3 - 2 6 松 本 ビ ル 屯話大阪 (06) 412- 5131 ( 代)

大阪 ・)¥.チト|・ 名古届 ・広島 ・東条 ・刈谷

姫路( 来洋建材工業. 株)

草 賀 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484) 42- 31l 5(代)

東 北

示・空鯛・衛生など各種段備分野の記事が 1冊の雑憶にノ

圏直Ｋ圏直Ｋ置圃Ｋ困層ｾＫ圃直面｛Ｑ｝
爾圏直ｾｾ圃回圏直置閉園

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業 界 ， 社 会 の ニ ー ズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

. 講座建築，建築設備，機器，材料に関連 L 実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内・海外ニュース，機器・文献ニュース

・会社だより，研究所だより その他

!  粁f，ぷB!) 1'- 11 • 1  00  U  .  '，1: ilII i  1  ( ) 川川 111込 次 山 見 本 . . .  

社団法人 建築設備綜合協会 〒 104 東京都中央区銀座1-6-10( 皆川ピル) 宮 03 (535)6690 ・(561) 1765 
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最大の敵。

i' t重な資源“ 水" も建物にと って最大の

敵となること もあります。

日本ア スは多年の経験 と実積 を生かして

完全防水に取り組む プロ集団です。

1也 区

北 海 道

東 北

会 社 名

ト ー フ ジ エ 柴 株 式 会 社

日 本 防 水 総 柴 株 式 会 社

日 本 防 水 総 業 側 旭 川 出 張 所

日本防水総費量側釧路出張所

日 新 建 エ 附 札 幌 出 張 所

大 和 工 業 側 苫 小 牧 出 張 所

大辛口防水工蝶株式会社

開 発 株 式 会 社

北 原 建 材 工 業鮒 仙 台 営 難 所

協 和 建 材 工 業 側 仙 台 支l苫

日 新 建 工鮒 仙 台 支 庖

日 新 建 工 側 青 森 出 張 所

日 新 盤 工 附 秋 田 出 張 所

日 新 建 工側 郡 山 出 張 所

日 新 盤 工 側 盛 岡 出 張 所

日 新 建 工 側 山 形 出 狼 所

葵 工 業 株 式 会 社

jjlt 路 建 材 株 式 会 社

金 岡 工 業 株 式 会 社

北 原 建 材 工 業 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

協 立 工 築 株 式 会 社

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社

株 式 会 社 東 京 シ ン グ J レ

東 京 涯 背 株 式 会 社

合 資 会 社 中 西 商 会

日 新 建 エ 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

野 口 エ 材 株 式 会 社

鴻 図 工 業 株 式 会 社

宮 士 エ 材 株 式 会 社

藤，歴膏興業株式会社

7 9 パ 興 業 附 東 京 営 諜 所

古 川 株 式 会 社

北傑; l ! 青工業株式会社

大 和 工 業 株 式 会 社

; l ! 育建材株式会社

有 限 会 社 神 守 建 材 社

金港; l ! 膏株式会社

不 ニ 防 水 エ 撲 株 式 会 社

北 原 建 材 工 雛 附 千 葉 営 業 所

日 新 j j l 工 側 千 葉 出 張 所

三 和 エ 柴 株 式 会 社

糠 f言; l ! 膏株式会社

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

石田建材工諜悼駒大宮支庖

右 田 建 材悼刷、山出狼所

涯 膏 建 材 側 宇 都 宮 出 張 所

株 式 会 社 奈 良 屋

茂 興 業 株 式 会 社

鹿 住 防 水 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 仙 嶺

株 式 会 社 折 橋 政 次 郎 商 后

側 折 橋 商 庖 金 沢 営 操 所

一 公 工 業 株 式 会 社

臼 精 工 業 株 式 会 社

マ ル セ 化 建 株 式 会 社

関 東

信 越

北 陸

所 在 地

十LI 見"i
fLI見，Ij

地11l loli

釧 路 市

本L申見 d，

;・1小 牧 市

ILI見，11

fkl l l  di  

flhfi  rli 

JH' i iTt di  

1l 1lfir!i  

山 際 dj

Ik llJ di 

m; Ll J di  

泊，)1: 1吋rli

Jl J  If3  di 

11点 l，z

f; ｾ Ｈｉ＾Ｈ＠

祈 'ri'/l 正

訓，1.{J i di

桃 山 l正

足 立 lズ

足、. L[正

車 ｱ ｛Ｎｬ Ｎ ｾ訂正

抗 川 区

II.<fJi; l>Z 

lE. !Z l正

渋 谷r，z

北 区

下 ｦｾｬｬｬ [正

i L *区

Ｇｩ ＧｾｉＧ｛ｾ＠

. 住区

f i * l!Z 

ｩ ｛ ｾ ｈ 正

侃川 l，z

ｔ 代 ｉｉｉｾ

慣れ'li"':rli

m浜 市

附浜 市

r.民 rli

r.集 di

di " l d， 

向:i ti暗，Ii

日山 :jdi

k'，;';d， 

，1、11I d，

'，:(，1，'，;.; rI， 

水 戸 山

軒 ｲｩｾｪ di 

1:越 市

松 本 di

山1附，1;

金 #tlli

ａ 可 ｉｾｪ､￯

Ｑｴ ｩｬｾ ， ｉ ，＠

全 似"i

電 話

T E L OI I ( 822)0331 

T E LOII ( 231  )7511 ｦｾ＠

T E L OI 66( 47) 1050 

T E L OI 54( 23)2056 

T E L OI I  Ｈ ＶＶＳ Ｉ ＱＵＲＵｦｾ＠

T E L OI 44( 34 )3358 

T E L OI I ( 64 1) 1717 

T E L OI 88( 24 )2233 

ｔｅｌＰＲＲＲ Ｈ ＹＶ Ｉ ＶＷＶＸｦｾ＠

T EL 02236( 6)  1136 

T E L 0222( 73)  1921 ｦｾ＠

T E L OI 77( 22)3 155 

T E L OI 88( 65)03，11 

T E L 0249( 23) 1677 

T E L 0196( 41 Ｉ ＷＸＸＸｦｾ＠

T E L 0236( 41 )5891 

ｔｅｌＰＳ Ｈ ＶＳＲ Ｉ ＳＳＸＵｦｾ＠

T E  L03( 842)  ＱＴＳ Ｑｦｾ＠

T E L 0 3( 363 )4341 ｦｾ＠

T E L 0 3( 307)  1661 ｦｾ＠

T E L 0 3( 634 )0821 ｦｾ＠

ｔｅｌＰＳ Ｈ ＸＸＹ Ｉ ＶＲＳＵｦｾ＠

T E L 0 3( 883)3131 ｦｾ＠

T E L 0 3( 994 )3861 

T E L 0 3( 803)3481 ft 

T" E L 0 3( 961)  192，1  ｦｾ＠

1' E L 0 3( 870)6231 f t  

T E L 0 3( 403)0171 ｦｾ＠

r E L 03( 903)4151 2  

r E L 03( 263)4861 ft 

r E L 03( 634 Ｉ ＰＱＶＳｦｾ＠

1' E L 0 3( 367)  16 1  1  

T E L 0 3( 591  )2491 ft 

r E  ｌＰＳ Ｈ ＸｾＴ＠ )4151 ｦｾ＠

T E L 0 3( 6. 3 )3963f t  

1' E L 0 3( 802 )4751 )  

T E L 0 3( 861  )2706 8  

r E  L0468(  22)4288 

T E L 0 4 5( 421 )6521  2  

T E L 0 4 5( 231 )4461 

T E L 0472( 22)3161 ｦｾ＠

T E L 0472( 52)0707代

T E  L0473(  57)5153代

T E L 0474 ( 38)4511 

T E  ｌＰ ＲＷＳ Ｈ ＲＷ Ｉ ＳＳＰＲｦｾ＠

T E  L 0486( 51 )  1251  

T E L 0285( 23)5011 ft 

T  E  L0286(  22)9737 

T E L 0292( 41 )51'11 ｦｾ＠

T E L 0252( 28)0351 

T E  L0255(  24 )3402 

ｔｅｌＰＲＶＳ Ｈ ＵＸ Ｉ Ｓ Ｑ ＸＸｦｾ＠

T E L 0766( 22)0999 

T E L 0762( 47)4139 

T E L 0766( 23)0391 

T E L 0762( 40) 1101 代

T E L 0762( 42)515 1  
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合 資 会 社 東 日 本 市'1木

有 限 会 社 飯 田 産 業
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ク リ ス テ ル ヱ 喋 株 式 会 社

- 建設省東計第240号認 11
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- 規格

・半硬貨ノンアスベストヒニル床タイル

・厚さ 2. 0mmX304. 8mmx 304. 8mm・色数 16色

・特徴( pタイルと違う点)

・新しいテザイン傾向にそった? リアな色鯛

て、明るい雰囲気をつくります ・耐光性に

優れ、退色しにくに、 ・アスベストを使用して

おらず安全 ・性能は P タイルと同等以上

. 用途 ( p タイルと同じ)

学校、事務所、広舗、病院、他

C タイル。床初のノンアスベストイヒに G Pフロア( クッション

フロアＩで先行 、先遊技術 をもっタジマのが「しい ｉ ｾ ｉￇ［ 作 でてお

手 入 れ が ぽi 唱で舟命がノk い Pタ イ ル の 良 さ を 受 け つ ぎ 、し

か も 時 代 に マ ッ チ し た ク リ ー ン な 邸 邸 づ く り に お 役 立 て い

タイル。乙れからは床キ才も

u、。ノンアスベストを前提に C、選定くだ

ただけます。 P タ イ ル を 担 え た


